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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死んだと思っていた旦だん那なさまが、生きていた。

（よかった……本当に、よかった）

　黒こく龍りゆう公こうクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント──クロウ。本来の第三皇おう子じにして黒こく龍りゆう城じようの真しんの主あるじ。仮かり初そめの夫の横顔を、瞳ひとみが潤うるみかけるのを我慢しながらフェルは見上げる。

「いつぞやかを思い出す格好だな。風か邪ぜをひくぞ、フェル」

　彼は、群ぐん青じようの瞳を淡あわく笑みで和なごませ、アンダードレス一枚のフェルの肩に自分の上着を羽は織おらせてくれた。裸足はだしを気き遣づかってか、抱き上げられる。優しさが、なんだか面おも映はゆい。

（だって、素顔なのに彼が本名で呼びかけるから。……うん？　そう、ちょっと待て）

「だ、旦那さま。わたし言った覚えはないんですけど、い、いいいいつから正体に気づいて……？」

　生存本能の警けい鐘しようがうるさい。案の定、『旦那さま』は微笑ほほえんだ。背筋が凍る鮮あざやかさで。

「──いつからだと思う？」










[image: ]




　──瞼まぶたを閉じれば、思い出すのはあの人の笑顔だ。

　彼女の夫──ゴールウィ─ズは、幼おさな馴な染じみ。

　フレアメル王国騎き士し団だんの筆ひつ頭とう騎士としての実力も資し質しつも随ずい一いちなのに、とにかく気が優しくて、そこはかとなく抜けていて、年上なのに放っておけない。「部品自体は結構素敵なのに全体で見るとちょっと残念系」「整ってはいるが美形とは呼べない」と口さがない巫み女こ見習いたちには揶や揄ゆされる顔も、彼女は誰よりも好ましいと思っていた。

　──〝小さい頃から好きだったんだ、リグ。誰よりきみのそばにいるのは俺でありたくて、頑がん張ばって筆頭騎士になった！　俺の、お嫁さんになってくれる？〟

　焦こがれて焦がれ続けて。これからの未来を、共に歩めるのだと知った日から、まるで世界のすべてが輝かがやいて、ふわふわと飴あめ菓が子しみたいに甘くなったようで。

　並んで中庭を散歩しながらお日さまのぬくもりを享きよう受じゆすれば晴れが好きになり、騎士として鍛たん練れんするあの人のために陽ひ射ざしを和やわらげてくれるから曇くもりが好きになり、部屋で雨音を聴ききながら一緒に過ごしたから雨が好きになった。

　あれはたしか、抜けるような蒼そう穹きゆうが美しい日のことだ。薔ば薇ら園えんで、咲き乱れる白を眺めていた彼女のところに──彼が、血けつ相そうを変えて飛び込んできたのは。




「り、り、リグ!?　いる!?　というかむしろ無事か!?」

「いるわ。あと、無事。だからそんなに慌あわてなくて大丈夫よ、ゴール」

　宮きゆう廷ていの薔薇園にしつらえたテーブルで、香こう草そう茶ちやのカップを少し傾かたむけながら、彼女はおっとり笑った。

　一方で、ちらりと反省する。『私の身体からだのことで、重大な告知があります……。心を強く持って薔薇園に来てください』という置き手紙を彼の部屋に残したのは一いつ刻こく前だ。やっぱりあの文面は悪趣味すぎたかもしれない。

（だってゴールったら、最近仕事ばっかりで、休む暇ひまもないんだもの。ちょっとだけ息抜きしてほしいって、軽い悪戯いたずらのつもりだったんだけど）

　お役目のあと部屋に戻って、卓上の手紙を見るなり駆けだしてきたのだろう。彼の鳶とび色いろの髪は、全力疾しつ走そうの名残なごりで乱れている。

「一体何があったんだい、リグ。まさか、夢ゆめ占うらで嫌いやな予よ兆ちようがあったとか。それとも、具合でも……」

　真っ青な顔で、金茶の瞳を心配に揺らす夫に、「予兆といえばそうだし、体調の変化といっても、そうね」とカップを置いて彼女は頷いた。誤解されるのは計算のうちである。

「噓うそだっ!?　まさか本当に良くない病気だなんて……」

「赤ちゃんができたの」

「そうか赤ちゃん！　それはひどくなる前にすぐ侍じ医いに……ちょっと待った……え？」

「あなたの、子供がおなかにいます。どう？　重大で、心臓に悪いでしょう」

　案の定というか、あんぐり口を開けたまま固まった夫に、思いきりにっこりしてやると、彼はぱくぱくと声も出ない唇くちびるを動かした。

「なあに？」

「やった──ぁ!!」

　きゅうにぐるんと視界が高くなり、「きゃあ!?」と彼女は悲鳴を上げた。ゴールに、子供みたいに抱き上げられてくるくる回されているのだと気づき、猛もう抗こう議ぎする。

「もう、やめて！　怖いったら！　赤ちゃんがびっくりするじゃない」

「ご、ごめん！　でも、ほんとにほんとに嬉しくて、どう言ったらいいか分からなくて気づいたら持ち上げて回してた！」

　犬だったらぶんぶん尻尾しつぽを振り立てていたところだろう。彼女を下ろしたあとも、頰ほおを紅こう潮ちようさせ、全身で「嬉しい」と訴うつたえてくる夫に、彼女もつられて笑ってしまう。

　なおも興奮さめやらぬ様子の彼が落ち着くのをしばらく待って。それから、二人並んでゆっくり晴れた空を見上げた。

　異い郷きようの宝石を砕くだいて塗ぬったような鮮やかな青色に、白い綿をこぼしたような雲。

「こんな嬉しい報しらせ、久しぶりだ。いや、初めてだ」

「本当？　ふふ、はしゃぎすぎよ」

　呆あきれながらも、ちらりと不安に思う。

（久しぶり、って。そうよね。だって、エルラントが攻めてきそうなんだもの……）

　最近、隣国エルラント帝てい国こくが俄にわかにこのフレアメル王国に食しよく指しを動かし、王宮はどことなくぴりぴりしているのだ。巻き込まれる形で、筆頭騎士であるゴールも忙しい。

　小国ではあるが、妖精を祓はらう呪じゆ言ごんの集大成『聖せい詩し篇へん』を大国ユナイアと共に編へん纂さんしたのがフレアメルだ。

　夢を介かいしてあわいに潜もぐり、代々の妖よう精せい王おうを宥なだめ、対話し、『あちら』と『こちら』の境さかいを守る。それが初代樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド・第一聖席の血けつ脈みやくを継ぐ、フレアメル王家の姫ひめ巫み女この役割。長い時を経へても、同じく妖精の災さい禍かを恐れるがゆえに、エルラントもユナイアも、フレアメルには決して手を出さない。それが不ふ文ぶん律りつのはずだった。

（でも、今の妖精王はとりわけ危険だわ。こちらに入り込もうとする気配があるんだもの。即そく位いしたばかりのウーベル帝は野心家だというし、若さに似合わない勢いも不自然だし……。まさか、またあちらと組んだ皇帝が現れたのではない……？　気をつけなくては）

　憂うれい事が絶えず、国守の姫巫女である彼女は彼女で気の抜けない日が続いていた。少し塞ふさぎかけた妻の様子に気づいているのか、ゴールはことさら明るい声で言った。

「楽しみだね。男の子かな？　女の子かな？　どっちでも嬉しいな」

「どっちでも嬉しいわね。女の子は父親に似るっていうから、きっと鳶色の巻き毛と金茶の瞳の、素直で明るくて活かつ発ぱつな女の子になるわ」

「男の子だったら母親に似るっていうから、きっと夜の闇やみみたいに見事な黒髪で、とびっきり美形で、ほんのり意地悪で割とネクラな子になるね」

「ぶつわよゴール」

「痛っ！　言う前に叩いたよ!?」

「根暗で悪かったわね。置き手紙で意地悪したのは申し訳なかったけど」

　微笑んだまま予告なく頰をはたき倒したので、ゴールは受け身も取れず悶もん絶ぜつしている。

　しかし、「効きいたよ、今の」とおどけながら、彼は何気なく続けた。

「それでさ、男の子でも女の子でも、きっと頭が良くて、意志の強い子になるよ。どんな困こん難なんがあっても負けない子になる。きみの子なんだからさ」

「そうかしら。でも、あなたの子なんだもの、きまじめで、根っから優しい子になるかもしれないわ」

「根は優しくてもやっぱりちょっと意地悪になるかもだ」

「ゴールったら！　そうね、あなたに似て、結構根に持つ子になるかもね！　なぁんて」

　二人分の弾はじけるような笑い声が、蒼穹に吸い込まれていく。彼女たちはそのまま抱き合い、小鳥がついばむような口づけを交かわした。

（早く、生まれてきてくれたらいいのに）

　まだまだ膨ふくらんでもいない下か腹ふく部ぶをさすって、彼女は口の端はを持ち上げた。

　ねえ、と、声には出さずに語りかける。

（会えるの、待ち遠しいわ。うんと楽しみにしていて。誠実で優しいお父さんがいて、護るべき美しい国がある。この世界には、素敵なものがたくさんあるのよ）

　つわりも軽く、おなかが目立ってくるのはかなり先だ。そうだ、祭さい祀しの合間に、産うぶ着ぎを縫おう。子守唄も、たくさん覚えよう。妖精たちの悪さに遭あわないよう、聖詩篇にちなんだものがいい。古いのも新しいのも、みんな歌ってあげよう。

　──賢かしこくて、芯しんのある子に。根が優しくて、それで。

（今は、国が大変な状況にあるけれど。どんな困難が立ちはだかっても、凜りんとして歩いていけるくらい）

「強い子に、なってね」

　あなたが、幸せになれますように。もし、どうしても耐えられないほど恐ろしいこと、辛つらいことがあっても負けないで。願わくば、自分とゴールのように、一緒なら乗り越えていけると信じられるほどに、大切な人に巡り合えますように。

　祈りを込めてそっと撫なでると、呼こ応おうするようにおなかの子も身じろいだ、ような。──動くのはずっと先だから、気のせいなのだけれど。

「うん。この先何があっても、強く、生きてくれ、リグ。リグレイン」

　急に、夫の声がふっと翳かげりを帯びる。彼女は不安になった。

「……この腕は、剣は、心は魂たましいは、きみの、きみたちのそばに在あり続ける」

　──たとえその時、俺がきみの横にいられなくても。

「どうかきみは。きみだけは、無事で」

「いやだ。急にどうしたの？　不吉なことを言わないで」

　少し怖くなって、彼女は彼の腕を引いた。

　その、──途と端たん。




　ばしゃん、と紅あかい飛沫しぶきを上げ、彼の首が転がり落ちた。




「──どうして」

　蒼穹はいつの間にかどす黒い煙けむりで覆おおわれ、焰ほのおが壮そう麗れいだった王宮を舐なめる。侵しん略りやく者しやたちの放った火が、彼と過ごしたすべてを焼き尽くしていく。

（どうして。どうしてどうして、どうして）

　あの鷹たかのように鋭い群青の瞳の男は、ゴールウィ─ズを目の前で惨ざん殺さつするに飽あき足らず、彼がこの身に残してくれた忘れ形がた見みすら、容よう赦しやなく奪い去った。

（ごめんなさい。ごめんなさい、ゴールウィーズ……。護れなかった。私は、あの子を護れなかった！）

　今は、世界のすべてが逆さまだ。あの男ウーベルがいるから、すべてが暗黒に染まった。晴れも曇りも雨も、何もかもがおぞましく、吐き気がする。

（死にたい。死にたい。殺したい。殺したい、ころしたいころしたいころしたい）

　滅んでしまえばいい。エルラントでは足りない。愛する夫と、彼との子供を失ってなお、何事もなかったように回り続ける世界が、流れ続ける時間までもが、憎ぞう悪おの対象だ。

　──〝現世の破滅を望むばかりでなく、流れる時をも恨むか。面白い、フレアメル最後の姫巫女。では、おまえからは何もかも鎖とざしてやろう……〟

　すべてを憎むと、そのすべてから拒まれるようになった。身体は時を止め、心は感動を失い、変化を忘れたまま。

（ウーベルは知らない。そばに侍はべる妖精の王が、自らをも滅ぼす毒であることを……。気づいた時にはもう遅いの。後悔と屈くつ辱じよくに醜みにくく歪ゆがむその顔は、どんなにか見ものでしょう……）

　いつしかそれだけが、生きる糧かてになった。巫女の力を逆さまに活いかし、あわいの王と自ら駆け引きし、この命があるうちに、終しゆう焉えんのワルプルギスが訪れるよう手を尽くした。

　やがて来きたるべき成じよう就じゆの日には、異界の者どもの餌え食じきとなってウーベルは息いき絶たえ、諸もろ共ともにエルラントも滅びる。周辺国のユナイアや少数民族、東方帝国も巻き込んで。もちろん彼女も殉じゆんずるだろう。今は望む瞬間を、待つだけでいい。そう、分かっているけれど。

（それでも、足りない）

　狂くるうほど呪のろうのではない。狂ってなお呪わしい。殺すだけでは足りない。生なま皮がわを剝はぎ、九きゆう穴けつに毒を垂らし、死を自みずから願うほど苦しませても、きっとまだこの焰ほむらは収まらない。

　ならばこそ、どこまでも堕おちてやろう。

　あの男を呪うためなら、どんな犠ぎ牲せいも厭いとわなかった。侮辱するために、下男を相手に娼しよう婦ふのまねごとまでして、挙げ句に子供を儲もうけた。

　そうして生まれた子は、優しい目許も穏やかな口調も、──育つほどに、どうしてだろう、亡き夫に似てきた。いつしかその存在に、安らぎすら覚えていたけれど。




「母上。貴女あなたが密ひそかに企たくらんでいること、通じている相手を……おれは知っています」

　妖精と関わりの深い南なん東とう部ぶの少数民族と交流するうち、彼女の計画に気づき始めたらしい。

　取り返しがつかなくなる前にと、彼は最後の説得に来た。

「何もかもおれの思い過ごしなら、と願っていました。まだ戻れます。だから……！」

　決けつ裂れつする前に、彼女は淡たん々たんと、その子に「あなたのお話をよく考え直してみたいから、クロウに明かす前に少しだけ時間をちょうだい」と持ちかけた。

「あの子には嫌われているけれど、とことん軽けい蔑べつされる前に踏みとどまりたいの。ただ一度きりでいい、この母を信じて？　私も人としての情があるもの。ねえ、お願い。パール」

「……分かりました。一度だけです。でも、また来ますから」




　ほっとしたように表情を和らげた我が子を見送ったあと、彼女は宝石箱を引き寄せた。それから紅あかく輝く夕ゆう輝き晶しようを手に取って、静かに考える。

（クルヴァッハに帰ってすぐに、ティカルに行くとか。私を力ずくで止める手段でも探るつもり？　イル首しゆ長ちようの嫡ちやく男なんは『取り替え子』のはずだけれど、妖精王を裏切ったのかしら……？）

　ああ、馬ば鹿かな私の子。知らなければ、もう少し長生きできたのに。

（そうね。人ならば情がある。……でも私は、とうに人であることをやめているの）

　聖騎士ゴールウィ─ズの愛した、高こう潔けつで清純なフレアメルの姫巫女はもういない。

　ここにいるのは、復ふく讐しゆう心しんに駆られた妄もう執しゆうの魔女。

（誰にも邪魔などさせるものか。そもそもパールは、あの男ウーベルをさげすむためだけに作った道具だもの）

　惜おしむものなど何も──ない、のだ。

　髪も瞳も顔立ちも、あの人とは違う。けれどもし、喪うしなってしまった赤ん坊が男の子なら、もしかしたら、こんな。そう夢む想そうしたこともあった。

「ふふ。あはは……」

　そう。肋ろつ骨こつを隙間風が通り抜けるような喪そう失しつ感かんも、頰を伝うぬるい水も、きっと気のせいに違いない。

　結局最後まで生き残ったのは、ウーベルと同じ群青の瞳にして、自らと同じ黒髪を持ち合わせる、屈くつ辱じよくの申し子だけ。

　成長するほどあの男に似る忌いまわしい子供が、呪じゆ詛そや毒にもがき苦しむさまは、暗い歓よろこびを胸に呼び起こす。

（クロウ。あなたも早く、狂ってしまえばいいの）

　呪いながら、不可解な気持ちになった。

（どうして、死なないのかしら）

　幾いく度ど谷たに底ぞこに突き落としても、必ず子供は這はい上がってくる。

（どうして、狂わないのかしら。どうして）

　いつしか、そこには、奇き妙みような安あん堵どが生まれていた。

　この子は、死なない。狂わない。

（死んで、死んで死んで。いいえ──死なないで）

　相あい反はんする思いを抱かかえたまま、かといって自分の中の胸苦しい衝しよう動どうにも勝てず。結果、害し続け、それでもなお永らえるその子の姿にほっとする、いびつな矛む盾じゆんを抱え込む。

　最愛の弟を喪うしない、同じ絶望の底を見たはずなのに。

　なぜか、子供はただ粛しゆく々しゆくと墓守に甘んじている。そして、あろうことか自分と同じく略りやく奪だつされた敵国の姫君と手を取り合い、『自分は先に進む』と言う。

　──〝あなたなどのために、地じ獄ごくに落ちるわけにはいかないからだ〟

　──〝あなたはそこに、いればいい〟

　どうして？　許せないより、不思議だった。

　憎にくいのでしょう。楽になりたくはないの？　思いのままに狂えばいいのに、どうして、心静かでいられるの？

　疑問の答えを得たのは、つい最近のこと。

（大好きなお姫さまから生まれてきた赤ん坊が、自分の子でなかったらどうするの？）

　手た繰ぐり寄せた夢の中で、ふと尋ねれば、呪われたその子は迷わず答えた。

　──〝フェルがフェルである限り、俺は彼女が大切だ。何があっても、ずっと〟

　──〝男の子でも女の子でも、きっと頭が良くて、意志の強い子になるよ。どんな困難があっても負けない子になる……〟

　青い瞳も顔立ちも、憎いあの男そっくりなのに。

（……ゴール）

　どうしてだろう。大切な人の、金茶の瞳と優しい笑顔が、重なって見えたのは。

　──永えい劫ごうに止まったままのはずの時計が、動きだす音が聞こえたのは。
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　一いち難なん去ってまた一難、とはよく言ったものだ。

　いや、先ほどまでの絶体絶命に比べれば、そよ風よりささやかな、さしずめ六割引き程度の『難』だろうが、それでもフェルディア──フェルにとっては立派にド修しゆ羅ら場ばだった。

「……で、だ。いくらバレていないと思い込んでいたからと。召めし使つかいに変装中のお前に、俺が今まで何を言われてきたかといえば、『ハゲろ』『ハゲたら不ふ毛もうの大地にジャガイモ作付けする』『痔じになれ』『痔になったら軟なん膏こう代わりに尻しりにヒヨコ豆を植える』……ひとの身体からだで勝手に畑はた作さくするな」

「ごめんなさいごめんなさいお詫わびのしようもございません。ただ、『空あき地はすべからく何か植えるなり活用すべし！』という純粋なるモッタイナイ精神の発はつ露ろでございまして」

「反省の色、清すが々すがしいほど皆かい無むだな」

「第一、髪については減った結果、逆にちょい若返ったんだからいいんじゃないでしょうか！　むしろ洗髪料の費用がかなり浮いて一いつ石せき二に鳥ちようなんてうらやましい限りですよ!?」

「開き直った!?　それ以前に、何度でも訂正するが、減ってはいない。短くなったんだ」

「あと、言い忘れましたが聖せい職しよく者しやの祭さい服ふくまったく似合ってませんでしたね。すごく生なまグサ坊ぼう主ずっぽかったです」

「おい。この期ごに及んで罵ば倒とうを上うわ塗ぬりするんじゃない。あのな、言っておくが『まとめてすればよりお得！』に、悪口は入らないからな。割引どころか割増だ」

　なんでそんなド庶しよ民みん用語知っているんだろう、この人。

（いや、大事なのはそこじゃなくて！　こ、これはマズいどころの話じゃない……!!　まさか、騙だましてたことが全部バレてたなんて!?）

　平たく言って、死ねる。フェルは顔を覆おおい、逃げ出したい衝しよう動どうに必死に耐えていた。

　──この拷ごう問もん時間の始まりは、半はん刻ときほど前に遡さかのぼる。クロウの傷は半なかば塞ふさがりかけているようだが、無茶を押した身体が気にかかった。ついでに自分も下着同然の格かつ好こうをしている。

　薬を塗ぬり直したり着替えたりと諸もろ々もろの口実で、まずは慣れ親しんだ城の執しつ務む室しつに落ち着いてから。二人きりになるなり楽しそうに恨うらみ事大会を繰り広げる『ご主人さま』兼けん『旦那さま』ことクロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラント皇おう子じ殿でん下か──クロウに、一いつ貫かんしてフェルは謝しや罪ざいしどおしだった。

「どうして黙ってたんですか。い、言ってくださればいいのに！」

「だってお前、言えばびっくりして逃げ出すだろう」

「そ、そんなことは……当たり前じゃないですか！」

「ほらな」

（だからって！）

　背中を伝う冷たい汗が止まらない。召使姿なのをいいことにダダ漏らした悪あつ口こう雑ぞう言ごん、あれもこれもそれも、すべてご本人様に垂れ流していたというこの罪深さ。穏やかな日常の諸々が身の毛もよだつ怪談に入れ替わる瞬間を初めて経験した。軽く千回ほど打ち首になっていてもおかしくない。いやはや、しかし。

（まあ、こんな風にいつもどおりの言い合いできるだけ、全然構わないのかもしれないけど……）

　彼が脱いだ祭服をたたみながら、改めて一息。乱れてほつれた長い緋ひ銀ぎんの髪を肩の後ろに追いやりつつ、ここまでの経けい緯いを思い出す。

　毒を受けた人を意のままに操あやつる呪じゆ毒どく『知らずの理ことわり』がフェルの手で破られたので、偽にせ物ものの『パーシヴァル殿下』に支配されていた黒こく龍りゆう城じようの奪だつ還かんは、すぐさま無事に完了した。

　暴れ回っていた奇き怪かいな妖よう精せい王おうの影は、クロウの持つ退たい魔まの武具『モルドレッドの剣』や大たい挙きよして入城する聖せい職しよく者しやたちを見た途と端たん、あっという間に姿を消したのだ。

　騒ぎらしい騒ぎといえば、解かい呪じゆの過か程ていで眠っていた使用人や兵たちが、目を覚ましたあと、「あの偽城主は何者だったんだ」と大混乱したことぐらい。だが、今は本来のあるじの説明を受け、なんとか落ち着いている。

（神誓ゲツシユのおかげで、誰も傷つけられてなかったし）

　やがてクロウの命めいを受けて彼らは粛しゆく々しゆくと持ち場に戻り──今の城内は、驚くほど整然と動いている。数名、眠りについたままの者もいるが、時間が経たてば覚かく醒せいするので心配はいらないという話だった。

（嵐の前の静けさなのかもしれないけど……クルヴァッハは、ユナイア侵攻のために皇こう帝てい陛下が間違いなく親しん征せいしてくるから）

　そして、何より気がかりなのは、パールを乗っ取った『妖精王』の真しんの目的。

　あわいから妖精たちを呼び寄せ、ふたつの世界を繫つなげてひっくり返す──この世を、人間の血肉や負の心を喰らう化け物たちの餌えさ場ばにすること。

（止めるためには、『あちら』と『こちら』がいちばん近づくワルプルギスの夜になる前に、妖精王をあわいに追い返さなくちゃ。まだ、戦いの本番はこれからなんだ）

　強く拳こぶしを握りしめたフェルは、不意に、ぐいっと顎あごを摑つかまれて息を吞のんだ。

「ほう。『油ゆ断だんならない意地悪な契約相手のあん畜ちく生しよう』の前でよそ見か？　いい度ど胸きようだな」

「いや、そんな冗じよう談だん言ってる場合じゃ……って」

　当然というか、すぐ目の前にはクロウの群ぐん青じようの瞳がある。否いな、すぐというか、これは。

「ひぇえ!?　ちょ、いやいやおかしい距離おっかしいですって!!」

　吐と息いきが触れ合いそうな近さにある整った顔を引き離そうと、ぐぐっと両腕を突っ張ってフェルはもがいた。怪け我が人にんのくせに油断も隙すきもあったものではない。

　第一、同じ長なが椅い子すに並んではいたが、さっきまで相手はもっと向こうの端はしっこにいたはずだ。それが知らないうちに、ほぼ密みつ着ちやく状態にある。さりげなさすぎて気配がなかった。

（ケイさまに昔聞いた極きよく東とうの怪かい異い『ダールマサン・ガ・コロンダー』がこういう不ふ審しんな動きをするらしいけど、それにしたってなんでこんながっつり絡からんでくんの妖よう怪かい蜘く蛛も殿でん下かめ……！　正確には蜘蛛じゃなくて毒どく龍りゆうだけど！）

　半なかば長椅子の肘掛けまで追い詰められつつ、いっそ気絶したい衝しよう動どうに駆られるフェルの反応を面白がるように、クロウはふにふにと頰を指先でつっついてきた。

「あの、鬱うつ陶とうし……失礼しました、くすぐったいです。変な悪いた戯ずらしないでください」

「柔らかいな。美う味まそうだ」

「話を聞きましょうよ！　あ、脂あぶら身みが多くて悪かったですね!?　ギョワーかかかまっ、嚙かまないでくださいってば！　より柔らかくて上等で美お味いしい肉なら、厨ちゆう房ぼうが調理済みのを準備してくださるはずですから、お手軽に目の前の生肉を口にするとおなか壊しますよ！」

「なまに……違う。せっかく話し方も顔も素のままのお前といるんだ。もったいないから、離れていた分をじっくり味わいたいだけ。節約、好きだろう？」

（あ、味わうぅ!?　ええまあ節約は好きですが、どういうつもり!?）

　久しぶり、だけれど。いつも以上にあけすけな言葉に、対・旦那さまの平常心でいられる限界値が、一気に目め盛もりいっぱいいっぱいになってしまう。

「も、もったいない、はドわ庶た民しの専売特許です。皇子さまあなたに使われたくありません……！」

「どうかな。お前は嫌がるかもしれないが、このところ俺はお前に似てきたらしいから。おい、そこで嫌がるどころか崖がけっぷちの絶ぜつ望ぼう顔がおをするな」

「気のせいでは？　わたしは決して、断じて、毛ほども！　あなたに似てきていませんし。思考回路が外げ道どう気ぎ味みだったり素で苛いらつく仕草をかましたりなぞしておりませんので」

「……ほーう？　減らないのはこの口か？」

「だから近いですよ!?」

　どうにか盾たて代わりにクッションを挟んでささやかな抵抗を示し、ぷるぷる震えるフェルに、クロウは「なんて、な」と肩を揺らして笑う。

「ぶれないな、お前。本人目の前にして、あそこまで能のう天てん気きな悪口が言えるのは……なかなかに貴重な才能の一種だと思うが？」

「そうですね、まったく反論の余地がないです……でも！　それについてひと言言わせていただくなら、本人を前にして『最近妻が目を合わせてくれない』とかあなたが愚ぐ痴ちっていたと思うと、いろんな意味で戦せん慄りつします」

「そう。俺もその件でひとつ言わせてもらうなら」

　また皮肉だろうか、とフェルは身構えたが、クロウが続けたのはまったく予想外のこと。

「りんごのクリームタルト、美う味まかった。お前がもう一人の『シレイネ』と入れ替わった時に作ってくれた、いろいろな夜食も」

「！」

「お前が素のままで俺と接してくれるのは『召使のフェル』に扮ふんした時だけだったからな。言っただろう、立冬サウインの頃に。お前と過ごす時間は得え難がたいものだと。……お前はもう、忘れてしまっただろうが」

（忘れるわけない）

　──〝ほら、やっぱりお前は面白い〟

　鈴すず蘭らんの花を髪に挿さしてくれながら、彼は『フェル』に笑って伝えた。「俺はお前に感謝している」と。

（それじゃ、この指輪は……）

　右手の薬指にある、白金プラチナでできた鈴蘭の輪。ダイヤモンドやサファイアのメレがきらめくその意い匠しようは、『シレイネ姫』の好きな花にちなんだからではなくて──間違いなく、『フェル』のために作ってくれたもの。

　それが分かった瞬間、きゅうっと咽の喉どの奥が鳴った。

（うわ、ぁう）

　心臓が、跳ねる。どうしようもなく。

　頰が火ほ照てって、顔が上げられない。なんだか胸がいっぱいになってしまって黙り込むフェルを両腕で堅かたく抱き寄せ、クロウは耳みみ許もとに囁ささやいた。

「フェル」

「……っ」

「どうした。さっきまでの威勢は」

（それも当たり前ですし！　……本当はこんな口きける身分じゃないし……）

　ちょっとやさぐれる。意気消しよう沈ちんというより、いまだに衝しよう撃げきから立ち直れないのだ。

（なんか、いきおい普段どおり話しちゃってるけど……噓を全部とっぱらったら、あなたは雲の上の皇子さまでわたしはド貧乏平民なんじゃい!!　どんな顔してればいいの）

　後ろめたいので引き気味になってしまうフェルに対し、一方のクロウはずいぶん晴れやかな表情だ。

「そういうあなたはお元気ですよね」

　若干のやっかみを込めてジト目を向けるフェルに、クロウはくすりと笑う。

「ああ。すっきりしたからな。……本当の名前で呼びたかったんだ、お前を。ずっと」

　幾分か解放感を窺うかがわせる声こわ音ねに、フェルは目をしばたたく。

「旦那さ……クロヴィス殿下」

「旦那さま、でいい。その姿の時は、お前は俺の妻だろう、『共犯者どの』？」

「っ……」

　唇くちびるを、ふに、と指先で押される。フェルはこくんと唾つばを吞み込んだ。

（どうして……？　ううん。どう、しよう）

　孤こ児じ院いん育ちの、貧まずしいド庶しよ民みん娘むすめ。

　その偽物の妻をそばに置くことなんて、彼にとってはなんの得にもならないはずなのに。

　すべてを知った上で、彼はどこまでも『旦那さま』で『ご主人さま』で、『毒どく龍りゆう公こう』で『黒龍城主』で、フェルのよく知る『クロウ』だなんて。

　言葉にできない。いいや、したところで、きっと全部は伝えられない。

　今、どれだけ嬉しくて、泣きだしそうなほど高こう揚ようして、空を舞うようにふわふわする、──幸せな、この気持ちは。

「俺はもう、我慢をする必要もないわけだ」

「今までもあまり我慢してる気配はなかったですけど」

「そうでもない。割と自じ制せいしていたんだ。お前が『フェル』の時は特に」

「え？　わっ」

　きつく抱き寄せる力にいよいよ抗あらがえず、彼の広い肩に倒れかかったフェルは、溜まった熱を移すように頰を寄せ、目を閉じる。柑かん橘きつ系けいのオードコローニュは、久しぶりの彼の香り。髪を梳すいてくれる長い指が、自分の背をしっかり支えてくれる大きな手が、頼もしくて。

（……好き、だな）

　この人の全部が。

　彼の胸に手を当て、そこから伝わってくるたしかなぬくもりに安あん堵どする。夢ではない。

　心臓の音。息いき遣づかい。体温。全部を、少しでも近くに感じたくて。じっとしたまま黙り込むフェルに、ぽつりとクロウは呟つぶやいた。

「今でも、……嫌いか？」

「え？」

「お前にとって俺は、嗜し虐ぎやく趣味の毒龍で、得体の知れない雇やとい主ぬしで、底意地の悪い契約相手。大嫌いだ、と『召使のフェル』は常々言っていたし」

　──あれは、今でも同じままか？

　同じ秘密を抱える共犯者として戦ううちに、たがいに理性的な信頼は堅かたいと分かっている。だが、感情は。好こう悪おはどうか。

「前に、『シレイネ』の姿の時に……扉越しに言っただろう。大嫌いで、いるはずだった、と。それは……以前ほどは嫌われていない、と。うぬぼれてもいいか？」

「……あ……え、と」

（ここに来たばかりの時は、たしかにそうだった。でも、今はぜんぜん違う……）

　とくとくと鼓こ動どうが速まる。

　とっさに顔を上げたフェルの顎あごを、彼の指が捉とらえる。

　続いて、前菜代わりとでもいうように、甘く耳をかじられた。「ひゃぼ!?」と色気のない悲鳴などお構いなしに、次は首筋を飴あめのように舌先でつうっと舐なめ上げられる。

「ぎょっはあ！」

「『姫君』姿でその悲鳴を聞くと新しん鮮せんだな。意外と悪くないと思うあたり、俺もたいがいお前に毒されてる」

「それ、自家中毒って言うんです！　断じて！　わたしのせいでは！　ないので!!」

「軽かる口くち、どこまで続くかな」

「──っ!?」

　次は頰。鼻先と唇が掠かすめ、──きっと最後は。

（そ、それはだめ！）

　あっさり屈くつしたフェルは降こう参さんを示すべく両手を挙あげた。

「もう自制しないと言っただろう？」

「だ、旦那さま？」

「嫌なら突き放せ。だが、そうでないなら」

「ま、待ってください」

　思わず、フェルは腕を突っ張って彼を拒こばもうとした。

（このひとが、好き。でも、本当の気持ちを伝えることはできない。わたしは）

「残念。待たない」

「そうじゃなくて、わたしっ……！」

　まるで、縛る鎖がなくなったように、彼は奔ほん放ぽうで、いつにも増して愉たのしげだ。

　抵抗する前に、頭が真っ白になって、フェルは思わず固まってしまった。逃げることを忘れた彼女の唇に、とうとう吐と息いきが触れ、そして──




「はぁい。そっこまでー。健けん全ぜんで清せい廉れんなワルプルギス前の男女の関係を保たもつべく、聖職者さまのご登場ですわよーん」

「!?」




　予想していた甘ったるい感触の代わりに、いきなり、ふわっと身体が持ち上がり、フェルは慌てて目を開いた。

　聞き覚えのある、この声は。

「ガウェイン先生!?」

　自分を抱かかえ上げる、めったにないほどの長身の男に、フェルは目を丸くする。

（どうして!?　ユナイアに帰ったはずなのに！）

　すぐそばにある紅あかの髪と、黒い祭服、吟遊詩人バルドを示す赤い肩掛け。誰よりも近しい相手、生まれ育った孤児院の院長先生だ。琥こ珀はくの目を半はん眼がんにして、彼は呆あきれた。

「クロウ、アンタねぇ。ゴタゴタな後あと処しよ理りはこっちに任せて部屋に引っ込んでろっつったのは、怪け我が人にんだから休んどけって意味で、ウチの娘とイチャつかせるためじゃないわよんって……、わっぷ」

「わああ！　ガウェイン先生だぁあ!!」

　思わずフェルは、力いっぱいガウェインの首にしがみついていた。

「先生！　先生、本当、本当の本当にガウェイン先生ですか!?　ううっ、よかったぁ、もう一度会えて、本当によかったぁ……！」

「フェルディアちゃん」

　ぎゅうぎゅうとしがみつく養やしない子ごに、やがてガウェインもふっと表情を緩ゆるめ、しっかりと抱きしめ返してくれる。

「アタシもよ、フェルディアちゃん。無事でいてくれて嬉しい。あー、癒いやされるわ……同じ姿形のクソ砂じや利り姫ひめを担かついだ時は、『筋きん肉にくごつごつして気色悪い』『高すぎるから縮め』『低すぎるから屈かがむな』『実際臭くさいかどうかはさておき存在自体が汗臭い』てな罵ば詈り雑ぞう言ごんの皮肉三ざん昧まいだったから、もうマジものすごくほっとするわぁ……」

「……ガウェイン殿どの。いろいろお察さつしするが、それはさておき。そこで俺を見下ろして勝ち誇った顔をするのはやめていただけないか」
















「なぁに坊ぼうや。ふふん、うらやましい？　ぶすくれちゃってまあ青あぉーい。こっちにはアンタには割って入れない親子の絆きずながあるのよん」

「それは認めている。だからイヤなんだろう」

　あえなく妻を取り上げられたクロウがぶつくさ抗こう議ぎするが、ガウェインとの再会の喜びに浸ひたるフェルには聞こえていない。しかし、養い親の次の言葉ではっと我に返る。

「あ、そうそうクソ砂利姫といえば。さっき鳩はとが来たけど。シレイネ殿下は、無事にセタンタ陛へい下かのお使いと合流できたみたいよん」

「シレイネさま、外出していらしてたんですか!?　っていうか、ガウェイン先生、旦那さまにわたしの正体……あれ？　まさか先生も知ってた!?」

「ごめんなさい、フェルディアちゃん。ちょっと訳あって話せなかったんだけどね。全部バレちゃったんじゃ仕方ないわねん」

　実は、冬至ユールの祝祭からクロウが花嫁の正体に気づいているのも知っていたのだと聞かされ、フェルは怒るよりも納得してしまった。道どう理りで、やけに親しげだと思ったら、彼らは彼らで秘密を共有する仲だったらしい。

「あなたを傷つけちゃったわね」

「それは……いいんです。話せない理由があったのは、分かってますから。それよりシレイネさまが……？」

「ええ、ちょっとねん。話せば長いことながら、皇こう都とくんだりまで珍ちん道どう中ちゆうのお伴ともをさせていただいて……あらん？　新しいお客様が来たみたいねえ」

「お客様？」

　言葉を切ってガウェインが顔を上げると同時に、こんこん、と控えめに扉を叩き、顔を覗のぞかせたのは第四皇子のユアン＝ヴァゼタ＝エルラントだ。

「クロウ兄あに貴き、邪じや魔ますんぞ。取り込み中だったらあとにするけど」

「ああ。邪魔ならもう姑しゆうとめにされているから問題ない。気を失うしなっていたと聞いていたが……目が覚めたんだな、ユアン。よかった」

「まーな。あんたこそ土ど手てっ腹ぱらに風かざ穴あなあいたって話だったけど、思ったより元気そうで何よりだよ」

　癖くせのある栗色の髪を搔かき、吊つり目がちな青せい灰かいの瞳で困ったように笑うユアンに、クロウも表情を和なごませた。努力家で素直な気き質しつの異母弟おとうとを、夫が存外気に入っていることを、フェルはよく知っている。

「おかえり兄貴。まあ、なんだろ……それなりに心配したんだぜ？」

「らしいな。妻から聞いた。礼を言わせてくれ。彼女を助けてくれたことも」

「いーよ。お互いさまだしさ」

　そこでユアンは、ひょいとフェルを見た。

「シレイネも無事に逃げきれたみたいで安心したぜ。お疲れさま」

「はい。本当に、ありがとうございました。ユアンさまもご無事で……あ」

　そこでフェルは言葉に詰まった。肩にちょこんと若いハヤブサを乗せている彼は、左腕を包ほう帯たいで覆おおっていたのだ。よく見れば、頰に湿しつ布ぷを貼ったりと、いくつもの生なま傷きずが見える。

「ん？　これ？　たいしたことないって。ちょっと切られただけ。利きき腕じゃねえし、侍医がちゃんと処置してくれたし、すぐ治るってさ。超痛いてェけど」

　黙り込むフェルに、あはは、とユアンはひらひら無事な右手を振ってみせた。フェルの『領りよう民みんに手を出すな』という誓いの守しゆ護ごから外れ、かつ妖精王の本体と直接対たい峙じした彼は、危うく殺されかけたのだという。

「まあ、実際なんで生き残れてんのかオレも不思議なんだけど……そう、そのへんも含めていろいろ話したいからさ」

　もし邪魔でなさそうならでいいんだけど、とちらりと異い母ぼ兄けいに視線を向けてから、ユアンは外を示した。

「ジル兄貴も、ミゼルカも……一応みんな中庭にいるんだ。ここじゃ図体的に入りきらない奴もいるし、相談したいこともあるし、いったん外、出ねえ？」
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「ぶばわわぁーん!!　すまなかった愚ぐ弟ていぃい!!」

（出た!!）

　篝かがり火びの焚たかれた中庭に出たフェルたちを待ち構えていたのは、なんというか、相変わらずの人物だった。

　涙ながらに全力で飛びついてくる、白い衣に身を包つつんだ、灰かい青せいの髪と空色の瞳の貴き公こう子し──姿形や声こそ麗うるわしいのに中身が絶望的に残念な第一皇子ジルフォード＝グリフレイ＝エルラントに、フェルはぎょっとする。

　一方、すっかり元に戻ったらしい兄の姿を確認した途端、クロウは素早く隣にいたユアンの右腕を摑む。

「へ？　なんだよクロウ兄……」

「お詫わびの接せつ吻ぷんだ！　許しておくれ!!」

　そして不ふ穏おんな台詞せりふとともに突とつ撃げき抱ほう擁ようをかましてくる長ちよう兄けいの前に無表情のまま突き出し、情け容よう赦しやなく盾たてにした。

「!?」

　──ぶちゅう、と。

　耳を覆おおいたくなる凄せい惨さんな音とともに、あわれユアンが悲鳴を上げる間もなく凍とう結けつする。

「……ふう。間に合った、か」

「だだ旦那さま!?　何ちょっとかっこよさげに額を拭ぬぐっているんですの!?　ユアンさまが白しろ目め剝むいてますわよ!?」

「犠ぎ牲せいになったのは頰みたいだし、痛いた手では少ないんじゃないか？」

「ああそれなら唇じゃないだけ……って生いけ贄にえに差し出した本人の言っていい台詞じゃありませんし！」

「かもな」

　命懸がけで頑がん張ばった弟にまさかの鬼き畜ちくの所しよ業ぎようを働く夫にフェルが青くなっていると、「くっ、外したか」とジルフォードがユアンを放り出す。

　べそっ、と地べたに尻しり餅もちをつき、口から魂たましいがさまよい出つつあるユアンの様子を、とてとてと歩み寄って「大丈夫？」と言いたげに窺っているのは、彼の飼かい獅じ子し・モリガンとマハだ。肩の上で、ハヤブサのネヴァンも心配そうに身体を揺らしている。

　相変わらずの動物王国ぶりだが、今回はそこにもっと大きな生き物がいた。

　蒼あおい毛並みの、羆ひぐまも凌しのごうかという巨きよ狼ろうだ。鋭するどい牙と曲きよく刀とうのような爪つめを持つ、野生そのものの外がい観かんと裏腹に、きちんと行ぎよう儀ぎよく『おすわり』の格好で待たい機きしている。

『紫し龍りゆう公こう。大丈夫だですか？　まったく黒龍公ときたら──ご無事とは思っていたですが、死地から生せい還かんしても相変わらずのド鬼畜ぶりだですね……』

　どういう理り屈くつか、口を開いているわけではないのに、聞き覚えのある声が直じかに耳に届く。独特の訛なまりのある口調に、この姿でも話せたんだ、と妙みような感動を覚えながらフェルは顔を明るくした。

「キリヤさま！　ご無事だったんですの！」

『はい。花嫁さまも、こうして再会できて幸いでますた』

「あら？　でも、狼のお姿のまま……？」

『はい。僕、こちらの姿だとかなり丈じよう夫ぶになるんだです。というか、徳の高い聖職者が近くにいると、人ひと形がたに戻れなくて……お見苦しくて、失礼するです』

　ぱたぱたと大きな尻尾を振って、巨狼は呼びかけに応こたえた。ユアンの言っていた〝図ずう体たい的に部屋に入りきらない奴〟とは彼のことだろう。キリヤ＝イル＝ティカルは、クルヴァッハ南なん東とう部ぶティカル高原に暮らす少数民族、イル族の若き首しゆ長ちようだ。朝焼け色の瞳と瑠る璃り色いろがかった銀ぎん髪ぱつという不思議な色彩を身にまとう童どう顔がんの青年が、本当は人間ではない──妖精王の分身なのだと、フェルは知ったばかりだった。

　さらに、その後ろに静かに控ひかえる紫色の軍服に身を包んだ女性に、あっと声を上げる。

「ミゼ！　ジルフォードお義に兄いさまを連れ戻せたのね」

「はい。ありがとうございました、シレイネさま」

　駆け寄って胸に飛び込むフェルに、彼女は少し驚いたようだが、すぐに抱きしめ返してくれる。濃のう灰かい色しよくの髪と紫し暗あんの瞳を持つ彼女は、ミゼルカ＝ティアシェ。訳あって一時的にユアンのもとに身を寄せていたが、ジルフォードの腹ふく心しんの女おんな近衛このえだ。

　一方で、すぐそばでは、そのジルフォードとクロウが賑やかな追いかけっこを繰り広げている。

「ぶるあああどうして逃げるのだ愚弟その二よ！　この兄のたぎる熱い謝罪の想いを！　みなぎる長年の愛情の発はつ露ろを！　どうか受け止めておくれ！　あっ嫁も迷惑をかけたな！　あとでお詫わびに麗うるわしの裸ラを全力でご開帳してやろうな！」

「どちらも御ご免めんこうむります、ジルフォード兄上。妻の眼がん球きゆうを腐くさらせるおつもりか。というか、悪いと思っているなら今後俺たちの半径十歩以内に近寄らないでください。正直、そばに来られると引きます。脇腹の傷が痛む」

「それは申し訳なかった！　ならばお前がまた私の横で心おきなく羽を伸ばせるよう、べったりねっちょりぐっちゃり張りついて慣れさせてやろう！」

「聞け」

　長兄と三男の不毛な攻防を眺め、キリヤとガウェインがひそひそ囁ささやき交かわしている。

『……白はく龍りゆう公こう、お変わりないだですね。僕、ある意味安心してるます……』

「ユアン殿下はまぁだ意識戻ってこないのねん。って！　泡吹いてるし。ねえこれ、ちょっとやばくない？　おーいボウズ大丈夫か。まだ彼岸アヴアロン行くのは早いぞぉ」

「ふむ。耳許でもう一度三大詩トリスケリオンを詠えい唱しようしてやるべきか。トラウマの衝しよう撃げきで起きるやもしれぬし、な。ナントカ療りよう法ほうというのだったか」

（みんな無事なんだって、報告は受けてたけど。こうしてちゃんと顔を見られると、やっぱり違うなあ。……って、最後なんか珍しい声が交じってたような）

　わいわいと騒ぐ一団を見渡すと、どうも、こんなところにいてはいけない人物の姿がある。

「カイズ猊げい下か!?」

「一いち別べつ以い来らい、黒龍公夫人。加か勢せいに来た」

　砂色の髪に孔く雀じやく緑みどりの瞳。黒い祭服に、樫かしの一枚葉を縫い取った緑の肩掛け。彫ちよう像ぞうのような無表情とはちぐはぐに、「やあ」の格好で淡たん々たんと片手を挙あげるエルラント中央教会の最高権威──樫樹の十二賢人ドーゼ・ドルイド第一聖席カイズ＝ベディヴィアに、フェルは仰ぎよう天てんする。

「ど、どうして……!?　中央教会は!?」

「問題ない。留守は他の十二賢人ドーゼ・ドルイドに任せてきたし、何より……」

「そこは話せば長いことながら、ってやつですよ奥方さま」

　その傍かたわらに控えているのは、黒龍城家か令れいのケイ＝サリタだ。若草色の衣はところどころ裂さけ、肌に幾いく筋すじも切り傷が見えたが、彼は常どおりの奥の読めない微笑みを浮かべていた。

　クロウを裏切ったと思わせて、実は敵の懐ふところに雌し伏ふくしながら自分を守っていた二に枚まい舌じたの男に、フェルはどういう顔をしていいか分からず、──とりあえず一発頰をひっぱたいておくことにした。

「イダッ!?　な、何をなさいますか！　自分めいろいろ頑張ったのにひどいっ!?」

「もちろん感謝しておりますいろいろありがとうございます。でも、同じくらい言いたいことが山ほどありますの。拳こぶしでブン殴なぐるのでないだけマシだと思って」

「あーまあ、はい。そうでしょうねえ……自分めもですねぇ」

　藤ふじ色いろの目を泳がせ、煮詰めた蜂はち蜜みつ色いろの頰を搔かくと、彼はその場に片かた膝ひざをつく。そして、首を差し出すように頭こうべを垂たれ、若草色の衣の裾すそを翻ひるがえすと、右みぎ拳こぶしを左ひだり掌てのひらで包み込む東方の正式な礼を取った。

「改めまして。──奥方さまには、多大なご心痛をおかけしたこと、深くお詫び申し上げます。いかような御ご沙さ汰たでも甘んじて受けますゆえ、どうぞ」

　しん、と。

　彼に正式に謝罪された途端に、心が凪なぐ。

「……いいえ」

（お詫びも何も……彼は）

　わざと悪役に徹てつして、フェルを救ってくれたのだ。

「謝っていただきたかったわけではなく、殴りたかっただけですのに……」

「余計にひどい！　ですがどうぞお好きなだけ。頰ほお骨ぼね飛び出してもいいですよ」

　彼のこんな改まった姿を見るのは初めてで、首を振ったきり言葉が続かないフェルの肩を抱き、あとを引き継いだのはクロウだ。

「ケイ。ご苦労だった。不在の間、よく妻を守ってくれた」

「いいえ。我わが君きみのお言葉に従ったまで。ま、理り不ふ尽じんで厳しいあるじの目もなく、気楽なものでございましたよ？」

　礼を解とき、立ち上がったケイと、クロウが軽く拳をぶつけ合う。思わずフェルは微笑んだ。彼らが互いを見る目は、すっかりいつもどおりのそれだった。

（ここにいるのは、味方ばっかりだ）

　ラナや他の使用人たちとは、すでに言葉を交わしている。ひとまず危地を脱だつし、人ひと心地ごこちのついたフェルはほっと息を吐いた。

「ああっ！　そうだよ！　オレ、全員揃そろったら言わなきゃいけないことがあるんだった!!」

　自じ失しつしていたユアンが、はっとしたように手を打つ。

「言わなきゃいけないこと？」

「おう。なんでオレが生き延びられたかって話になるんだけどさ……不思議なことがあったから」

　どう言ったらいいのか、と。ふと声を潜ひそめ、視線をさまよわせてから、ユアンは口を開いた。

　──〝愚おろかなユアン。きみには、神誓ゲツシユの守りがないのに。喰たべるのも、壊すのも、苦しませるのも愉たのしそう。悲鳴は耳に甘そうだ〟

　抵抗むなしく、影に囚とらわれ、腕をへし折られかけて。それでも死者を弔とむらう聖詩篇を詠うたい続ける彼に、妖精王はふと動きを止めた。

「本当に殺されると思ったんだ。当たり前だけど、オレの歌なんて効きやしなかったし。でも」

　──〝ごめんね、ユアン〟

　ぽつりとした呟きとともに、なぜか身体が解放され。気づけば、妖精王は姿を消していたのだという。体験を語ったのち、しばらく黙り込み。やがてユアンは、「ひょっとすると、の話だぜ」と慎しん重ちように前置いた。




「あの『妖精王』……中にまだ、パールが残ってるんじゃねえ？」




「え!?」

　発言の内容に、フェルは驚く。

（噓っ、ユアンさまもそう思うの……!?　だって）

　──〝兄上は、大丈夫。あなたは、自分の役目を果たすことを考えるんだ〟

　なぜなら妖精王に襲おそわれ、これまでかと思った時に、同じようなことがあったのだから。フェルは慌てて手を挙げた。

「あの、その件でしたらわたくしも、思い当たる節ふしが！」

「……ああ。俺も似たようなことがあった」

　フェル同様、しばらく衝撃を受けていたらしいクロウも、やがて首しゆ肯こうする。聞けば、腹を刺されて捕まった彼を匿かくまってくれたのは、『パール』だったというのだ。

「まさか、とは思っていたんだが」

「……なんだと。パールが生きている、だって……？」

　呆然と呟くジルフォードや言葉を失うミゼに頷き、フェルも続ける。

「どうなんでしょう、キリヤさま。彼の意識がまだ、残っているというのなら……せめて、妖精王からその魂だけでも救うことはできないでしょうか」

『僕からはどうにも言えるません。ひょっとしたらユナイアの蝶ちよう……いえ、〝もう一人の〟シレイネ姫からも聞いているかもですが。前例のないことだ、ですので。もしそういう可能性があるとすれば、思いつく理由として……影響しているのは』

「フレアメルの姫巫女の血、か」

　引き継いだのはカイズだ。彼は視線を伏せ、「そなただけではなく、パーシヴァル殿下もリグレイン妃の実じつ子しだったな」とクロウに確認する。

「フレアメルの姫巫女は、妖精を宥なだめる特別な力を持っていた。黒龍公も、その『扉』と『鍵かぎ』──モルドレッドの剣を使うようになってから、不ふ可か視しの呪じゆ毒どくが視みえるようになったとか」

「この剣を持った奴やつは誰でもそうなるんだと思っていたが。……これも、フレアメルの力だと？」

「伝でん承しようでは、その武器は意思の力に従うもの。ゆえに断だん言げんはできぬが、多分に影響している可能性はあるな。もし、無意識のうちに、パーシヴァル殿下が己の血の力を使って、妖精王の支配からわずかに逃のがれることができたのだとすれば」

　完全に消える前にどうにか引き離せるかもしれない、とカイズは続けた。

「同じくフレアメルの正せい統とうを継ぐ黒龍公の存在が要かなめになるやもしれぬが……十二賢人ドーゼ・ドルイドの秘ひ儀ぎにもないことだ。リグレイン妃なら、あるいは知識があるやもしれぬが、協力を仰あおぐなど論ろん外がいであろう」

　それを聞いて、思わずフェルは問いかける。

「でも、助けられるとしたら、どうやって!?」

「それは……分からぬ。なにせ、魂を呼び込もうにも、帰るべき肉体が滅んでいるからな」

「そうですか……」

　彼が言うのは、あくまでただの、可能性の話だ。

（ただ、望みはあるってこと……？）

　代たい価かもなしに、生死の摂せつ理りまでねじ曲げて『完全に元どおり』は難しいかもしれない。でも、ただまんじりと訪れる絶望を待つだけの状況より、ずっとましだ。

（大丈夫……何か方法を見つけられたら。だって、今はいいほうに全部、向かってる）

　呪毒に冒おかされたジルフォードにクロウが刺され、挙げ句その存在まで消されて。さらにケイの裏切りでフェルも捕らえられ、一度は失しつ意いの底にあったのである。

　それが、どうにか立ち直った。ジルフォードはミゼの決死の働きで正気を取り戻した。ユアンやケイ、キリヤの助けに、フェルも妖精王の手から命からがら逃れ、──いよいよ危ない時には、クロウが救ってくれたのだ。

　結果的に誰も失われていない。かなりの幸運だ。クロウが生せい還かんし、黒龍城は呪毒と偽の城主の支配から解放された。

　皇帝と妖精王の繫がり、そしてその妖精王が異界の化け物たちをこちらに呼び込もうと企たくらむワルプルギスの夜が、もう目もく前ぜんに迫っていること。危険は抱えたままだが、それでも。

　胸に明かりが灯ともる。

（旦那さまが帰ってきた。先生もいるし、操られていた人もみんな戻ってきた！　今なら、何があったって負ける気が──）

　そこまで思った瞬間だ。

　ぐらり、と。

　視界が反転した。




（え……）

　気づけばフェルは、見慣れた黒龍城の中庭ではなく、どこか見知らぬ場所に立っていた。

　世界からは色が欠け、白黒に沈んでいる。

（なに、これ。どういう……？）

　慌てて周囲を見回し、目の前にいる人間の顔に、ぎくりとする。

　色素の薄い髪と、鋭い鷹たかのまなざし。老いてなお堂々とした体たい軀くを覆おおう、革かわ鎧よろいとマント。背後には紅くれないの軍服をまとう近衛たちが控えている。

（こ、皇帝陛下!?　なんでこんなところに……）

『すごすご逃げ帰ってくるとは、化け物の盟めい主しゆの名折れだな。妖精王』

　声を失うフェルを見ても、彼は顔色ひとつ変えなかった。代わりにフェルは、自分の口が勝手に動き、言葉を紡つむぐのにぎょっとする。

『やだな。あれ以上黒あ龍そ城こにいても面白くなかったから、戻ってきただけだよ？　残ったら残ったで、遊ぶこともできたけど……先に、きみに、渡したいものがあったからさ』

　フェルの手が勝手に動き、皇帝に硝子ガラスの小こ瓶びんを差し出す。

（何これ!?）

　自分の手が、男性のそれに変わっていること──声までもが、他でもないパールのものであることに、ただ混乱した。

『ワルプルギスが近づいてきた。花嫁の力がなくてもね、おれにできることは、どんどん増えているんだよ。たとえばほら、こんなものも作れる』

『……？　なんだ、これは』

『あなたの裏切り者の息子のおいたを、少し懲こらしめてあげられるもの』

　ふふ、と。自分の咽の喉どから滑すべり出た忍しのび笑いに、フェルはたじろぐ。

『まだ、こちらの者は誰も見たことがない……名もなき呪毒だよ。息子むすこ殺しの皇帝、ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラント』

　手の中で、小瓶を満たす冷たい紅が、ぼんやりと不気味な燐りん光こうを放っている。

『作用、知りたい？　これはね、──』

　ああ、これは〝とても危険なもの〟だ、と。

　悟さとった瞬間、脳に直接指を突っ込んで搔き回されるような衝撃が襲ってきて、フェルは身を折る。

　咽の喉どから、鋭い悲鳴が逬ほとばしった。




「……おい！　大丈夫か……!?」

　誰に、だろう。がくがくと肩を揺さぶられている。そこでフェルは、自分がいつの間にか仰あお向むけに倒れ込み、クロウに抱きかかえられるように支えられているのを知った。

「……ぁ、わたし、……？」

　全力疾しつ走そうしたあとのように心しん拍ぱく数すうが上がり、息が乱れ、声は掠かすれている。何が何やら分からず、フェルはクロウの顔を見上げた。身を起こしたいが、驚くほど手足に力が入らない。

「急に悲鳴を上げて倒れたんだ。何があった」

「い、今、目の前に皇帝陛下がいて。呪毒を……？」

　何があったも何も、自分もさっぱりだ。手の中にあったはずの小瓶は、消えている。自分の身に起きたことが理解できず、フェルは呆然とした。
















『花嫁さま。目の前に皇帝がいた、ですか？』

「え、はい……」

　戸と惑まどいつつも自分の身に起こったことを説明するうち、蒼い狼は低く唸うなった。

『……ちょっと、いや、かなり。よくない事態かも、だですね』

「どういうことだ？」

　倒れたままのフェルの夕暮れ色の眼に鼻を近づけ、クロウの問いにキリヤが答える。

『花嫁さまの眼は、妖精王に繫つながってしまいました。抗あらがうために、彼に与えられた祝福の力を使いすぎて』

　フェルの瞳は、異界のものを見、呪いを上書きすることができる。それは他でもない、妖精王に連なる力。

「それじゃ、わたしが見たのは……」

『妖精王の視界だ思うです。……今度異変があったら、すぐ教えるください。そして、今後は決して瞳の力を使わないでください。下へ手たをすれば付け込まれ、離れていても彼の許もとに引きずり込まれるます』

「ど、どういうことよ!?」

　呆然とするフェルの代わりに、ガウェインが叫ぶ。

『ワルプルギスの近い今、ぎりぎりまであちら側に近づいたせいで、妖精王と共鳴しつつあるのかも、ということだ、です』

　キリヤは口ごもりつつ答えた。頭上に疑問符を飛ばすガウェインの隣で、カイズが眉まゆをひそめる。

「つまり、黒龍公夫人は『妖精王の宿しゆく主しゆ』になりかけているかもしれない、と？　どうにかならぬのか」

『難しいことですが、防ぼう御ぎよだけは……。常に、黒龍公やカイズ猊下と一緒にいてください。モルドレッドの剣や、十二賢人ドーゼ・ドルイドの第一聖席のそばなら、少し感覚が鈍にぶくなるはず……だ、です』

　なんとか励まそうとしてくれるキリヤに頷きつつ、フェルはうなだれる。

（そう。……難が、去ったんじゃなかったんだ）

　──それは、妖精王の手に再び落ちる危険があるだけではない。

『脅おどかすようですが、花嫁さま。これからは、いつでも妖精王はあなたを捕とらえることができるようになった、と考えていだたいたほうが、いいです……』

　一度でも瞳を使えば、確実に。そうではなくとも、自ら駆く使ししてきた力に冒されて、じわじわと底なし沼に沈むように。

『このままでは、そのうちに必ず……あちら側に、無理やり連れ去られる』

　頭の芯しんが冷えるとともに、ぞっと背筋が凍こおり、フェルは言葉を失った。

「……案じるな。そんなことはさせない」

　肩に手を添え、クロウが強く言ってくれる。

「そうよ！　アタシだってついてるわ。それにここには、第一聖席のカイズ猊下はもちろん、聖職者がたくさんいる。めったなことはさせないわよ」

「……はい」

　ガウェインも励ましてくれるが、硬い面おも持もちのまま、フェルは頷いた。

　なぜなら、心配しているのは、自分の身ではない。

（わたしの力、使えないってことは……）

　この瞳は唯一、ありとあらゆる呪毒に効果を発はつ揮きする対抗手段。つまり、何か今後呪毒で騒ぎが起きた時、自分たちには打つ手がないということだ。

　そんなこと、口が裂さけても言えなかった。
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　時の流れを忘れ、戻るべき肉体もなく、現うつつから隔かく離りされた空間で。ただ、光の格こう子し越しに視界を埋うめ尽くす闇やみと星ほし屑くずの海を眺め、彼はそっと目を伏せた。

（ユアン。ヨミ、ジルフォード兄上……無事で、いるかな）

　別れの言葉もないまま、二度と会えなくなった親しい兄弟きようだいたちの顔を思い浮かべる。

　本当は、最さい期ごにひと目でもと願っていた。特に、末まつ弟ていのヨミは、今後も自分の存在に囚とらわれてしまわないか心配でならない。そして。

（クロウ、兄上は……）

　何度目になるか分からない堂どう々どう巡めぐりの思考を打ち切り、瞑めい目もくする。

　──〝見、つ、けたぁ。パール。逃げないで、遊ぼうよ〟

　化け物の王に、このあわいの牢ろう獄ごくに囚われた時には、これで終わりかと思っていたが、不思議な居い心地ごこちのよさがある。片かた膝ひざを抱かかえて座り込み、果てない闇を仰あおいだ。透とう明めいな結晶で築かれた檻おりは、遙はるか上空で鳥とり籠かごのように閉じている。

「や。見つけた時は暴れてくれたのに、どうしたのさ？　すっかりしょげちゃって」

　ふと声がして視線を上げると、そこには、鏡を覗のぞき込むように同じ顔がもうひとつ。

「妖よう精せい王おう……おれの口調とか姿真ま似ねるの、やめてほしいんだけど。気色悪い」

「あはっ。今はおれがきみ、きみがおれなんだ、けちけちしないでよ。第一、おれ自身は本来の声も姿も定まってないし、こうでもしないと話せないよ」

　編んだ亜あ麻ま色いろの髪、明るい海の瞳ひとみをなぞりながら、困ったように『それ』は微笑ほほえむ。

「ねえパール。きみの大事な大事なクルヴァッハが、もうすぐ戦場になるよ」

「！」

「紅こう龍りゆう師し団だん全軍に、反教会派貴族たちの兵も出させて……黒こく龍りゆう城じようを踏ふみ躙にじるんだ。終わったら次はユナイア。楽しみだなあ。どれだけたくさん血が流れるかなぁ」

「……本当に。狡こう猾かつだね、妖精王」

　吐き捨てるような評価に、同じ顔で『それ』は笑みを深めた。

（ユナイアから夕暮れの姫を、イルから暁あかつきの子供を得るだけじゃない。自分の作ったエルラントとユナイアの関係を利用して……両国の禍か根こんを断たずにおけば）

　小こ競ぜり合い程度ならいつでも起こせる。妖精たちの大好きな悲ひ哀あい、憎ぞう悪お、怨えん嗟さというご馳ち走そうがいくらでも手に入る。

　そうして負の要素を喰くらい、ゆっくりと力を溜め込み続け。いずれ流れた血に根差した禍わざわいが、あわいの地に紅あかい花を咲かせる時を、じっと待つ。

（自分では手を汚さずに、着実に。こいつはずっと人間の争いを〝演出〟してきたんだ）

　そして、その大願はもうすぐ成じよう就じゆする。

「楽しいお遊びになりそうだな。大きな戦いくさでたくさん死ねば、それだけ犠ぎ牲せいの骸むくろと絶望が溢れる。おれはここで、じっと待っているだけで、勝手に愚おろかな人間たちが力を与えてくれるんだ」

「……大きな戦に、なったら……ね。でも、それはどうかな？」

　彼は、強しいて挑戦的に言い放った。

　たしかに、成なし遂とげられるはずだった。たとえばそう、一年前の戦争でユナイアを滅ぼしておけば、力も十分に蓄たくわえられていたはず。だが、黒龍公が途中で追つい撃げきを緩ゆるめ、和解に持ち込んだことで、得られるはずだった食事は半はん端ぱなままで終わってしまった。

「悪いけど、きみの思い通りにはいかないと思うよ。戦場になるっていう確信じゃなくて、なってほしいって願望なんだろ？　おれはきみだ。だから分かる。あわいの扉をこじ開けるには、実はまだ、力が足りてないよね」

「……黙れ」

「本当は、お遊びじゃない。この戦、大きくなってくれなきゃ困るんだろ？　それに……夕暮れの姫も、手に入れなくちゃいけないんだろ？　そうでなきゃ、きみは──」

「生なま意い気き言うね、道具ごときが」

　声が不快げに低められると同時に、突とつ如じよとして足元から黒い影がせり上がり、彼の身体からだを軋きしむほど締め上げる。

「そうだね。きみの魂たましいも死し骸がいも必要だけれど、心だけは要いらないし。使い道があるから残してるけど、もう消しちゃおうか？　それとも、それが目的？」

（っ……！）

　唇くちびるを嚙かみ、呻うめき声を必死に耐えていると、『それ』はすぐ飽あきたように彼を放り出した。

「あーあ。おれが狡猾なら。きみは気高いね。フレアメルの末まつ裔えい」

　無言で睨にらむ彼をしげしげと眺ながめ、興味深そうに、同じ顔の化け物は目を細めた。

「あ、皮ひ肉にくじゃないよ？　死ぬ時もさ……毒で命を削られながら、兄に手を出すなとおれに詰め寄るなんてなかなかできないよ。自じ己こ犠ぎ牲せいって、あちら側にはない概がい念ねんなんだ」

　この身から分けて創つくった狼おおかみや蝶ちようも、『こちら側』に放った途と端たん、やがて同じ行動を取り自分に盾たて突ついた、と。『それ』は、上じよう機き嫌げんで続ける。

「面おも白しろいなあ。教えてよ、パール。どうして、身を挺ていして誰かを守ろうなんて思えるの？……その結果、こうして死してなお牢に繫がれるのは、どんな心地？」

　揶や揄ゆにしか聞こえないその台詞に、彼は、かすかな違和を感じ取った。

「興味深い。分からないことが、愉しい。もっと、知りたい……パール。きみは、きみのいた世界はとても素晴らしいよ」

　小さな子供が、好奇心のまま手を伸ばすような──まるで、無む邪じや気きな憧あこがれに似た響き。だからこそ、あえて冷ややかに一いち瞥べつしてやる。

「妖精の王。きみはひとつ勘かん違ちがいをしているよ」

　天まで届く格子と、深い闇。まだ、恐ろしく見えるだけ親切だ。もっと残ざん酷こくなのは、居心地がよい檻、優しい鎖くさりと枷かせ、穏やかな呪じゆ縛ばく。そしてそれは、死後なお解とけない。

　──〝パール。お前さえ健すこやかであれば、俺は〟

（……おれは。妖精王に取り込まれる間ま際ぎわ、クロウ兄上の身代わりになろうとだけ、願ったんじゃない。本当は、この呪いを、解いてほしいって）

「おれは……牢獄暮らしは、慣れてるから」


「？」

　解げせない様子の化け物の王に向かい、彼は精いっぱいの虚きよ勢せいを張ってせせら嗤わらった。

（もう、終わらせないと）

　目を眇すがめる化け物の王から視線を逸そらし、閉じた瞼まぶたの裏に、思い描く姿がある。夕暮れ色を身に宿す少女だ。死後初めて見まみえた、それまで兄の話でしか知らなかった隣国の姫君。

（シレイネ姫。……きみと、ちゃんと話してみたかったな）

　彼女なら、あるいは。この呪いを解く鍵かぎを、持っているかもしれないから。
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　手で庇ひさしを作りながら、城じよう壁へきの上から雲の多い蒼そう穹きゆうを仰あおぎ、クロウは目を細めた。

　開戦に向けて、おのずと城主自ら屋外で指し揮きを執とる時間が増えてくる。周到な準備に、今のところ不具はないのだが。

（しかし、普段は執しつ務む室しつにばかりいるから、こんなに出ずっぱりというのは妙な気分だな……）

　その感想を、「あ！　捜しましたよぅ我わが君きみ」とさりげなく傍かたわらに寄ってきた家か令れいに言ってみたところ、「さっすが天下の黒こく龍りゆう公こう、年ねん季きの入った引きこもり様は目のつけどころが一味違いますねぇ！　ヒュー」と、お前は誰だと言いたくなる囃はやしたてを頂いただいた。どうせかわすだろうから、突っ込みは羽根ペン代わりに適当な短たん刀とうを投げておく。

「うぶぁあっぶな!?　ちょ、今のまじ死ぬやつなんでご勘かん弁べんをですね……！」

「うるさい。報告があったんじゃないのか」

「はい、そうそう、そうです我が君。嫌いやなお知らせといいお知らせ、どっちから聞きます？」

「悪いほうから頼む。というか答えが分かっているのにわざわざ訊きくということは、嫌なほうは余程の内容ということで合っているか」

　早急に対処すべき悪い報せは、当然優先される。万事心得たこの家令の態度は、つまりそういうことだ。

「大正解でございます。──リグレイン妃ひが消えました」

「は？」

　嫌なほうの中身が予想外にすぎて、しばしクロウは呆ぼう然ぜんとした。

「……母上が？　いつ」

「数日前みたいです。皇こう宮ぐうに潜ひそませている密みつ偵ていから報告がありまして。見張りはみんな、目立った外がい傷しようもなく眠り込んでいたらしいですねぇ。起こしてもしばらく腑ふ抜ぬけたままだったとか」

　怪あやしげな術──獣を怪物に変える呪じゆ毒どく『隠れずの月』を用もちいた件と、初代皇帝の剣を盗ぬすみ出した咎とがとで、ウーベルの第だい三さん妃ひリグレイン＝フレアメルが皇宮本棟の一室に幽ゆう閉へいされたのは、春分節オースターラの始めの頃だ。

　そこから、夢の中にこそ現れはしたが、すっかり聞かなくなっていた実母の動向に、クロウは顔をしかめる。

（あの父上が母上を粗そ略りやくに扱うわけがないから、内実は豪ごう奢しやな軟なん禁きん生活で、寵ちよう愛あいぶりが有名なだけに監視も甘かったんだろう。大方呪毒でも使って逃げたんだろうが、なんだってこんな時に……何が目的だ？）

「……今彼女は、どこに」

「行方ゆくえ知れずです。煙けむりのように消えちゃいましてね。秘ひ密みつ裏りに捜索してはいるようですが、なにせあっちはあっちで非常時ですもんねえ」

　夕ゆう輝き晶しよう以外の貴き石せきも一緒になくなっていたので、おそらく市し井せいに身を隠しているのだろう、とケイは締めくくった。

「気持ち悪いですけど、まあ、そっちに割さく人手がないのが現実でして……商う会ちも情報網を駆く使しして、こっそり探らせてますけど、目ぼしい成果はないですねぇ」

「……構わん。以前のように寵ちよう妃きの立場で暴れるならさておき、今は手を組んでいたオーゼン師もいないし、女性一人だ。呪毒のおまけは厄やつ介かいだが、父上に協力するとも思えない。それで、いい報せのほうは？」

　腹の内側をまさぐるものを無視して、クロウは話を変えた。

「そっちは簡単です。──例の作戦、各地の備えはすべて遅ち滞たいなく、とだけ」

「分かった。ご苦労」

　用はそれまでと見て、城壁の階段を下りようとしていたクロウは、ふと耳に届いた馬の嘶いななきに足を止めた。

「……聞こえたか、今の」

「壁の外でしたね」

　確かめる間もなく、見張りの黒龍兵が駆け寄ってくる。

「殿でん下か！　サリタ様！　ご報告です。このすぐ下ですが、急に怪あやしげな者がやってきて殿下に取り次げと……すぐに気を失ってしまったのですが、如何いかがいたしましょう」

「怪しげな者？」

「怪しげと申し上げてよいものか……よほど長旅をしてきたのか、風ふう体ていがあまりに……ただ、殿下にこれをと……」

　兵がためらいがちに差し出したのは、とある徽き章しようを刻んだブローチだった。

　長槍を銜くわえる黄おう龍りゆう。誰の紋もんなのかなど、言うまでもない。

　息を吞のみ、おのおの、矢や狭はざ間まに駆け寄る。

　──高さがあるので距離は遠いが、クロウもケイも同時に言葉を失った。見間違いようもない。

「あれは……」
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「フェル。調子はどう？　あんた、やっぱり部屋で休んでたほうがよかったんじゃない」

「……ありがとラナ。だいぶましになったよ。せっかくだから、ちょっと歩いときたい」

　ラナと二人で黒龍城の庭園を散さん策さくしていたフェルは、心配そうな友人の声にかぶりを振った。

　盛りの薔ば薇らに、春が少しずつ終わりに向かっていると実感する。

　約束のワルプルギスまで、もう、半月もない。

（つまり離婚の時間切れが本気で近づいてまいりました！　ただいまお仕事絶賛難航中です、いやいや今それどころじゃないけどやっぱりね!?）

　恐ろしく主題から遠のいているのでたまに忘れかけるが、まだ業務は完了していないのだ。

　彼ときれいさっぱり気持ちよく別れるためには、目の前にある問題を解決しなければならない。今が正しよう念ねん場ばといえた。

　しかし、その肝かん心じんの大一番で、フェルは最近めっきり不調に陥おちいっている。

（健康優ゆう良りよう児じで今まで通してきたのに。なんでここにきて体調悪くなっちゃうわけ？）

　視界が入れ替わりかけるのを堪こらえると、今度はひどい吐き気や頭痛が襲おそってくるのだ。

　モルドレッドの剣を持つクロウや、聖職者中最も高貴なカイズの近くにいればまだましになるのだが、「これじゃ正体がすっきりバレきったあとに、意味もなく病弱設定を本気でこなしてるみたいじゃないか……」と頭を抱かかえている。今さらすぎる。

「まだあんまり無茶しないほうがいいわよ」

「こんな時に、のんきに倒れてられないよ」

「まあ、気持ちは分かるけど……そうだ。殿下はまだ、ケイさまの鳩はとを使って各地にお手紙送ってるの？」

「うん。『皇宮にいるあいだにすませてきた仕込み』を使うんだって。ジルフォード殿下とユアン殿下も含めて、みんないろいろごそごそしてる」

「仕込み？　なんのこと」

「……うーん？」

　実は、『妖精王との共鳴』の件が気になって、作戦の詳細は話してくれるなと、自分から待ったをかけている。

（だって、わたしの頭って今、穴あき水袋状態なんでしょ？　知ることは知られること、とか前に聞いたし……ま、まさかとは思いたいけど……）

「ねえ。それより、昨日殿下のところにお茶を出しに行ったら、『お前には、妻がずいぶん世話になっている』って改まって言われちゃったんだけど、あんたたち何かあった？」

「えーっと、身代わりだけじゃなくて、召めし使つかいの変へん装そうのことまでばれてた……的な？」

　ぽりぽり頰ほおを搔かくと、ラナはあんぐり口を開けている。

「噓!?　い……いつから!?」

「なんか、立冬サウインちょっとすぎたくらいとか」

「ほぼ最初からじゃないの!!」

「うっ」

　力いっぱい突っ込まれ、フェルはがっくり肩を落とした。

「そうなんだよね……人間不信になりそう……」

　深くため息をつき、フェルは額を押さえた。知らぬ存ぜぬのお芝しば居い、うますぎだろう。なんなんだあの人。

（そういえば、いつだったか夜の聖堂で一緒に星を見た時、『そういう悪口は本人の前で言ってやるなよ？　傷つくかもしれないからな』とかしれっとのたまってたけど、あれ、どーいう心しん境きようだったんだろう……ほんのり尋ねてみたいけど壮そう絶ぜつに知りたくない）

　うつろな目をするフェルに、ラナは身を乗り出してくる。

「そ、それで殿下はどういうおつもりだったの!?」

「そこはまだ聞いてない」

「ええっ!?　最初に訊きなさいよねそういう大事なことは！　だって。……身分違いだとか、鳥の手て羽ば先さきを食べるたびに骨を持ち出して煮出してスープにしようと目もく論ろむド吝嗇家ケチなんだとか、まるっとすべてご存じだったんでしょ」

「う、うん。よく覚えてるなあラナ」

「あとは『旦那さまが、大事な会議中に急きゆう激げきかつ猛もう烈れつに小用に行きたくなって、でも臣しん下かの手前涼すずしい顔を装よそおわざるを得ず内うち股またで悶もん絶ぜつしますように』ってあのかたの性格まで加味した陰いん険けんな呪いをかけ続けていたこととか、その割に途中で『あ、でも、我慢は身体からだ壊さない程度で……』とか弱気になってたのもご存じだったのかしら」

「改めて聞くと酷ひどいねわたし!?」

「改めなくても酷いわよ！」

「そのとおりでございます！」

　否定する要素がない。ラナの琥こ珀はく色いろの瞳をまっすぐ見られず、視線を胡う乱ろんにさまよわせながら、フェルは「ええと、まあ」と頷いた。

「たしかに、何考えてらっしゃるのか、気になるかならないかという二択でいえばならない訳じゃないんだけど」

「なんなのその歯の奥に物が挟まったような言い方。普通に知りたいでしょ」

「……だって、今はそれどころじゃないからさ」

　半はん眼がんになるラナに苦笑して、フェルはかぶりを振った。

（そう。もうすぐ皇帝陛下が攻めてくるっていう、こんな時に）

　フェルの心を読んだように、ラナが重々しく告げた。

「今朝、使用人をみんな集めて、クロヴィス殿下からお話があったわ。ウーベル陛下の勅ちよく命めいを無視するって」

　──叛ほん意いがないなら、黒龍公は、妻ともども皇宮に参ずべし、と。

　ウーベルからは、中央教会との癒ゆ着ちやくやユナイアへの内通などの罪ざい状じようで呼び出しを受けていた。クロウはそれを当然のように蹴けった。

　つまり、正面切ってエルラント皇帝に喧けん嘩かを売ったということ。

（まあ、どっちみち素直に皇宮に行けば今度こそ確実に死し刑けいですし。当然っちゃそうだけど。いよいよ言い逃のがれできないほど謀む反ほんそのものになってきたわけで！）

　謀反というか、反乱だ。

　間もなくここで、戦せん端たんが開かれる。ただし、敵はユナイアという外がい患かんではなく、骨こつ肉にくの争いだ。

「だーいぶ物々しくなってきたわよね。中央教会の吟遊詩人バルドとかユナイアからの増ぞう援えんやらも一緒に歩ほ哨しようを務つとめて、物資を運び入れて……あたし、こんなピリピリしたお城見るの初めて」

「前から要よう塞さい向きとは思ってたけどね」

　城壁は分厚く高く、外壁と内壁の二重構造だ。突とつ破ぱされてもまだ次がある。特に、外壁の返しは凶きよう悪あくで、這はい上のぼってくる侵しん入にゆう者しやを突き刺すように尖とがっている。

　おまけに、外に面した建物の屋根は、ほとんどが鉄板を叩いて滑なめらかな曲線に仕立て、火矢を射いかけられても投とう石せきを受けても防げる構造になっているときた。

「そういえば、侵入者めがけて上から熱ねつ湯とうかけられる仕掛けまであるって教えてくれたの、あんただっけ？　地下牢の穴も塞ふさいだし、今や籠ろう城じようするなら最強よねここ」

「なんていうか、城主の性格出てるよね……」

　のんきに周囲を見回すラナに、フェルは軽くため息をつき、向き直った。

「それよりいいの、ラナ。このお城、これ以上いると何が起きるか分からないよ」

「そうね。先日、殿下もお触ふれを出していたわ。暇を取りたい使用人がいたら申し出るように、って」

　ヴァゼタやグリフレイ領が疎そ開かい先になってくれる。また、ユナイアも避難民の一時受け入れを快かい諾だくしているのだという。

「それで、ラナは？　どうするの」

「もちろん残るわよ。当たり前じゃないの。あたしがいなくて、誰がこんなへろへろのあんたの面めん倒どう見るの」

　人差し指で、ぴん、とおでこを弾はじかれ、フェルは眼めをしばたたかせる。

「危ないよ。それに、国こつ境きよう沿いの村にいるご家族はどうするの」

「ユナイア入りするよう言ってるわ。……あの国とは一年前の戦争があるから、きっとみんな不安だとは思うけど……でも、できる限り安心してもらえるよう手紙を送った」

「ラナ……」

「なんてね。あたしだけかっこつけてるわけじゃないわ」

　苦笑して、ラナは遠くを見た。

　そう。結果は──ほぼ誰も、職を辞じすと言う者がいなかったのだ、という。

　たとえばフェルを案じたシレイネ姫がユナイアから来た折にも、妙な眠り病でばたばたと人が倒れた。何か、人智を超えた事態がじわじわと起こりつつある、ということは、薄うす々うす誰もが感じ取っていたとラナは言う。

　そこにきての『偽の領主』の一件だ。

　今、生せい還かんを果たした本物のあるじと、身を呈ていして留守を預ったその妻を囲むように、黒龍城には不思議な一体感が生まれている。

「どんなに信じ難がたくても、どんなに訳が分からなくても……あんたと殿下が、あたしたちのことを、命を懸かけて守ってくれてたんだってことは、分かるの。言われなくてもね」

　目をしばたたくフェルに、「ほかのみんなも同じだと思うわよ」とラナは肩を竦すくめた。

「何があっても、どうなっても後悔しないわ。それがあんたと、殿下のためになるなら」

「……不吉なこと言わないでよ」

　フェルは苦笑してたしなめた。

（本当。なんだか、戦争が起きるんだって実感が強くなってきた……）

　フェルは四阿あずまやから城の様子を見渡す。遠方への移動ができなかったキカラ市内の住民を受け入れ、今、黒龍城内はにわかに人がごった返していた。

　──〝お祭りだ。お祭りだ。戦なら、たくさん血が流れるね。たくさん、死ぬね〟

　──〝でも、苦しい、苦しい。聖詩篇くさい。ここは、とても聖詩篇くさい……〟

　さやかな囁ささやきに足元を見下ろすと、蒼あおい焰ほのおがぽつぽつと浮かび、四し散さんするところだった。

（あ。妖精……）

　ワルプルギスの夜が近いせいだろうか。聖職者だらけの城にあって、弱々しいながらもその存在はより鮮明に感じ取れるようになってきた。

　それ以前に、困ったことがもうひとつ。この作戦に関与できない最大の理由。耳の奥で、誰かの声がするのだ。

　──〝そう。もうすぐ、あわいとの扉が開く。そうすれば、古びた屍し肉にくを食はまずともいい。おいで、可か愛わいい同どう胞ほう、我が慢まんのきかない子たち……〟

　囁きは日を追うごとに、次第に大きくなり、ともすれば吞み込まれそうになる。

（ああ。もう、ひとの頭ん中でごちゃごちゃうるっさい……!!）

　出ていけ！　と。歯を食いしばり、フェルは強く念じた。

（妖精王だか誰だか知らないけど、おなかが空すいたならそんな物ぶつ騒そうなもんじゃなくて野菜くずでも食べてれば!?　油でパリッと揚あげて塩を振ったら実際なかなかイケますし！）

　こちとら飢うえならお任せあれよ、貧乏ド庶民舐なめんな！　と、必死に妙な声を追い払っていたフェルは、ラナの「フェル？」という不審そうな呼びかけにはっと我に返った。

「うわっごめん何かな!?」

「どうかした？　もうじきジルフォードさまもユアンさまも領に帰ってしまわれるはずだから、ちょっと寂さびしくなるよね……って話したんだけど、聞いてる？」

　ぼんやり物思いに耽ふけっていたフェルは、ラナの台詞せりふで現実に引き戻される。

「まあね、ジルフォード殿下の露ろ出しゆつ狂きようっぷりは、場を明るくするというか強制的に騒がしくする効果はあったからねえ……」

　フェルはラナと顔を見合わせて笑う。

　その時、くい、と軽く後ろから袖そでを引かれ、フェルはぱっと振り向いた。

「ちょっと？　フェルディアちゃんにラナちゃん。いいかしらん」

「ガウェイン先生！　どうしたんですか？」

　そこに立っていたのは、ガウェインだ。珍しく、彼は少し戸と惑まどうような表情をしていた。

「フェルディアちゃんを、クロウの奴が呼んでるわよ。むしろ、……妙なお客さんが来たから手伝ってほしいというか」

「妙な客？」

（──って、誰？）

　首を傾げつつ、フェルはガウェインに従った。
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　馬が疲れているな、というのが前庭に着いての第一印象だった。

　乗りつぶす勢いで走らせたのだろう。その黒くろ鹿か毛げはびっしょりと汗をかいており、今にも泡を吹きそうだ。馬小屋掃そう除じの日ひ雇やといでも、ここまでのありさまは見たことがない。

（乗り手は……）

　目の前の人だかりは、フェルが来たとたんぱっと割れる。

　その中心で黒衣の人物が膝ひざをついているのが見えて、フェルは思わず駆け寄った。

「旦那さま！」

「シレイネか」

　人前ではまだ偽ぎ名めいで通すと取り決めている。振り向いたクロウは、地面に倒れた誰かを介かい抱ほうしていたようだった。

（みんないる）

　その『誰か』を抱き起こしているのはユアンで、周囲には、ジルフォードやガウェイン、カイズの姿まである。

「あなたがお呼びと聞いて。いったい何が……って、ヨミさま!?」

　地べたに四し肢しを投げ出し、気を失っている人物。

　漆しつ黒こくの髪と細く小柄な身体。瞳は堅かたく閉じられているが、開けば不思議な遊ゆう色しよくのある黒こく青せいが覗のぞくはずだ。屈かがんだユアンの右腕に支えられ、時折咳せき込みながら荒い呼吸を繰り返す少年は──第五皇おう子じヨミ＝アグラヴェイン＝エルラントではないか。

　彼もまた汗だくで、馬とまったく同じ様子だ。彼が乗り手だったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「どうしてヨミさまがこんなところに……いえ、それよりもお水を！」

「大丈夫だ。もう飲ませた。城壁近くで倒れていたのをさっき保護したんだ」

「まさかの行き倒れ!?」

　人にん魚ぎよの川流れならぬ皇子の行き倒れ。しかし馬に乗っていたのだから、この場合なんと表現するのだろうか。乗り倒れか。混乱しておろおろするフェルに、クロウが軽く苦笑する。

「命に別状はないようだから安心していい。……ケイ、侍じ医いを。それと、呼吸が落ち着いたら貴き賓ひん室しつに運べ」

　家令に指示を出す彼の手首を、震える手でヨミが摑つかんだ。

「ま、……待ってください、クロウ兄上……」

「ヨミ？」

　掠かすれ声で呼び止める異母弟おとうとに、クロウは眉まゆをひそめる。

「何があったんだ。お前は皇宮にいたはずじゃないのか」

　疑問に対して、ヨミは答えられずしばらく呼吸を整えていたが、やがて大きく息をついて頷いた。

「そのはずだったのですが。父上の刺し客かくから、逃げてきたのです。正確には、間かん一いつ髪ぱつで気がついたってところなのですが。ぼくは、ちょっと事情を知りすぎたので」

　捕つかまれば確実に消される。その前に夜や陰いんに紛まぎれて皇宮を脱出したとヨミは語った。

「事情を知りすぎた……パールが消された理由もひとつはそうだったらしいな。お前、よく無事で」

　異母弟の身を案じるクロウに、「ぼくのことはどうでもよくて」とヨミは身を起こした。

「ぼくは、あなたに訊いてみたいことがあって」

「……？」

「兄上なら分かりませんか。パール兄上の意識が、まだ、妖精王の中に、残っているかどうかを」

「ヨミお前、なんでそんなこと言いだすんだよ!?」

　虚きよを突かれるクロウに代わり、思わずと言った風に叫んだのはユアンだ。

　困惑して顔を見合わせるフェルとクロウの前に、ヨミは身を乗り出す。

　やがて彼が告つげたのは、思いもかけない──だが、皆が切望していた情報だ。




「見つけたんです。妖精王に取り込まれたパール兄上のこと、生き返らせることはできなくても……魂たましいは救えるかもしれない。その方法、を」
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「どういうことだ、ヨミ」

　場所を貴賓室に移し、ヨミを寝台に運び込んでひととおり診察を受けさせたあと、急せいたように問い質ただすクロウに、ヨミは大きく息を吐き出した。

「ぼくは、しばらく中央教会に匿かくまってもらっていました。ユアン兄上を介した、カイズ猊げい下かの計らいで。そこで、第一聖席の七なな光ひかりを乱用して、『禁きん書しよ庫こに入れてくれないなら、死んじゃいますよ』と泣き喚わめいてネッチネチ駄だ々だこねた結果、面めん倒どうくさくなった書庫番が折れて、かなりの数の禁書や秘ひ録ろくを読み散らすことに成功しまして。あ、これ内ない緒しよでした」

「……エルラントの皇子はしょうもないのばかりだな……」

　寝台の端に腰かけたヨミはけろりとしたものだ。珍しいことに、深いため息をついて、カイズが人差し指で眉み間けんの皺しわをほぐしている。彼らしからぬ砕くだけたぼやきに、クロウとジルフォードは聞かぬ顔をしたが、ユアンだけは悲痛に「ちょっ、オレまでまとめないでください!?」と抗こう議ぎする。

「いえ、そんな裏話は関係ないんです。本題を……聖詩篇の三大要素って知ってますか。クロウ兄上」

「ああ。前にユアンから聞いたが……」

　そこは基き礎そ知識なので、フェルもよく知っている。

「増大と減少と知識。そのうち『知識』だけは、善ぜん悪あくでも白黒でもない、中間を表すと」

「そうです。あわいの言葉なのです」

　こっくり頷うなずくと、ヨミはまくしたてるように続けた。

「妖精を祓はらう聖詩篇の中でも『知識』は特別で、妖精に近づき、宥なだめすかして丸め込む句なんです。あわいの力、『あちら側』の性質を強く持つ。その中心となる三大詩トリスケリオンを手がかりにすれば、『パール兄上』を妖精王から引き離せる、かも……しれないんです」

「かもしれない？」

　急に自信を失うしなった声に、フェルは首を傾げる。

「前例があるわけじゃないですから。成功するには必要な呪じゆ具ぐもあるし」

「呪具、ですか？」

　いわく。『何か、生前の彼をしのぶよすが』『何か、死後の彼を示すよすが』『何か、この世と彼を繫つなぐ生きた証あかし』の三つが刻まれたもの。

「そちらには、心当たりがあるのですが」

　心当たり、というヨミの言葉に、フェルはぴんときた。

　彼自身が記した『生前をしのぶもの』であり、命を落とす直前まで所持していた『その死後を示すもの』といえば。

「パーシヴァル殿下の日記帳!?」

「はい」

　フェルの声に、ヨミは頷く。

「あとは、生きた証……たとえば血けつ縁えんであるクロウ兄上の血なりを垂らせば三つ目の条件は果たされる」

「……怪け我がの功こう名みようというか。幸いといっていいのかは分からないが、それならおあつらえ向きに、もう血みどろになっている」

「ち、血みどろ!?」

　聞けば、クロウは決けつ起きに際さいし、弟の日記帳を身に付けていたのだという。フェルがおそるおそる見せてほしいと申し出たところ、当の出血要員には「ヨミが気き絶ぜつしかねないからあとでな」と断られた。どんな状態だ。

「今、妖精王は、パール兄上を器にしています。兄上の魂と身体に深く巣す喰くったあいつを祓うことは、……残念ですが……もう無理なんでしょう。でも、逆に……妖精王の中からパール兄上の心だけを祓う──それなら、条件を満たした呪具をよりしろとすれば叶うはずです」

『知識』の聖詩篇の詠唱で妖精王を誘おびき寄せ、遊ばせ、求め、訴うつたえ──そして切り離す。

　さらにヨミは続ける。

「父上が、パール兄上の痕こん跡せきを徹底的に消し去ったのは、横おう死しという不ふ祥しよう事じを隠したかっただけじゃない。これから宿る器に万が一にも瑕か疵しのないよう、妖精王が裏で画かく策さくしたに違いないんです。現実に、……その日記帳が、これからあいつに不都合をもたらすことになるわけですから」

（ずいぶん乱らん暴ぼうな原理だけど。というか心だけってそんな、お手軽にかぱっと取り外せるもんなのかって話はさておいて。えっ！　てことは、いけるんじゃない？　もし本当にできるんなら、ひょっとしなくてもパーシヴァルさま救えちゃうんじゃない!?）

　すごい。とんとん拍びよう子しだ。フェルは顔を輝かせた。

（やっぱり希望捨てなくてよかったぁ！　待てば海路の日ひ和よりありだね！　わたしのほうは妖精王にアタマ乗っ取られかけてるけど、そのへんもなんかどうにかなっちゃうんじゃない!?）

　持つべきものは多少図太くてかなり頭のいい義弟おとうとと、健全な前向き思考だね！　と、フェルはわくわくと期待に胸を高鳴らせる。いやそれ、我ながら調子がよすぎでしょうと突っ込みつつ、やはり気分は明るい。

「で、……その方法で、パールはどうにかなるんだな？　ヨミ」

「はい！　呪毒を意志の力で打ち破るように、パール兄上自身の、妖精王の支配から逃げたいって強い願いが必要ですけど……。でも、なんとか……なります。してみせましょう」

　表情は静かだが、フェル以上に喜んでいるであろうクロウに、やはりヨミも嬉しそうだ。




「あとはシレイネ姫、あなたの『妖精王の祝福』の力を借りれば!!」




　──その瞬間、一気に場が凍こおった。

　一いつ斉せいに表情を吹き飛ばして完全な氷の彫ちよう像ぞうと化した周囲に気づかず、勢い込んでヨミは続ける。

「『知識』の三大詩トリスケリオンの詠うたい手てには、『夕暮れの子』のあなたが最適です。妖精王の力と、いちばん親しん和わ性せいが高いから。あなたの吟ぎん唱しようがあれば、きっと」

　──パールを救えるかもしれない。

　期待を込めたまなざしを向けられ、フェルはごくりと唾つばを吞む。

（どう、しよう）

「え、あ、いやそれなんだけどヨミ殿下……たいへん申し上げにくいことながら……」

　パールからいちばん距離が遠い分、いち早く立ち直ったガウェインが、おそるおそる彼を止めようと手を挙げた瞬間。




「……断る」




　遮さえぎったのはクロウだった。ガウェインに言わせるのではなく、自みずからはっきり拒きよ絶ぜつを示すクロウに、フェルはぎょっとする。

「だ、旦那さま!?」

「クロウ兄上、どうして。……あなたは、パール兄上を見捨てるんですか」

　声を低める異母弟から、片腕でフェルを庇うように背に押しやり、クロウは「……違う」と低く告げる。

「もちろん助けたい。せめて、安らかな眠りを……そのためには……当然なんだってする。だが、……妻を協力させることだけはできない」

「なぜ！」

（それは……）

　──妖精王に連なる、祝福の力が使えないから。

「瞳をこれ以上使えば、彼女は妖精王と同化し、取り込まれてしまう可能性が高いんだ。そうすれば、危険に曝さらされるのは彼女だけじゃすまない」

　努つとめて静かに、クロウが弟に事情を話す。ヨミの表情がみるみるうちに曇くもっていくのを、フェルは唇くちびるを嚙かんで見守るしかなかった。

　すべてを聞いたあと、ヨミは黙りこくってしばらく俯うつむいた。

「……そういうことなら、仕方ない、ですね……」

「……だが俺は、諦あきらめる気はない。パール自身の強い意志が重要になると、さっきお前も言ったはず。あいつの意識が真に願っていることをどうにか摑んで、日記や剣も使えば、まだ別に救う手立てが……」

　見えかけた希望を退しりぞける苦く渋じゆうの決断だとは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。眉根を寄せて「すまない」と告げ、クロウは弟の肩に手をかける。その手を、彼は勢いよく払い落とした。

「別って、どんな」

　震える声は、怯おびえではない。押し殺しきれない怒りからなのだろう。「だってそれって、つまり『それどころじゃない』ってことなんでしょう？」とヨミは吐き捨てる。

「なるほど。亡くなったパール兄上の魂を救ったって、戦況がよくなるわけでもなければ、妖精王を倒せるわけでもない。現状の打開にはなんにも繫がりませんもんね」

「お、おいヨミ!?　いきなり何言うんだよ！　お前は来たばっかりだから実感わかないかもだけど、シレイネは本当に危険なんだ。クロウ兄貴の判断は正しい。だから……」

「……ユアン。いいんだ。ヨミの怒りはもっともだ」

　たまりかねたユアンが末まつ弟ていの肩を抱くように押しとどめたが、クロウは首を振った。その様子にますます腹が立ったのか、なおもヨミは吠える。

「もっともだ、なんて知った風に。第一、諦める気はないだって？　何を勝手に吹っ切ってるんですか！　クロウ兄上、よりによってあなたが！　それなら……どうして、三年前に……パール兄上が死ぬ前に、そうしてくれなかったんですか!?」
















　誰も、何も言うことができない。ただ緊張が、ぴりぴりと肌を刺す。

「『クロウ兄上は与える人だ』って笑ったパール兄上は、どこか寂しそうだったんです。ユアン兄上だって、見たでしょう！」

　黒青の双そう眸ぼうが宿す強い光に、顔をしかめてユアンが一瞬言葉に詰まる。彼にも、心当たりがあるようだった。その反応に、クロウがわずかに息を吞む。

「ぼくは思うんです。あなたは、ぜんぜん何も理解なんかしてなかった。クロウ兄上がちゃんと向き合ってくれてたら。あの人は、死ななかったんじゃないかっ……」

　震える手を伸ばし、彼は拳を握って俯くクロウのクラヴァットを摑んで引き寄せた。

「断言できますか、クロウ兄上」

　大切な妻を危険に曝せない。そこに、『所しよ詮せんすでに死せる者のために』という醒さめた理性はないのか。真剣に、同母弟を慮おもんぱかっているのかと。

「結局クロウ兄上は独りよがりだ。ひょっとしたら、あなたに従って最さい辺へん境きようのクルヴァッハに行ったことだって、パール兄上には苦痛でしかなかったかもしれない！」

「あのなあヨミ！　いい加減にしやがれ！　パールは南東部総そう督とく職しよくをちゃんと気に入ってたし、クロウ兄貴のせいで死んだわけでもない！　お前、いろいろごっちゃごちゃになってる。第一、そうやって兄貴を一方的に殴なぐりつけて、あいつが喜ぶとでも思ってんのか!?」

　たしかにヨミの主張は支し離り滅めつ裂れつだ。しかし、リグレインの呪じゆ詛そとは違い、悪意のない純粋な叫びだった。いよいよ声を荒らげて叱りつけるユアンに、ヨミは唇を嚙んで俯く。

「……すみ、ません。言いすぎました」

「いや。……構わない」

　呟いたその声に、フェルは夫の顔を見た。彼は、まるで鈍どん器きで後ろ頭を殴られたような顔をしている。自分の受けた衝撃の重みを、自分でも把は握あくできていない。そんな目だ。

（ど、どうしよう。ものすごく険けん悪あくに……どう言ったらいいの、この場は）

　何かこう、変顔をするなり『毛布、もう踏ふんだ？』と怖おぞ気けの立つ駄だ洒じや落れを言うなりで紛まぎれるものでもない。夫を励ますべきか気を逸らすべきか、フェルはうろたえる。

「ああ。思い出した。それに関しては私からも一つ」

　と、そこで唐とう突とつにぽんっと手を打ったのは、なんとカイズだ。「妖精とは直接関係がないから黙っていたが」と、彼は淡々と前置いた。

「在ありし日の弟君は、気がかりなことを言い残していった。正式な『問もん答どう』はしておらぬので、詳しい意図は分からぬが。たしか──」

（あっ。か、カイズ猊下？　ひょっとして、場を収めてくれるつもり……？）

　さすが第一聖席と感心したのも束の間。静かに投下された続きは、しかし。




「『兄の箱はこ庭にわは、逃げられない呪いのかかった檻なのだ』と」




　ヨミの糾きゆう弾だんより、よほど破壊力絶大な、問題発言だった。沈黙で空気が凍とう結けつする。

（……えーと……ぉ……）

　あ、先生の祭服、袖口がだいぶへたってるから繕つくろわないと。裏地に継ぎを当て直したほうがいいかな。──こういう時に限って、どうでもいい手仕事で現実逃とう避ひしたくなる。

「ふむ。あとは、日記に積年の思いの丈たけを縷る々る綴つづっているとも言っていた気がするが、そなたらが知らぬということは血で固まっていた頁ページだろうな。では、二度と読めぬか」

「猊下ぁちょっと黙りません!?」

　一拍置いて、何言うんだこの無神経聖せい職しよく者しや！　と言いはしないまでも目を剝むくフェルに対し、「そうか」とクロウの返答は静かだった。

　彼はヨミをケイに預け、ゆっくりと扉に向かう。その瞳には、なんの感情の色も見えない。それが逆に、怖い。

「旦那さま、あの……」

「……問題ない。気にするな。すぐ戻る」

　ぼそりと呟き、彼はフェルに背を向ける。足取りはしっかりしているが、重い。当たり前だ。証言者がカイズでは疑う余地もない。

（どうしよう）

　追いかけたいが、かける言葉が見つからない。おろおろしているうちに、クロウは部屋を出て行ってしまった。

「カイズ猊下。どうしてあんなことおっしゃったんですか！」

　後ろでカイズに嚙かみついているのはユアンだ。対して、カイズはいつもの奥の読めない無表情でそれを受けている。

「まあ、真実を告げたまでのことだ」

「だからってこんな時にですね！」

「──向き合ったほうがいい。向き合うなら早いほうがよかろう」

　唐とう突とつとも思えるその言葉は、深く重く。途端に、ユアンは酢すを飲んだような顔で黙る。

「このあとに来る大波を思えば、自らと語り合う機会は今設もうけたほうがよい。違うか」

　その言葉は、ヨミにも向けられているようだった。彼はカイズの視線を受け、びくりと身体を震わせると、何か呟いた。フェルの聞き違いでなければ、おそらくは謝罪の言葉を。

「でも、だからって……！　わたし、ちょっと旦那さま追いかけてきま……」

「フェルディアちゃん、待って」

　居ても立ってもいられないフェルの肩をぽんと叩いたのは、一連を黙って見ていたガウェインだった。後ろで、ジルフォードも「やれやれ」と肩を竦すくめている。

「先生？」

「そっとしといてやってほしいかもしれないわん。……たぶんね。あの馬ば鹿かの馬鹿っぷりには身に覚えがあるのよぅ。アタシも昔、似たような感じで悩んだことがあったのよねえ」

　自分が、自分こそが守らなければ──と躍やつ起きになって、周りの声が聞こえなくなったことがあった、と。ガウェインは苦笑した。

「アタシは、たしなめてくれる奴が身近にいたもんで克こく服ふくできたんだけど。たぶんクロウの場合、そうなる前に守るべき相手を失っちゃったもんだから」

　彼はそのまま、抜け出せずに同じ迷いの中に留とどまり続けている。

「あなたがそばに行ったら、きっとあいつは『大丈夫』と見栄を張ると思うわよ。で、自己暗示も一緒にかけるから、また同じところから動けない」

「それじゃ、どうしたら」

「そうだね。私が話してこようじゃあないか」

　引き継いだのはジルフォードだ。

「嫁。もう少ししたら連れてくるから、撫で回すなり咽の喉どをゴロゴロするなり、せいぜい愚弟を甘やかしてやっておくれ」

「甘やかし方がおかしい気がしますけど、……じゃなくて。はい？」

「ここは少し、お兄様に任せておいてほしいのだよ」

　──兄弟なりに話してやりたいこともあってね。

　軽く片目を瞑つむり、ジルフォードは飄ひよう々ひようと宣言した。

「きみの『夫』を借りるよ」

（じ、ジルフォードさまが？　だ、大丈夫かなあ）

　とはいえ、他に適任がいないのも事実で。

　軽く請け合う仮の義あ兄にに、フェルは不安になりつつも頷くしかない。

「ええと……それでは、お願いいたします」

「合がつ点てん承しよう知ちだ義妹いもうとよ。代わりと言っちゃあなんだが、この場は嫁に任せてよいかね？」

「！　……はい」

　その言葉を最後に部屋を辞すジルフォードを、フェルは神妙な顔で見送った。




　ぱたん、と扉が閉まる。遠ざかる足音を聞きながら、フェルは残った面子メンツを見回した。

　ジルフォードに続き、「……ここから先、私は余よ所そ者ものであろうな」とカイズも出てしまった。フェルの他はヨミとユアン、ケイしかいない貴賓室は、しんと静まり返っている。

（さてと。任されたはいいけど、ど、どうしようかなあ……）

　救いを求めてケイを見つめると、にっこり微笑んで全力で壁のふりをされた。隙すき間ま愛あい好こう者しやの悪あく癖へきがいきなり発動したわけでもあるまいに、絶対にわざとだ。この野や郎ろう。

「……ごめんな、シレイネ」

　やがて、口火を切ったのはユアンだ。彼は、唇を嚙んで俯く異母弟の肩を抱き、代わりのように頭を下げた。

「驚かせちまって。けど、こいつのこと、悪く思わないでやってほしいんだ。決してあんたを危険に曝したり、クロウ兄貴のこと傷つけたいわけじゃないはずだから」

「は、はい。いいえ、そんな、わ、わたくしはまったく……？」

　うまい返しが見つからない。それきり、再び沈黙が訪れた。本当に気まずい。

「あとさ……もう一個、ごめん。こんなこと、言うべきじゃないって分かってるんだけど」

　しばらく逡しゆん巡じゆんするように視線を落としていたユアンは、ぽつぽつと告白した。

「正直なところ、オレも気持ちは似たようなもんでさ……パールのこと助けてやりたい。オレたち兄弟って、上三人はあんな腹はら芸げい地じ獄ごくだけど、こっち下三人はすっげえ仲良くて」

「……はい。そう、なのでしょうね」

　それは、彼らを見ていたら分かる。「上三人は腹芸地獄」発言への同意も兼ねて、フェルはこくりと頷いた。

「明るくて、気遣い上手で。たくさん助けてもらった。オレもヨミも、クロウ兄貴とはちょっと重さが違うかもだけど、負けないくらいパールが大事だったんだ」

　無理だって分かってるくせにこんなこと言うの最低だよな、と前髪に指を突っ込んで自じ嘲ちよう交じりに呟くユアンにかぶりを振り、フェルは寝台に座るヨミの側に歩いて行った。

「ご相談がありますの。ヨミさま」

　ぴくり、とヨミが肩を揺らす。その表情は、ぼさぼさに乱れた黒髪がかかって見えない。

「パーシヴァルさまを『知識』の三大詩トリスケリオンで救う具体的な手順、お訊きしていいですか？」

「え」

　よほど驚いたらしい。ヨミはがばりと顔を上げた。傍かたわらの椅子を引き、本格的に話を聞く体勢を整えてから、フェルは「お願いします」と首を垂れる。

　そして、戸惑うようにユアンとフェルを見比べる義ぎ理りの弟に、正面から視線を合わせた。

「鍵かぎとなるのはわたくしの力なのです。ちゃんと方法も聞かずに諦めるなんてご免ですもの。旦那さまのおっしゃるとおり、何か見つかるかもしれないでしょう。抜け道が」

「それは……」

　遊ゆう色しよくのある瞳を揺らし、ヨミはしばらく躊躇ためらっていたが、やがてぼそぼそと語り始めた。

「まずはどうにかして、……妖精王ではなく、パール兄上の意識そのものに接触します。そこで、あなたの声で『知識』の三大詩トリスケリオンのどこか一節を詠み聴かせながら、兄上を日記に触れさせるんです」

「さっきのお話では、妖精王の中からパーシヴァルさまのお心だけを祓うんだっておっしゃいましたよね。それで……日記に触れさせる？　それは、どんな意図が」

「ええと、表現しにくいんですけど……妖精王に奪われてしまった魂や身体の代わりに、呪具の日記という新しい核を与える感じです」

　身振り手振りを加えながら、ヨミは訥とつ々とつと説明してくれた。

「その時、パール兄上の心からの想い……生前思い残したことや、心配ごとでもいい。現世への執しゆう着ちやくというか、妖精王の支配から解放されたいと強く願う心が重要になります」

　かつ、その時に使う三大詩トリスケリオンのせいく聖せい句くは、「囚とらわれた人間にとって、一番心に響くもの」でなくてはならないという。

（うーん、心に響くものかあ……のんきに『知識』の経きよう典てんをパーシヴァルさまの前に広げて、今すぐ好きなところ選んでください！　って言うわけにもいかないだろうし、それはそれで厄やつ介かいな条件だ）

　思わず唸る。パールが生前口ずさんでいた聖詩篇として、死者に捧げる弔ちよう歌かがあったのは聞いているが、あれが属するのは『減少』の一節だ。

　パール本人の明確な意思、フェルの祝福の力、最適な『知識』の三大詩トリスケリオンと呪具の日記という要素がすべて揃そろった時、初めて奇き跡せきは起きる──可能性がある、と。

（何にせよ肝かん心じんなのはパーシヴァルさまご自身の想いなのね……。じゃあ、気持ち次第でなんとかできる希望があるってこと……？　うーん）

　話を頭の中で反はん芻すうするフェルの袖そでを、慌てたようにヨミが「あの！」と摑んだ。

「ヨミさま？　どうされましたか」

「い、いえ……いきなり、すみません。その……貴女にひどい無茶なんてしないでほしいのは、本当はぼくだって同じなんです」

「えっ？」

　妖精王と同化したパールのそばで、祝福の力を使いながら、あわいの性質を強く持つ『知識』を詠う。それがいかに難しいことなのか、やったが最後フェル自身がどうなってしまうのか、よく理解しているとヨミは続けた。

「……ぼくはもう、貴女やクロウ兄上を、犠牲にしたいわけじゃないんだ。そんなのは、パール兄上が喜ばない、から。ただ」

　掠かすれた声で、ヨミは絞り出すように告げる。

「諦めなきゃって。思ったんです。ぼくが受け止めて送り出さなきゃ、パール兄上は安心して休めない。けど、それすら……安らかに眠ることもできずに跡形もなく消えてしまうなんて、……あんまりだって。ただ死ぬことも許されないんだって、思ったら……」

　彼は顔を隠すように下を向く。小刻みに震える黒い頭や、膝の上できつく固められた両拳の上にぽたぽたと落ちる透明な雫しずくを、しいてフェルは見ないふりをした。

「ごめんなさい。ごめん、なさい……」

　幾度も謝るヨミに何も返せないまま、フェルは、彼のか細い声をじっと聴き続けた。
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　同じ頃──逃のがれるように貴賓室を辞したクロウの頭をまずよぎったのは、自分を見送る妻の不安そうな表情だった。回廊の床を打つ靴くつ音おとが、妙に耳に障さわる。

（絶対に、フェルを心配させた。こんな時期に……何をやっているんだ。俺は）

　──〝兄の箱庭は、呪いのかかった檻なのだ〟

　憎まれ、恨うらまれているかもしれない。それでも構わなかった。あの明るい弟の内側に秘めていたものがなんであろうと、決して眼を背そむけず受け止めようと決めたのに。

　──〝結局、クロウ兄上は独りよがりだ。あなたは、ぜんぜん何も理解なんかしていなかった〟

　──〝隠し事を抱えたままで、おれたちは本当の家族でいられたのかな？〟

（俺は、お前の何を見てきたんだ。余計なことだったんだろうか。何もかも。クルヴァッハに無理やり連れてきてまで。お前に、命を落とさせてまで、……パール。俺、は……）

　背に庇かばい続けたこと、手を差し伸べたことも。パールにとって、重荷になっていたのなら。

（……落ち着け。今は、妖精王の野望を阻止して、父上の軍に勝つことだけを考えるんだ）

　呼吸を整え、戻ろうと踵きびすを返しかけたところで。こつんと、床石を踏む音ではっとする。振り返ると、そこにあったのは、ひどく静かに佇たたずむ長ちよう兄けいの姿だった。

「ジルフォード兄上……？」

「お前に一つ、大切な忠告があったのだよ」

　真しん摯しで、落ち着いた──かつて、無口で厳格だった『氷ひよう雪せつの貴き公こう子し』の面おも影かげを想そう起きさせる表情で、ジルフォードは告げる。こんな兄を見るのは久しぶりだ。それこそ、パールが亡くなった時以来だろうか。

（……なんだ？　急に真剣な顔で。まさか、まだ呪毒の作用が残っていたとか）

　いつにない様子に、背筋に緊張が走る。ごくりと唾つばを吞むクロウに、ふと表情を和やわらげ。慈じ愛あいに満ちたまなざし、穏やかな声とともに、異母兄は腕を広げた。




「クロウ。──脱げ」

「断る」




　緊張感がきり揉もみしながら退たい散さんしていった。
















　天使を侍はべらせていそうな神こう々ごうしい微び笑しようを浮かべるジルフォードの顔面を、クロウはとりあえず大股おおまたに歩み寄ってむんずと鷲わし摑づかんでおいた。

「むがっ。いい痛っ、ちょ、非常に痛いではないか愚弟。お兄様の頭を摘みたて新鮮なオレンジみたいに握りつぶして絞るつもりかね。あまり力を込めると汁が飛び出ちゃうんだからな。ぶしゅっと汁ジルフォード様になるんだからな」

「それだけ減らず口叩けたら潰れませんよ。むしろ潰れたのは俺の心の平穏です」

「まあそう言うな。本当、裸ラはいいものだぞ。私も、ミゼからお前ちょっと脱いでみろと勧すすめられてずいぶん気楽になった」

（え、いや、まさか。最初に脱げと兄上に勧めたのが、ミゼルカ……？）

　挙がった人名が意外すぎて固まった瞬間、即座に足元めがけて丸めた紙が投げ込まれる。開くと殴り書きで、『ご存じでしょうが信じないでください』。察したので黙っておいた。

　何しに来たんだこの馬ば鹿か兄、と片頰を引きつらせるクロウに、「なーんか、どうも不幸な誤解がありそうでなあ」とジルフォードはぽりぽり頭を搔かいた。

「愚弟。脱げと言ったのは、お前、ちょっと心に厚着しすぎじゃないかということだ。余計なものは脱ぎ捨ててありのままの姿を見せてみるといい。少しも寒くないぞ！」

「は？」

「ズバリお前、誰かと腹を探り合ったり、疎うとまれたり、不幸になりやがれと呪われたりするのは慣れっこだが、混じりっ気なしの好意を寄せられるのは得意じゃないだろう。で、唯一信じていたパールのそれも、さっきのやりとりでガラガラ崩れて、あなやお先真っ暗……ってわけじゃなく、むしろ『ああ、やっぱりな』なんて納得してるんじゃないか？」

　あまりにも脈みやく絡らくのない話にも思えたが、それ以上に、身に覚えがありすぎた。

「ほうれ図ず星ぼし。ま、それこそ私もかつては言えた義理じゃなかったがね」

　長兄は、くしゃりと破は顔がんした。自分に向けられた言葉から、嫌なものばかり、親しみ深いからと受け取っては悩み、腐くさってはいないか、と。

「パールは、兄不孝にも勝手に逝いってしまった。カイズ猊下が聞いたという言葉をどんな意図で口にしたのか、今となっては分からない。だが、……それが、お前の幸せを願う他の言葉まで否定するものではない。むしろ否定しては、かわいそうだ。分かるか？」

　──〝兄上。ここを、エルラント一、いい土地にしようよ……〟

「クロウ。お前は、『誰かを幸せにできていない』と苦しむことはあっても、『自分が幸せになりたい』と思ってもがくことはあるか？」

「……！」

　束の間、呼吸を忘れる。それは以前、ガウェインにも言われたことだ。

　──〝人間不信っつーか、愛情不信？　持ったままだと幸せにできんぞ。あの子もそうだし、自分だって〟

「お前と同じように、お前の幸せを願う誰かが、苦しんでいると考えたことはあるか？」

「……どういう、意味です？」

「たぶん、嫁は心配してるだろうなあ。すっごく心配してるだろうなあ。ひょっとすると、心配のしすぎで菓か子しの自や棄け食ぐいに走って、今頃ぶくぶく肥こえ太っているかもしれないなあ」

「妻は倹けん約やく家かなのでむしろやせ細らないかを懸け念ねんすべきですが、いや……」

「周りの者は、ちゃんとお前のことが大切なのだよ。お前が思うより、ずっとな」

　どう返していいか分からず戸惑うクロウの胸を、ジルフォードはトンと拳で叩いた。

「分かったら、ちゃんと自分から幸せになりにいけ。雄ゆう弁べんな死者に惑わされるな。それこそが生者の示すべき誠意で、逝ってしまったあの子への餞はなむけだ」

　厳しい声で、ジルフォードは告げた。自然、クロウも表情を引きしめる。

（……幸せに？）

　幸せになる。

　それはたとえば、あの、夕暮れの紅と太陽の輝きを宿す少女の隣で。かつては空くう疎そで現実離れしていた響きのそれは──今は不思議と、しっくりと胸に落ちる。

「クロウ。誰かがお前を大切に思っていることを、正面から受け止めるのもひとつの強さだ。強くなれ。前だけ向いていろ。余計なことはいい。自分のことだけ、考えたまえ」

　改めて、クロウは、ジルフォードの顔を見た。

（兄上、……あなたが言いますか、俺に、それを）

　少しだけ視野が広くなったから。ごく最近、気づいたことがある。

　誰よりも国想いで、誰よりもエルラント第一なこの人が、そんな風に自ら思考回路をたわめてきた、本当の理由は。

「ま。未み婚こんの孤独なお異母兄にい様としては、可愛い嫁さんもらって幸せ究極なはずの愚弟がこの世のドン底みたいな顔して悩んでるのがいただけなかっただけさ。些さ事じに立ち止まることの馬鹿馬鹿しさが分かったら、さあお前も。服を剝むいて三分、すぐ裸はだか、すごく裸はだか」

「だから断る。いい加減、各方面から怒られそうだから黙れ」

「じゃあ、あとは独りで寂しくじっとり凹へこんでいたまえ！　わはは！」

　弟の心中を知ってか知らずか、ぱん、と仕し舞まいを告げるようにひとつ手を打ち、兄はさっくり話を終えた。

「……ジルフォード兄上」

　それきり踵を返した長兄の白い背を、クロウは何も言えず見守った。
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　一方、ヨミたちとの話が終わった後、貴賓室を辞して待ちぼうけとなったフェルはといえば。

（うーん。訊いていいものか。どうしようかな）

　やがて、ジルフォードとともに戻ってきたクロウは、一見、特段沈んでいるようには見えなかった。

　心情がどうあれ、状況は待ってくれない。雑ざつ事じに追われるうちに慌ただしく一日を終えてしまい、フェルは結局、彼らがどんな話をしてきたのか訊けずじまいだ。

「夜分に恐れ入ります、旦那さま。やっぱり、灯あかりが点ともったままだと思ったんです」

　赤あか葡ぶ萄どう酒しゆに氷砂糖と林りん檎ごやオレンジを漬けた見舞いの籠かごを抱えて、迷いながらもフェルが執務室を訪れたのは、夜半に差しかかる頃だった。

「シレイネ？　……いや、フェルか」

　案の定、机に向かって仕事を片付けていたクロウに、フェルはおそるおそる問いかける。

　軽く笑い、頷いてクロウは長なが椅い子すを示してくれた。並んで腰掛けて、籠から果実酒を取り出す。フェルは酒が不得手なので、クロウの分だけ切きり子このグラスに注ぐと、シナモンの甘い香りが広がり、気分を和らげてくれる。

「どうした？　眠れないのか」

「……少しお話ししたいことがあるんです。じゃなくて、あるんですの？　少しよろしくて、いや、えーと、いいですか？」

　今やどちらの身分も明らかになってしまっているので、妻のシレイネとして接するべきか、召使フェルとして振る舞うべきか分からない。五カ月にもわたる演技で染みついた口調もあり、改まって話そうとすると、フェルはまずはそこに四し苦く八はつ苦くした。

（旦那さま呼びで構わないとは言ってくださったけど、ド庶民だって分かってるのになんか変な感じだし。あーもう！　ま、まっどろっこしい！）

　大事な話があるのに。まさかの呼び方ひとつでここまで苦労するなんて！

　今までのややこしい身代わり生活を思い、どうしたらいいものかでしどろもどろなフェルに軽く笑い、クロウは長椅子を示した。

「楽なほうでいいぞ」

「え、はい。それじゃ、ええと、クロヴィス殿下？」

　結局、砕くだけて話せる召使口調のほうを選びながら、格好は『奥方さま』なのでやはり落ち着かない。

「どうした？　こんな時間に」

「いいえ。そうではなくてジルフォード殿下のご下命というか、ご依頼というかで……」

「兄上の依頼？」

　──〝撫で回すなり咽の喉どをゴロゴロするなり、せいぜい愚弟を甘やかしてやっておくれ〟

　ジルフォードの言を借りるなら、とにかく。




「殿下を！　甘やかしに！　参りました!!」




　不ふ肖しよう、わたしでよければお好きなだけ甘えてください！

　握り拳で宣言するフェルに、グラスを唇に当てたまま、クロウは一いつ拍ぱく、固まった。

「そうか。……深夜に俺の部屋を訪ねろという内容込みでジルフォードの入れ智ぢ慧えだったら、あいつをこれから簀す巻まきで転がしに行くが」

「なぜに!?」

　どこかの時点で、うっかり黒龍の逆げき鱗りんを刺激してしまったらしいフェルは慌てたが、「いや、そうじゃなくて、昼間のことをお訊きしたくて！」となんとかたたみかけた。

「わたしがお尋ねしていいことかは分かりません。いえ、きっと僭せん越えつなのだと思います。ですが、所詮は身代わりでも──お話を聞くことはできると、以前申し上げましたから」

　今ではもう、妻とも召めし使つかいとも呼べない、何者でもない相手なら、素直に心情をぶつけられるかと思った。そう前置いて、群ぐん青じようの双眸を見据える。

「……幸せになれ、とジルフォードに言われた。それがパールへの贐はなむけだと」

　しばらく答えずに果実酒で唇を湿しめらせていたクロウだが、やがて苦笑交じりに呟いた。

「幸せ？」

「憎まれ、蔑ないがしろにされることに慣れすぎた。……だから自じ責せきばかり得意になって、己の幸せを願ってくれる人の心まで無意識に否定してきたのだと指摘された」

「あっ。自覚なかったんですね！」

　ぽんと手を打つと、クロウには心底嫌そうな顔をされた。当たり前か。

「それは、……やっぱり、ご両親のことがあるからですか？」

　言ってしまってから後こう悔かいする。いくらなんでも直ちよく截せつにすぎた。

（我ながらこれのどこが甘やかしじゃい）

　ド貧乏ド庶民の分ぶん際ざいで、一国の皇子さまに、あまりにも失しつ敬けいな質問をぶつけてしまったものだ。慣れって恐ろしい。

　慌ててフェルは「すすすみません！　失礼しました！」と腰を上げて立ち去ろうとしたが、クロウが「待て。いいんだ」と引き留めたことで、おそるおそる長椅子に座り直す。

「両親、……まあ、そうだな」

　まるで己の胸きよう中ちゆうに指を差し入れ、探り当てるように。訥とつ々とつと、慎重にクロウは続けた。

「俺自身、あの人たちを恨んだり憎んでいた時期もあった。でも今は、ただ──むなしい」

「むなしい、ですか？」

「敵対したことに後悔はないし、今さら情など持ちようもない。それでも、二人は紛まぎれもなく血を分けた親だから」

　自分は、あの二人から生まれた。

　今までは、それが逃れようのない事実だということにだけ囚とらわれて、本当の意味では向き合わずに逃げ続けていたのかもしれない──と、クロウは続けた。

「ご両親と、ちゃんと話してみたいですか？」

「……機会があれば。あのひとたちが、何を考えているのか。どうして歪ゆがんでしまったのか、直接訊いて知ろうともしなかったからな」

（わたしは孤こ児じだし、親ふたりとも顔も知らない。きょうだいがいるのかもしれないし……本当は、覚えていたかったと思うこともあったけど。辛つらい、寂しいって感じなくてすんだのは、ガウェイン先生や、孤児院のみんながいてくれたから……）

　この人は、いちばん頼るべき存在に蔑ろにされても、ずっと独ひとりで耐えてきたのだ。そして、逃げることなく正面から対たい峙じしようとしている。言葉を切り、「後ろ向きで悪い」と苦笑するクロウの顔を、フェルはじっと見ていたが。

「ちょっとご無礼を。あらかじめお詫びします」

「なんだ？　……!?」

　不意に断り、腕を伸ばして──自分からぎゅうっと彼の首を抱きしめてみた。

「あなたの強さが。すごく、尊とうといことだと思ったんです」

　驚いたらしいクロウの耳に唇を寄せて、フェルはとんとんとその背を叩く。

「ありがとうございます。そんな話を、してくださって。わたしを……信じてくださって」

「フェル？」

「あなたは前に、わたしのことを、背を預けられる、時には肩を並べて同じものを見られる人間だと、言ってくださった。それが、わたしの誇ほこりなんです」

　たったひと時の、仮かり初そめの関係でも。

　彼に、『信頼』という安らぎを与えられたのなら。──こんなに栄えい誉よなことはない。

「わたしには、もうあなたに隠すべきことは何もありません。だから、何にも縛られないただの『フェル』として、胸を張って言える。あなたの幸せを願う一人です、って」

「……『クロウ』」

　彼が急に自分の名前を口にするので、フェルは首を傾げた。

「はい？」

「俺を甘やかしに来たんだろう。お前」

「それはもう忘れてください」

　先ほどの失言をほじくり返されて赤面するフェルに、気配だけで少し笑い、クロウはフェルを抱きしめ返す。

「クロウ、でいい。人前では常どおりでも、二人の時は名前で呼べ」

「どうしてですか？」

「……どうしてだろうな」

　ほら、と促うながされ、フェルはおそるおそる名を口にしようとした。

「ク……」

　その途端、ひっかかった声が咽の喉どを塞ふさぐ。

（!?　なにこれ。よ、よく分かんないけど、いざ呼ぼうとすると異様に恥ずかしい！）

「く、……くく、くっりゅぅおっうぅさま？」

「……人名か？　もはや原形とどめていないが」

　いつの間にか、抱きしめていたはずが逆にすっぽり腕に包まれている。俯いて、顔を真っ赤にしながら口ごもるフェルに、クロウは容よう赦しやなく駄目を出す。

「もう一度」

「く、クロウさま」

「もう一度」

「いや、あのですね！　殿下っ」

「足りない」

　わずかに身を離し、クロウはフェルの両頰を手で包み込む。己の夕暮れ色に、まっすぐに合わせられた群青の一いつ対ついに、胸が高鳴る。

　しかし彼は、返す言葉で、甘さが吹き飛ぶ告白をくれた。

「俺は自分の名があまり好きではない。母上のかけた呪いだからな。『永えい劫ごうに欠けた三ク日ロ月ウ』が、この名の由来なんだそうだ」

「それ、わざわざ呼ばせるんですかわたしに」

　──そういうことは早く言え！

　無自覚に嫌がらせを垂れ流すことになるじゃないかと憤いきどおるフェルに、「もとは、な。だが」とクロウは口の端を吊り上げる。

「今、嫌いじゃなくなった」

「え？」

「お前が呼んでくれるなら、今から、この名前は特別だ」

　安らぎを与える色だと言ってくれたから、自らの髪の漆黒が気に入った。優しい氷だと譬たとえてくれたから、瞳の青も好ましい。

　全部、──お前が与えてくれた。そう言って、クロウは淡く笑む。

「呼んでくれ、お前の声で」

「……クロウさま」

　けれど、名を呼ぶ声は、それが最後になってしまった。

　自然と重なった唇と、深く絡まる吐息の陶とう酔すい感かんに、そっとフェルは瞼まぶたを閉じる。密ひそやかな時間は、長く、穏やかに流れていった。

　やがて、クロウの胸に倒れ込んで上がった呼吸を整えていると、そっと気遣うように額を撫でられる。

「フェル。もうすぐ、ワルプルギスだな」

「……はい」

「そうすれば──」

　彼はそこで、言葉を切った。その先に何を言おうとしていたのかは、分からない。けれど、フェルを現実に引き戻すには十分だった。

（うん。ワルプルギスに、なったら）

　今、この時に酔よいきれない理性が、耳許で警けい鐘しようを鳴らす。

（好きだって言おう。全部終わったら、彼に）

　きちんと自分の気持ちを告げて、それから──




（お別れするの）




　その晩は、それきりだ。

　だからこそ、夜が更けても、密かな決意はきちんと胸にしこり続けてくれた。
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「いやはや、本気で反乱っぽくなってきたなあ。というか、これはもう反乱だな」

　柳やなぎの月も半ばに差しかかれば、朝は冷気ではなく温ぬるんだ気配を帯びてくる。

　もう白く凍こおらなくなった息を吐き、けらけらと笑う長兄に、しかめっ面のままクロウは頭を下げた。

「……策のためとはいえ、兄上には、大変な心労をおかけすることになる……わけですが」

　これから彼は、グリフレイ領に帰る。ユアンはすでにヨミを連れて出しゆつ立たつしていた。今のうちに皇帝の目を盗ぬすんで離り脱だつしなければ、今後の作戦に差さし障さわる。

「本当に、いいのですか兄上。あなたは、父上の統とう治ちに誰よりも関与していたし、あの人を尊敬してもいた。それを……」

「何を言う。……お前が気に病やむことなど微み塵じんもないのだよ」

　明るく手を振る兄に、晴れない表情のままクロウは唇を嚙んだ。

「私はお前に、償つぐないきれないことをしたんだ」

「ですが」

「それに、……いつかはこういう日が来ると思っていた」

　ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラントの治ち世せいは、甘く熟じゆくした禁きん断だんの果実だった。腐くさり落ちる直前の、芳ほう醇じゆんな香りだったのだ、と。視線を地に投げ、ジルフォードは静かに語った。

「人ならざるモノの力を借りた、いびつな幻だった。夢は、必ず覚める日が来る。それがたまたま、自分の代だったというだけの話、なのだよ」

「……恐きよう縮しゆくです」

　クロウも、渋い表情のまま遠くに目をやる。馬車の車しや輪りんに潰つぶされかけたクローバーが、端を茶色く変えた白い花をぽつぽつと散らせていた。

（ミゼルカは……そばにいるんだろうな）

　この長兄と、お互い決して声に出さないままに、同じ想いを胸に焦こげ付かせてきた女近衛の顔を思う。

　皇こう太たい子しと護衛。長兄が歩む道を思えば、結ばれることは決してない。これから兄に頼むことは、曖あい昧まいなまま幸せだった彼らの時間を確実に奪ってしまうのだろう──。

（それこそ、今さらの話だが。……俺はこの人のことを、誤解してきたんだろうな）

　優秀なのに言動が逐ちく一いち派は手でで、常に泰たい然ぜんとして、かつ国のためならいかなる犠ぎ牲せいも厭いとわない皇こう統とうの申し子。生しよう涯がいをエルラントに捧げると豪ごう語ごして憚はばからない治ち世せいへの情熱は天性のもので、皇太子になるべくしてなった男だと思っていた。

（だから、父上のあとを継ぐのは兄上だと当然に思っていたし、俺も辺境に引っ込んで好き勝手できたわけだが。でも、そうじゃなかった）

　ひょっとしたら兄は兄で無自覚なのかもしれない。

（別に、自分で望んでいるわけでもなんでもない。その重じゆう責せきを、あとに続く俺や他の弟たちに背せ負おわせないため、そんな風に振る舞っていただけだ）

　責任感と優しさゆえに、全部を吞み込んで、一番の望みを、ごく当たり前に諦めてきた。

　そして、これからも諦め続けるのだろう。けれど、そんな風に努力して、皇太子としての地位を盤ばん石じやくなものにしてきたジルフォードだからこそ、今後国に吹き荒すさぶだろう逆ぎやく風ふうを乗り切れることも事実で──

（くそっ。……気づかなければよかった）

　妻が来てからこちら。目もく算さんがすべて、狂くるってばかりだ。欲しいものが増えた。大切にしたい想いができた。手を伸ばしてもいいのだと、思うようになってしまった。

　築き上げた小さな箱庭にひびが入る音がする。ぱきぱきと軋きしみを上げ、外部を拒こばむ壁が割れ、目の前に大地が広がっていくような。そんな、感覚。

　それは心地ここちのよい、崩ほう壊かいの音。壊れるのは狭い自分の世界だ。

（ああもう、仕方ない……！）

「ジルフォード兄上」

「ん？　なんだね愚弟よ」

　考えるのは一瞬で終わった。

　ぐしゃぐしゃと己の前髪を搔き回してから、クロウはジルフォードに右手を突き出す。

「十五……いや、十年だ」

「？　いきなり何を」

「これからきっと、この国は荒れる」

　三年前、兄自身に言われた言葉をなぞって告げると、ひゅっと彼が息を吞む音が、静かな朝の空気を揺らす。クロウは構わず続けた。

「だから──十年で暴れ馬このくにを馴ならしてくれれば、途中で鞍くらを替えてやる。あなたには、クルヴァッハに封ほうぜられた時に受けた恩おんがあるから」

　だから、何もかも独りで吞み込んで諦めなくていいんだ。

「……希望を与えるばかりでなくても。絶望だって、分かち合えばいい。俺は、あなたにそうしてもらった」

　ぼそぼそと言うだけ言って、視線を逸らすクロウの肩を、ジルフォードはぽんと叩いた。

「大きくなったな、私の弟は」

　覚えておくよ、と。

　差し出された手を握り返し、彼は、透とう明めいな顔で笑った。
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　天気がよくて、太陽の力が強いからだろうか。今日は少し身体からだの調子がいい。

　クロウに従い、フェルも屋外で彼の采さい配はいを手伝っていた。

　臨りん戦せん態たい勢せいは整った。あとは、ひたすら守りを固めて皇こう帝てい軍ぐんを迎え撃うつばかり。

（ヨミさまはユアンさまがヴァゼタに連れていってくださるって……）

　──〝ごめんな、シレイネ。ヨミにも挨あい拶さつさせたかったんだけど、本音出しすぎて気まずいって意地張っちまってさ。馬車から絶対出てこようとしなくて……っつーかそれ以前に、昨日はオレこそどうかしてた。頼むから、忘れて。あんたは、オレにとってもうホントに姉……いや、妹？　みたいなもんなんだ。絶対に無茶とかしないでくれよ……〟

　律りち義ぎに一いつ睡すいもせず悩んだのだろう。早朝、城門で出発を見送る時に、目の下にはっきり青黒い隈くまを作ったユアンが必死に謝ってくれたことを思い出す。

（みんな、あそこまでパーシヴァルさまのことを想っているのに。あとほんの一息のところで、……何もできないって、諦あきらめたままでいいわけないのに。どうしたらいいんだろう）

　それはずっと、胸の内に凝こごる疑問だ。迷いは残り続け、時間とともに膨ふくらむ。

（あー駄だ目めだ！　いい加か減げんに、気持ち切り替えなきゃ……今は、とにかく進むしかない）

　何より、フェルはフェルで、日を追うごとに状況が悪化していた。頭の中の囁ささやきは大きくなっていくし、以前より頻ひん繁ぱんに視界が入れ替わる。もっとも、敵陣の様子が覗のぞけるのは怪け我がの功こう名みようで、「ただで倒れてなるものか」とクロウに逐ちく一いち報告している。

（毒を喰らわば皿まで。夕暮れの瞳ひとみの力は使えないけど、そのぶん利用できるものはなんでも利用しなきゃ庶しよ民みんの名折れだわ！）

　さっきも一度、立ちくらみと同時に別の景色が視みえた。皇帝の軍ぐん勢ぜいは、南なん東とう部ぶを経由する商路を利用して進軍中。皇こう宮ぐうとの往復でフェルも通った──隣領との境の宿場町にいる。

（思ったより、速い……）

「どうした。浮かない顔だが」

　気づけば、クロウがすぐ目の前にいる。むっとしてフェルは口を曲げた。

「浮かれたらおかしいでしょう。むしろどうしてあなたはそんなに余裕なんですの。さっきご報告しましたけど、もうすぐそばまで進んできているんですのよ。陛下側とこちらでは、戦力がケタ違いなのに！」

　攻めてくる兵の数は、報告によれば先発が五万。さらにウーベルに随ずい行こうする後発隊で一万。

（……対してこっちは、領内から兵を搔かき集めたところで五千が関の山だって。吟遊詩人バルドの応援やユナイアの友軍を合わせても、一万にも満たない）

　いくら籠ろう城じようが攻こう城じようよりも少ない戦力ですむとはいえ、話にもならない数だった。始まった瞬間から潰かい走そう必至の絶体絶命だ。

　不安そうなフェルに対し、クロウは涼すずしい顔だ。

「一応、こう見えて万ばん端たん整えている。実際、籠城するのは最後の手だな」

「はい？」

「なるたけ遺い恨こんを残したくないし、何より無駄な血を流させたくないからな。父上の兵は来ない。──というか、来させないことが第一だ。このクルヴァッハの地の利を活いかす」

「は、はい……？」

　首を傾げっぱなしのフェルに、「つまり、な」とクロウは笑って唇くちびるを開いた。
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　──私の牙きばは、いつかおまえの咽の喉どを喰くいちぎる。

　ふとした瞬間に思い出す、こちらを睨にらみ据すえた憎ぞう悪おのきらめくその翡ひ翠すい。彼の望むまま、ばらばらに壊こわれていく彼女の言葉。

「人の王。お前の想い人は、お前に呪いをかけたらしいね。血を分けた息子むすこがいずれお前を滅ぼすだろう、と」

　化け物の王は、彼に問う。何を想う、と。彼は鼻で笑った。

「……今さらか？」

「今さらでも知りたいんだよ。ねえ、どんな気分。人の王？」

「何が」

「次々息子が死んでいくのは、どんな気分？　人間は、我が子を失なくすほど辛いことはないと聞くよ。しかも、今度死ぬのは焦こがれた女とのあいだの子じゃないか。なのにきみは、平気そうだね」

「……」

　おまえの血を継ぐこの子供は、いつかおまえを滅ぼすだろう。

　呪いか、望みか、預よ言げんか、あるいは。

（それが叶うにせよ叶わないにせよ。──こうして現に、あの子供が彼女に代わって牙を剝くわけか）

　顔が見たい、と。静かに思う。

　彼女は今、どんな表情をしているのだろう。




「ウーベル陛下。行軍は遅ち滞たいなく」

「……そうか」

　膝ひざをついて報告する連絡将校に、静かに頷うなずく。

　皇都を発たち、隊列を組んで往ゆく紅龍師団の頭上に、宝ほう冠かんを守る翼よく龍りゆうと月げつ桂けい樹じゆの紋を染め抜いた真しん紅くの旗が翻ひるがえる。率ひきいるは長年信任する師団長だ。皇帝の役割といえば、主に後方での督とく戦せんとなる。

　もうすぐ、先せん遣けん隊たいが黒龍城に到着する。そうなり次第──あの子供の命運も尽きるのだ。己おのれに逆らった者を、たとえ我が子でも赦ゆるすつもりはない。あれはきっと、生かせば今後も障さわりになる。

　攻城兵器と、軍ぐん需じゆ品ひんの荷に駄だを運ぶ人馬は、蟻ありのようにそぞろに列をなし、整然と行進する。商路であるはずの石いし畳だたみの大路を軍が練ねり歩くのは、先のユナイア侵攻以来実に一年ぶりの光景だ。

　剣を杖つえにし、城壁に立って、エルラント皇帝ウーベル＝ペンドラゴン＝エルラントは、そのさまを無感動に眺ながめ下ろした。

（そういえば、『彼女』の生んだ子はクロヴィスで最後になるのだな）

　一人は、みどりごのうちにこの手で首を刎はねた。

　一人は、生み落とした妃自身が呪毒を使って、引いん導どうを渡した。

（……みな死んだ。リグレインの子は、みな）

　だからもう、残った子供は一人だけ。──だが驚くほどなんの感かん慨がいもない。

　それは他の息子たちも同じだ。彼らの誰ひとりにも、愛あい好こうも嫌けん悪おもなく、不ふ義ぎの子であるパーシヴァルにさえ、国の役に立つならいずれ龍りゆう公こう位いを授さずけるつもりだった。面白くはないが、『彼女』が己への復ふく讐しゆうのためにのみ求めた子供と思えば、そう心に波は立たない。

（唯ゆい一いつ堪たえ難がたかったのは、リグレインの最初の娘だけ、か）

　理由は簡単だ。彼女の心をたやすく捉とらえたから。あの赤ん坊をこの手で討うった瞬間は、今でも思い出す。後悔はないはずなのに、ずっと引っかかっていた。

　あの時──妃が生む子ならばそれは自分の子供だと、そう割り切っていれば、今頃どうなっていたのだろうか。

（……実に安い。いずれも無む為いな感傷だ）

　生き残った一人は、結局のところ予言どおり反旗を翻した。その事実だけで、十分だ。

（すぐに片付く。先陣が黒龍城に着きさえ、すれば）

　──だが。

　圧倒的な戦力差で勝ちに終わるはずだった戦は、しかし、意外な展開を見せることになる。
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「あはっ。ご機き嫌げんようウーベル。って、そうでもないか。苦労しているようだね」

「……お前か」

　攻こう城じようの定じよう石せきは、長期戦なら兵ひよう糧ろう攻ぜめだが、短期戦においては、投石機などの攻城兵器を使い人海戦術で一いつ気き呵か成せい。損そん耗もうは激しいが、あとに控える本番のユナイア戦に備えて時間の無駄は避けたい。

　しかし、予想外の事態が出しゆつ来たいしている。陣の中心に張られた天てん幕まくで、薄闇から滲にじみ出すように姿を現したその人物に、ウーベルはため息をついた。

「……ああ。おまえは今は、下から直接報告を聞けないのだったか」

　亜あ麻ま色いろの髪と、明るい海の瞳ひとみを持つ『妖精王』に冷めたまなざしを向け、彼は呟いた。

『パール』そのものとして側近を務つとめていたはずが、今の彼は分厚い外がい套とうを深くかぶり、決して他者に姿を見せることはない。

（当然か）

　どうやら、気まぐれで領地に帰してやった、あの夕暮れの姫の仕し業わざらしい。現在はもう、ジルフォードを介かいして皇宮中に広めたはずの呪毒は消され、これを『藍らん龍りゆう公こう』と信じる者は誰もいない。では、わざわざ死者の姿をなぞる必要ももうないのだが、彼はなぜか変へん化げを解く気配はなかった。

「先遣隊が州しゆう都とキカラにすらたどり着けていないそうだ」

　むっつりとしてウーベルは告げる。

「ん？　どういうこと？　とっくに到着しててもおかしくないだろ」

　首を傾げる妖精王の疑問に答える代わりに、ウーベルは眉まゆひとつ動かさず、先ほど得たばかりの報告書を突き出す。

「我が息子ながら、〝現〟エルラントの軍神は伊だ達てではない」

「何言って……『天てん蚕さんの道周辺の少数民族が、ユナイアとの戦に反発して一いつ斉せいに蜂ほう起きした』……？」

　皇こう領りようからクルヴァッハまで、商路として整備された街道『天蚕の道』を使えば、本来は数日程度の距離だ。ウーベルは淡たん々たんと告げる。

「クルヴァッハは、散らばる少数民族をエルラントに併へい吞どんして成立した地だ。そして、進軍に使う『天蚕の道』は、その少数民族が本拠とするクルヴァッハ南なん東とう部ぶを経けい由ゆする」

　三年前、パールを南東部総そう督とくに据えるべく、クロウは少数民族の懐かい柔じゆうに腐ふ心しんした。その甲か斐いあって、最有力氏族であったティカルのイル族をはじめ、現在ほとんどの民族が、並々ならぬ熱をもってクロウに忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。

「あやつ、少数民族の義ぎ勇ゆう兵へいに黒龍兵やユナイアを加えて数を増やし、波は状じように奇き襲しゆうを仕し掛かけてきておる。おかげで足止めを喰い、まだ道の半なかばにも到らぬそうだ」

　おまけに、南東部は山岳が多い。道は隘あい路ろが多くなり、地形をよく知る人間が遊ゆう撃げき戦せんを仕掛けるにはもってこいだ。殊ことに夕ゆう輝き晶しようを産出するティカル高原地帯は、岩がん盤ばんがもろく崩れやすい。採さい掘くつに長たけたイルの民が相手では、いかな大軍でも手が出せない──

「クロヴィスは、そもそも黒龍城まで我が軍を着かせぬつもりらしい」

　辺境の地に隅すみ々ずみまで威い光こうを行き渡らせたクロウならではの策だった。おかげさまで、こちらはじわじわと消しよう耗もうしつつある。

「時間をかければかけるほど、補ほ給きゆう路ろの確保が難しくなり、いずれは撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされる。小こ賢ざかしいことだ」

　このいやらしく陰いん湿しつな性格は、間違いなく自分の息子だ。

（なかなか、遊ばせてくれる）

　わずかに愉ゆ快かいな心地にすらなり、唇くちびるを湿しめらせるウーベルに、妖精王は目を眇すがめた。

「ふうん。クロウ兄上がねえ……本っ当、どこまでも邪じや魔まだな……」

　最後の呟きだけ吐き捨てるような響きだったが、ウーベルはさほど気に留めなかった。

「じゃあさ。地形に左右されず、ものも食べず、撹かく乱らんにも惑まどわされない兵を使えばいいよ」

「化け物の王。お前は少しこちらの理ことわりを学べ。そんな兵、いるものか。少なくとも、人である限りは」

（しかし、次はどうする。兵糧攻めは時がかかりすぎる上に、背後のユナイアだ。一部を残して兵の大半を密ひそかに撤退させ、別の経路から展開させて意表を突くのが最良か）

　化け物の奇き怪かいな戯たわむれになど付き合う気もなく、地図を広げて次の一手を講じはじめるウーベルに、うっすらと笑んで妖精王は続けた。

「ねえ。それならさ──兵が、ひとで、なくなればいいんだよね」

「なんの話だ？」

　顔を上げたウーベルに、肩を竦すくめ、妖精王はさらりと申し出た。

「手伝ってあげる。おれも、手段、選んでられなくなったんだ。去年といい、お前の息子は実に余計なことをしてくれてばかり。おかげで……次のワルプルギスの夜までに、絶対に、夕暮れの花嫁が、必要なんだ。このままじゃ足りないから」

「足りない……？」

「負の力が……贄にえが足りない。同どう胞ほうを、もう、空の向こうまで呼び寄せたのに。このままじゃ、忌いま々いましい境きよう界かいを壊せない。悲ひ哀あいを吞みたい。絶望を喰くいたい。血肉が、臓ぞう物もつが骨が欲しい。だからどんな手段を使ってでも、あの小賢しい皇おう子じを殺せと命めいじればいい」

　──さあ願え、と。

「人の王。お前の歪ゆがみはおれに力を与える。その声で、我が子の死を望め」

　足元に伸びた影の中から、一斉に無数の眼がん球きゆうが浮かび上がり、にいっと三み日か月づき形がたに嗤わらってみせた。いつの間にか手の中には、先日預かったあの小こ瓶びんがある。

（名もなき呪じゆ毒どく。この毒を使って、──黒こく龍りゆう領りようを。クロヴィスを）

　意識が、遠のく。化け物に、魅み入いられる。

（ずっと、『これ』を利用しているつもりだった。だが本当は、己おのれこそが……）

　危き惧ぐを覚えたのは一瞬。迷いは、消し飛んでいた。うわごとのように、ウーベルは呟く。

「では、命じる。──黒龍城を攻め落とし、クロヴィスの首を我が前に差し出せ」

「……あは、あははっ……！」

　その途端、弾はじけるような哄こう笑しようが響き渡り、強いめまいにウーベルは目を伏せた。
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　──最初は静かなものだった。

　紅龍師団の先遣隊は、狙ねらいどおり、クロウが手配した少数民族の尖せん兵ぺいたちに足止めされ、力を分断されているという。

（旦那さますごい。ホントに誰も攻めてこない。このまま防ぎきって諦あきらめさせれば、緒しよ戦せんはこっちの勝ちだって）

　城の私室で、「このまま何事もなく過ぎるよう」と一心に祈っていたフェルだが、夜半、どうにも嫌な予感がして目が醒さめた。

（なんでだろう。寝られない）

　いつもなら、頭の中で小銭を数えて瞼まぶたを閉じればものの数秒なのに、今日に限っていっかな眠気が訪れない。

（変な疲れ方してるのかな。それとも、妖精王と共鳴してるっていう、この眼のせい？　気持ち悪い。胸むな騒さわぎがする）

　──カンカンカン、と。甲かん高だかく非常を告げる鐘かねが打ち鳴らされたのは、掛け布をかぶり直して無理やりに目を瞑つむり直したところだった。

（何事!?）

　ここのところ寝間着に着替えることはせず、簡素なドレスに身を包んで非常時に備えるようにしていたフェルは、即座に跳ね起きて部屋を飛び出した。

「旦那さまは？」

「はい、物見塔ベルクフリートにおいでで……あっ！　奥方さま、行かれては危険です……！」

　部屋の前に控えていた侍女たちの制止を振り切って駆けつけた物見塔で、黒こく龍りゆう師し団だんの師団長から報告を受けていたクロウを見つけ、慌てて走り寄る。

「旦那さま!!」

「！　シレイネ、なぜここに」

「だって、鐘が。いったい何がありました、の……──！」

　言葉半ばで、矢や狭はざ間まから外の様子が目に入る。

　一瞬、そこに広がる光景が信じられず、声を失った。

（!?　あれ……何!?）

　少し遠方──キカラが、燃えている。

　夜空に火か炎えんが渦うずを巻いて噴ふき上がり、どす黒い煙が柱のごとく立ち上るさまを、フェルは喘あえぐように見つめるしかない。

　住民はみな城内に避ひ難なんしている。だが、だからといって、市街のすべてが焼け落ちては、彼らは日常に戻れない。

（火が回っているのはまだ一部だけよね。今のうちに消し止めれば……！　でも）

「ど、どうして……だって、紅龍師団は、まだ到着できないはずじゃ」

　その呟きに応じるように、がす、と下で不ふ審しんな音がし、フェルは城壁の下を見た。

「シレイネ、下がっていろ！」

　頭上を掠かすめて投石が飛んできたのと、クロウが腕を摑つかんでフェルを引き寄せるのは同時だった。石は塔の壁を砕き、一部をガラガラと崩す。

「怪け我がは！」

「な、ないです……でも」

　そこで気づく。

　城壁には、いつの間にか兵たちが集まり、外に向かって反撃の投とう石せきや弩おおゆみを放ち続けている。奇き妙みようなのは、戦列に詠えい唱しようする聖職者が参加していることだ。

　一部が明るくなった夜空に、低く聖詩篇が響き渡る。

（何と戦っているの……？）

　クロウに抱かかえられたまま、おそるおそる下を見たフェルは、いよいよ絶ぜつ句くした。

「だ、旦那さま。あれは、何!?」

　城壁の下に集つどい、めいめいに壁をよじ登ろうとしている者たちは。

　おおよその身体つきは、人に見える。だが、ぱっくりと裂さけた口から顎を突き破って伸びた犬けん歯しも、やせ細って異常なほど長い手足も、その腕と同じくらい伸びた鉤かぎ爪づめも、まるでこの世のものではないようだ。

　異界の姿を得た化け物は、見覚えはないが心当たりはある。聖詩篇の吟詠に苦しみ、黄色く濁にごった眼まなこから血を流して呻うめいていることからも。

（『隠れずの月』の獣けもの!?）

　毒を受けた人間の血を舐なめた動物を、化け物に変えてしまう呪じゆ毒どくである。ユアンの場合は獅し子し、オーゼンは鴉からすと鱒ますだった。

（それじゃ術じゆつ者しやがどこかに……でも、いったい何が原形になってるの。猿さる？）

　しかし、次の瞬間、『それ』の腰や肩にまとわりついている襤ぼ褸ろを見て瞠どう目もくする。

　色は真しん紅くだ。さらには、紋章がはっきり見て取れるものまで。

　クロウに抱きかかえられるように安全な位置まで下がりながら、強い吐き気に、フェルは足をふらつかせた。先ほどの弩も、化け物が放ったものだ。武器を手に持っていることからして、素材にされているのは──

「旦那さま。これって、『隠れずの月』の獣じゃなくて」

　熱と怒ど号ごうと指示と奇怪な鳴き声。混こん迷めいを極める光景のすべてが、まるで悪夢のように現実離れして感じられる。

「……ああ」

　クロウは頷き、歯を食いしばった。

　毒を受けた人間の血を飲ませた獣にあちら側のものを憑ひよう依いさせ、化け物にするのではない。

「間違いない。生身の紅龍師団兵をじかに異い形ぎように変えているんだ」

（あれが、もとは人間!?　なんてこと、するの……）

　予想どおりの言葉に、フェルは息を吞んだ。

「我わが君きみ、奥方さま！」

　言葉を出す間もなく、今度はケイが階段を駆け上がってくる。

「非常事態が出しゆつ来たいしました」

「見れば分かるが」

「こんな状況で悠ゆう長ちようにボケませんよ！　城の下じゃなくて、上！　西の上空です！　その──鯨くじらが」

（鯨？）

　とっさに真上を振り仰あおいだフェルは、啞あ然ぜんと口を開けた。

「なに、……あれ」

　中天には白い月がかかり、比較的明るい夜だった。だからこそ、『それら』の様子はよく見えるのだ。

　黒龍城の西の上、キカラ郊外の上空付近に、ぱっくりと爪で裂いたような傷が生まれている。傷は、背後の景色も横断して空を真横に薙ないでいた。

　いや、それより問題なのは──

「空に、何かいるな」

「……何か、どころじゃなさそうですがねえ」

　彼らの呟きに、フェルは知らず頷うなずいた。ケイが『鯨』と表現したのもよく分かる。

　見たこともないような、まるで大聖堂のような大きさの魚。しかし、水ではなく空を悠ゆう々ゆうと泳ぎ、『上空』を滑すべってくる。

　まるで、澄すんだ湖の底を硝子ガラス張ばりにして下から覗のぞき込んでいるような、奇怪な光景だった。魚とも呼べない大きさの巨大な魚は、黒龍城の上をゆったりと回遊しはじめた。開いた口にびっしりと並ぶ牙は、獅子はおろか象ぞうでさえ食い殺すだろう。

　そして妙なことに、フェルは『それ』が何か知っていた。

（あれ。……あわいの住民。異界の、化け物たちだ……！）

　それが、何十匹も。

「降りてこられないの……？　っう!!」

　フェルの呟きに呼こ応おうするように、魚は大きく跳ねた。

　びりびりと空気が震えると同時に、城のそこかしこから悲鳴が上がる。人々が、上空を覆う鯨たちに気づいたのだ。




　ただし、混乱は城外だけでは終わらなかった。

　化け物の侵しん入にゆうはどうにか防いでいるものの、別の異変は静かにひっそりと──今度は城壁近くに仮設した避難所で起きていた。

「民が、毒で倒れてる……!?」

　黒龍兵の指し揮きを執とるクロウや補佐するケイと分かれ、現場に駆けつけたフェルは、思った以上の光景に絶句した。

　たすけて、くるしい、咽の喉どが、やける。

　地面に倒れてのたうつ人々と、呻うめき声。まるで硫い黄おうのような異い臭しゆうが漂ただよう。ここは地じ獄ごくか、とフェルは口を押さえる。

「フェ……じゃなくてシレイネさま！　駄目ですよ、こんなところにいちゃあ！」

　聞き覚えのある声に振り向くと、薬草桶おけを抱えたラナが、他の侍女や召使とともに駆け寄ってくる。救きゆう護ごに回った黒龍師団の医い務む官かんも飛んできた。

「奇妙な敵が、毒の気を吐くんです。城壁の上で戦っている兵もかなりやられましたが、この施設に避難していた民にも、毒が土を伝わって……」

（これも、呪毒なの……!?）

　医務官からの報告を聞いてフェルは唇を震わせる。

（ズルどころか、なんでもありすぎる。こんなの）

　ならば、自分の瞳でどうにか──と思ったが、それはできないのだと思いいたる。

（そうだよ。今、力を使ったりしたら……）

『駄目だ、ですよ、花嫁さま』

　すぐそばで響いた声に顔を上げると、蒼い狼おおかみの姿がある。

「キリヤさま！」

　よく見れば、彼の毛並みは、紅あかいものであちこち汚れていた。

「お怪我をされたんですか!?」

『及ばずながら、僕も手伝ってきたもので。安心するください、大した深さではないのです。だから……僕はすぐに表に戻るますが』

　あんな毒は自分も知らない、とキリヤは唸うなった。

『……力を増した妖精王はこちら側の生き物を贄にえにして、向こう側の化け物を次々憑よりつかせているんだです』

　もちろん、『隠れずの月』の獣と同じく、異形の兵の傷はすぐに癒いえてしまう。心臓を抉えぐり出したり頭を落とせばさすがに対抗できるが、寄き生せいされた人間ももちろん──

「そんな。どうすれば……」

『もう、腹を括くくるしか……さっき。銀の飾りをつけた、兵がいて』

　キリヤはそこで一度言葉を切った。

『紅い百足むかでと蒼い狼を刺し繡しゆうした黒い布が見えたです。それ以前に、百びやつ花か香こうが……あれは、ひょっとしなくても、イルの』

　その言葉に、フェルの顔からさあっと血の気が引いた。

（紅龍師団兵だけじゃない。捕まえた少数民族の捕ほ虜りよも、化け物に変えてるってこと……!?）

　立ち竦むフェルに、『大丈夫です。だとしても、なんとか、するので。あなたは動かないで』とキリヤは重ねた。

『たしかに、あなたの瞳なら呪毒に対抗できるます。でも、力を使えば、次こそ絶対に妖精王に取り込まれる』

「でも」

『それだけじゃない。未知の呪毒なんです。呪いの文言だって、式だって分かるません。やみくもに力を使ったところで、危険が増すだけです』

　いいですね、と忠告して、巨きよ狼ろうは地を蹴けった。

　その姿が城壁を駆け上がっていくのを、フェルは呆然と見送るしかなかった。

　夕輝晶を媒介にした呪いと毒の交こう雑ざつが呪毒だ。だが、今まで見たどんなものとも違う。獣を使う『隠れずの月』のようで、意のままに人々を操るところは『眠らずの蝶ちよう』、大気を通して拡かく散さんするのは『晴れずの霧』。受ければ苦しみ死に至るのは『かえらずの夢』にも似て、非ひなるもの。

（むちゃくちゃだ、こんなの……！）




　侍女や召使たちに指示を出し、自身も駆け回って毒を受けた人々を介かい抱ほうしながら、フェルは無力感に唇を嚙かんだ。

（私の力なら、どうにかできるかもしれないのに）

　変わらず怒号や轟ごう音おんは続いている。あれらの本体は人だ、知性も具そなえている。投とう石せき機きなども持っているから、入り込まれるのも時間の問題。それ以前に、こちらが力尽きる。

　考え事をしていたら肩から城壁にぶつかって、フェルは呻うめいた。

（なんとかできる？　かけられた呪じゆ言ごんさえ分かれば……）

「なんとかできるのに、見捨てるんだねえ、花嫁さん」

　ぼそり、と。

　すぐ後ろから声がして振り向くと、そこに、ぼんやりと壁から浮かび上がるように、『パール』が立っていた。

「あなた、なんでここに……!?」

「いないよ」

　にこ、と明るく笑い、『パール』の姿をした妖精王は首を傾げる。

「きみがおれの目を通してものを見られるんだから、おれにもきみの視覚が共有できるに決まってるじゃないか。覗のぞき見みはお互いさまなんだよ」

　だからこれは、きみの五感を使って語りかけてるだけ、と。

　彼は明るく薄うす気き味みの悪いことを言う。

「それよりさ。いいの？　ほっといて」

　睨みつけるフェルに、妖精王は肩を竦めた。

　面白いことを教えてあげよう、と彼は続ける。

「あの毒ね。気き化かして広がるんだ。ここで倒れてる人達、具合が悪くなっちゃうだけじゃないよ。そのうち起き上がって同じ化け物になっちゃう。そうでなければ、毒に身体が負けて死んでしまうか」

「え……」

「治すすべなんてないよ。おれがこの毒にかけた呪いは、とてもとても複雑だから」

　討伐か共喰いか。いったいどれだけ死んでしまうかな、と。

　周辺地区やユナイアにも、明日には獣たちが到達するだろう。その言葉に、フェルは震えた。

「いったい、その呪毒にかけられた呪いはなんなの……？」

「さあ」

　彼は笑った。

「ひとの言葉では表せないまじない。現うつし世よの身では決して解けない何かだよ」

（決して解けない、って）

　呪いの逆さまを言い当てれば、威い力りよくを相そう殺さいすることができるフェルの瞳でも、なすすべがない。

「人間同士で共喰いもよし、材料にして呪毒の獣けものにしてもよし。やがて大陸全土は阿あ鼻び叫きよう喚かんだね」

「卑ひ怯きよう者もの……!!」

　無駄だと分かっていても、フェルは叫ぶ。

（でも、呪毒ならこれまでいくつも退しりぞけたんだ。『眠らずの蝶』でも『隠れずの月』でも。なら、心当たりがある呪いの逆さまを片っぱしから潰つぶしていけば……）

「そうだねぇ、お嫁さん。きみだったら助けられるかもしれないよ？　その力を使えばさ。きみの瞳で思いつく限りの呪いを解いていけば、どれかは当たるかもしれない」

「……っ」

　考えていたことをそっくり読まれ、フェルは歯を食いしばった。

「きみ、自分より、周りが傷つくほうが駄目でしょ。この間分かっちゃったから」

　みんなが死ぬか自分が生いけ贄にえになるか。どっちがましか、決めてみなよ。

「人間らしく無ぶ様ざまに足あ搔がいてみせてよ。……そのほうが、面白いからさ」

　無言のままのフェルにひと言を残し、それきり、妖精王の声は途と絶だえた。姿も、いつの間にか見えなくなっている。

（どうするかなんて）

　決まっている。




「誰が泣き寝入りするもんですか……！」




　護ってみせる。必ず、誰一人、こんなおぞましい呪毒の餌え食じきになどするものか。

　フェルは唇を嚙み、踵きびすを返した。
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（牛乳に、じゃなくてクロウさまに相談だ！）

　決めたはいいが、黒こく龍りゆう城じようは今や野戦病院だ。

　奥に運び込まれる大おお勢ぜいの怪け我が人にんや、床に横たえられて喘あえぐ呪じゆ毒どくの被害者たち。人いきれと呻うめき声で、慣れ親しんだ城内は、まるで別の場所に見えた。樹木や石壁に陰いん影えいを刻んで揺れる松明たいまつの焰ほのおが、いっそう非日常感を搔き立てる。

（でも、どこ行ったんだろうあの人。前方で指し揮きを執とってるんだから、あちこち移動してるはずだし。どうしたもんか……）

「フェ……あーもう間違えた、奥方さま！　なんだってまだこんなところに!?　お部屋にいなくちゃ危ないですってば！」

　さっき聞いたばかりの声に顔を上げると、やはりというか、そこにいたのはラナだ。先ほど仮説の避難所ではち合わせたばかりなので、よほど忙しく動き回っているらしい。躊ちゆう躇ちよしつつ、フェルは手を合わせた。

「ラナ。こんな状況でごめんだけど。旦だん那なさまを捜してもらえないかな」

　内容は他た愛わいもないことだが、思わず必死に息を詰めて頼み込んだフェルに、ラナは最初眉まゆをひそめた。

　周囲を見回して誰も聞いていないことを確認するなり、彼女はずいっと詰め寄ってくる。

「さてはあんた、また危ないこと考えてるわね」

「うっ。終わって無事だったら報告します」

「意味ないでしょうがそれじゃ!?　っていうか否定しないのね！　まあ、あんたの頼みが断れないあたしもあたしだけど！　待ってて。近くにいる侍じ女じよ仲間総動員するから」

　聞けば、クロウの鮮やかな指揮と、カイズはじめ聖せい職しよく者しやたちの不ふ眠みん不ふ休きゆうの詠えい唱しようのおかげで、城外からの化け物兵の攻こう勢せいは一時的に鳴りを潜ひそめたという。

　だが、毒に倒れた者たちはそのままだ。妖精王の予言が真実なら、彼らもいずれ異い形ぎようとなってしまう。今、黒龍城は、次なる展開に向けて不ぶ気き味みな静けさに包つつまれていた。

　やがて、ラナや侍女たちのおかげで、それらしい背中を見つける。短くなった黒髪もだいぶ見慣れてきた。

「シレイネ。なぜまだこんなところにいる？　部屋にいないと危ないだろう」

　無事を喜んでくれつつ、まったく親友と同じ反応を返す仮かり初そめの夫に、フェルは若じやつ干かん申し訳ない気分になる。

「ラナ、妻をどこか安全なところに、……は？　妖よう精せい王おうと話した……!?　どこで!?」

「そこな城壁付近でぼちぼちと。ちょっ、旦那さま、怖い近い悪い！」

　ちなみに今回に限り、悪いのは性しよう根ねでなく顔色だ。

「ええと、まず、今このお城を襲おそっているモノについてなんですが」

　血けつ相そうを変えるクロウにたじたじとなりつつ、フェルはまず端たん的てきに状況を説明した。少し遅れてケイやガウェイン、キリヤやカイズも駆けつけ、同様に啞あ然ぜんとする。

「呪じゆ詛そが複ふく雑ざつすぎて、解ときようがない──だと？」

　クロウの問いに、フェルはこっくり頷く。今、黒こく龍りゆう城じようを蹂じゆう躙りんしている呪じゆ毒どくの正体。実じつ態たいの摑めない呪いについて。

「どんな呪じゆ言ごんがいくつかかっているか、式は絶対に読み解けない、と言われました。幾重いくえにも、ひとの言葉では分からない呪言をかけたから、と。これからどういう災さい禍かが降りかかるのか、わたしたちは黙って見ているしかないそうです」

　それを聞いた途と端たん、ガウェインとケイが額を押さえる。少なくとも、「呪毒の霧に蝕むしばまれた人間も同じ毒の獣けものに変わる」という情報は、看かん過かできないからだ。

「問題は、その人たちをどうするかだけどねん……」

「……どれぐらい、無事なままでいられるんですかねえ」

「それは、分かりません。……ただ、はったりだとは、思えませんでした」

　ではどうするか。

　誰も彼も手の施ほどこしようがないと分かっているのか、揃そろって口をつぐんだ。

「何ができるかなんて、決まってますよね」

　口火を切ったのはフェルだ。

　それを意外そうに見つつ、ケイが重々しく頷く。

「正直、あまり取りたくはない手ですけど。こうなったらもう、毒を受けた者は城外に出すしか……」

「──いえ。ではなくて。わたし、妖精王と目ん玉共有してるじゃないですか。それって意識そのものにはどうなのかなって」

（さっき妖精王は、視界だけじゃなくて五感にも干かん渉しようしてきたって言った。普段聴こえているあの妙な声も、あいつだとしたら。逆だってできるんじゃないの）

　誰もが首を傾げる中、嫁慣れしたクロウと養やしない子ご慣れしたガウェインだけが、その言葉の含む意い図とを酌くんで盛せい大だいに顔をしかめた。

「おいシレイネ。まさかと思うが」

「はい。お察さつしのとおり、いっちょ、やっこさんの頭にこっちから潜もぐり込んで、呪いを解くカギ、摑つかんできます！」

「あー、言うと思った。嫌いやな予想が当たっちゃったわぁ……」

　額を押さえて天を仰あおぐガウェインとは逆に、クロウはすぐさま気け色しきばんだ。

「俺は反対だ。いくらなんでも」

「危なすぎる、ですか？」

　フェルは苦笑した。問うまでもない。当たり前だ。敵の大将が直接仕掛けてきた罠わなに乗っかってやるのだから。第一、自分が妖精王の手に落ちれば万ばん事じ休きゆうすなのに。

「でも、他に方法はないんです。罠わなだろうと、覚悟決めちゃったほうが建けん設せつ的てきです」

「だが！」

「あと、考え方が逆です。これ、きっと好こう機きなんです」

　フェルの言葉に、周囲は訝いぶかしげに顔を見合わせる。

（……ずっと迷ってたんだ。ヨミさまに、力を貸してほしいって言われた時から）

　パーシヴァルの魂を、本当に諦あきらめなければならないのか。堂々巡りしていたら、答えは向こうからやってきた。

「どうせ力を使うなら……パーシヴァルさまを助けられるかもでしょう。危機だって思わなければいい。逆に踏んぎりつくよう舞台のほうが整ってくれたんだって思えば」

「……っ」

　その言葉に、虚を突かれたように黙るクロウに対し、意外なところから援軍が出てきた。

「あのねクロウ……アタシから言うのもどうかと思うけどねん。しょうがないからやらせてあげてくれない？」

「先生」

　背後から口をはさんできたガウェインに、フェルは目を瞠みはる。

「本音を言うなら、アタシも正直すっごい気が進まないし、娘を危険な目に遭あわせたくはないんだけど」

「『どうせ後こう悔かいするのが同じなら、やらずに後悔するか、やって後悔するかを選ぶべき』ですからね」

「……そうなのよねぇ」

　幼い頃から、この養やしない親に示してもらった教きよう訓くんを言うと、苦笑して顎あごを引かれた。

「キリヤ」

　しばらく難しい顔で黙り込んでいたクロウだが、ぼそりと傍かたわらに控える妖精の助言者に問いかける。

「どうしたです？」

「……短時間でいい。彼女の意識を妖精王に近づける方法を教えてくれ。それから、カイズ猊げい下か。その間、どうにか奴の眼を欺あざむく手立てを考えてほしい」

（それじゃ！）

　顔を輝かせるフェルに対し、クロウは片眉を上げる。

「ただし、危険と判断したらすぐに中止すること。いいな」

　険しい声で『おすすめできません』と遮さえぎったのはキリヤだ。

『危険と判断したらも何も……試す時点で相当危ない、思うますよ。たぶん、彼は花嫁さまが来るのを待ち構えてるです。あっという間に、捕とらえられてしまうですよ』

「……うーん」

　用心深すぎるわけではなく、フェルを案じるキリヤの言葉は真実なのだろう。

　再びその場の全員が黙り込んだ時、「手て詰づまりのようだが」となんでもないようにカイズが人差し指を上げた。

「多少マシな方法を知らなくもない」

「えっ!?」

「まあ、激げき流りゆうを渡るのに、壊れかけの吊つり橋を使うか、じかに生身を水に躍おどらせるか程度の差ではあるが」

　ぎょっとした視線を集める中、カイズはあくまで淡たん々たんと続ける。

「さて。キリヤ殿は思いつかぬか？」

『あーっと……今、分かりました。が、やっぱり、おすすめはしかねるます。理り屈くつの上では、というだけなので』

「どういうことだ？　キリヤ、猊下も」

「そなたの持ち物だ、黒龍公。異界と繫つながりたいなら、その石と剣を使うのがよろしかろう」

　なにせそれは『鍵』と『扉』なのだから、と、カイズはクロウの腰にある古びた儀ぎ礼れい剣けんを指さした。
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「妖精を宥なだめ、酔よわせる『知識』の聖詩篇は、その目を眩くらませる効果もある。異界と関わりの深い節せつを選んで私が詠うたえば、巧うまくそなたを隠せるやもしれぬ」

　クロウの持つ『モルドレッドの剣』には、『楔くさび石いし』と呼ばれる、大粒の青い夕ゆう輝き晶しよう──浄じよう石せきが嵌はまっている。楔石は、異界とこちらの世界を繫つなぐ鍵の役目を果たすという。

　つまり、あちらとこちらのあわいへと入りこむ力があるはずだ、と。

「その名の由来も、彼ひ我がの狭間に楔を打ち込む力ゆえだ。扉を司つかさどる剣のほうは妖精たちを祓はらう武具としての意味合いが強いから、命いのち綱づなに使うといったところか。開くのはほんの隙すき間ま程度だとは思うが、かえってあの上空で蠢うごめいている妙なモノどもも入ってこられぬ。うまく通れば、多少は妖精王の目も欺けよう」

「そんなこと、できるんですね……!?」

（でも、本当に？　いや、やるけど）

　理屈はさっぱり分からず半はん信しん半はん疑ぎなフェルと違い、クロウはちょっと納なつ得とくしたらしい。

「あわいを抜けるなら妖精、ということか」

「旦那さま。ご自分だけ分かったようなことを言わないでください。ずるいです」

「要するに、猊下の聖詩篇を隠かくれ蓑みのに他の妖精のふりをして妖精王に近づくんだ。あわいを通ってくるモノを、妖精王も人間だと思わない……という理屈で合っているか？」

「合っている」

　カイズの言葉に、フェルは驚いた。

「妖精のふり!?」

「まあ、こたびは意識だけすり抜けるわけだが、水や森などの境きよう界かいで試せば、生身であわいに紛れ込むことも可能かもしれない。余程の度ど胸きようと、それこそ十二賢人ドーゼ・ドルイドばりの知識が必要だがな」

（うえぇ!?　この石、そんなすごい代しろ物ものだったの!?）

　さすが、中央教会秘ひ蔵ぞうのお宝だけはある。思わず凝ぎよう視しするフェルの隣で、クロウはまた別のことを考えていたらしい。

「時に猊下。……この楔石、中央教会の外に出るのは、今回が初めてか？」

「さてな。なぜ訊く？」

「……いや。たとえば昔、ユナイアとか……なんでもない」

（？　なんだろ）

　気がかりを振り払うようなクロウの様子は気になったが、先にカイズが指示を再開してしまったので、慌ててそちらに集中する。

「暁ぎよう光こうと残ざん陽よう。同じくあわいの時でも、魔のモノの力が減少に向かうのがあかときなのだ。ゆえに決行は夜明けとする」

　銀の釣つり鐘がねと、聖せい詩し篇へんの写本、聖水、白い鳥の羽。仕上げにイルの百びやつ花か香こう。

　そして──懐ふところにパールの日記帳。聖堂に準備されたものを見ながら、フェルはごくりと唾つばを吞のむ。青い毛並みの巨きよ狼ろうのまま、キリヤがするりと近づいて鼻を寄せる。

『黒龍公、花嫁さま。モルドレッドの剣に、お互い触れた状態で立ってくださいです』

　地に突き刺した剣の柄つかに二人で手を添える。万一妖精王にフェルが乗っ取られかけた場合、剣の力をもって即そく座ざに引きずり戻すためらしい。

「──『鬨ときを上げよ、暁光の申もうし児ごよ。慈じ悲ひを与えよ、落らく陽ようの愛いとし児よ』」

　カイズが低く詠うたい上げる『知識』の三大詩トリスケリオンの一節が、耳の奥にこだまする。

（耳を澄まして、いざという時はこの剣と歌がみちしるべになる……）

　か細い命いのち綱づなだが、頼るしかない。

　今は現世うつしよを忘れ、とにかく、なんとか妖精王のところに……。

　強く念じた途端、すとんと床が沈むように、意識が抜けた。




（……ここ）

　さっきまでたしかに聖堂にいたはずなのに。

　ふと気づくと、宙ちゆうに浮くような浮ふ遊ゆう感かんがあり、フェルは目をしばたたいた。

　真まっ暗くら闇やみだ。眼がん前ぜんに空あいた手をかざしても、それすらまったく何も知覚できない、純じゆん黒こくの闇。

　カイズの吟ぎん詠えいも、気づけばもう聴こえない。慌てて剣の柄に添えたはずの手元を見る。

（モルドレッドの剣と、旦那さまの手……）

　視みえはしないが、ぬくもりが指先にあって安心する。

　──いざという時は、意識して遠くまで耳を澄すませば、カイズ猊下の詠唱が聴こえるようになる。その歌と、手元の剣の感触をたどって向こう岸に泳ぎ着けば、戻れるはずだ。

　落ち着いて見回すと、暗闇の中に、ぽつぽつと浮かんで流れていくものがある。

（人の影……？）

　距離感も、顔も、本当に人かさえも分からない。薄ぼんやりとした影の群れが、あちこちにたむろして何事かぼそぼそと語り合っている。

　目が慣れてくると、見渡す限り青と赤の小さな光がまたたき、時おり結けつ晶しようが砕くだけるようにさやかな音を立てて四し散さんしているのが分かる。宝石粒が浮かび、まるで足元まで星空に囲まれたようだ。

　覚えのない、低く太い声がすぐそばで聴こえた。

　──〝俺は、すべてが欲しいのだ。妖精の王。この瘦やせた貧しいちっぽけなエルラント領の民に、豊かな収穫の恵みを与えてやりたいのだ〟

（え？）

　穏やかに理想を語るその声は一時止まり、今度は別人のような尖とがり声ごえが響く。

　──〝謀はかったな、妖精の王！　約束が違う。俺が与えてきた血で満足したのではなかったのか。……我がエルラントに禍か根こんなど残させるものか。フレアメルに破は邪じやの剣を造らせたぞ。貴き様さまの目もく論ろ見みを見抜けなかった俺の責せきだが、止めてみせる。必ずだ〟

（誰だろう……いや。知ってる、この人）

　即そく座ざに思い至った名は、初代エルラント皇帝、モルドレッド＝エルラント。紅あかの覇は王おうと呼ばれる建けん国こくの祖そにして、妖精王と契約してエルラントを一大帝国にのし上げた男。

（そっか、これ……妖精王の記き憶おくをたどっているんだ）

　かなり戻りつつある異い界かいの記憶のおかげか、漠ばく然ぜんと悟さとった。

（たしか最さい期ごは、召使に扮ふんしたユナイアの密みつ偵ていに毒を盛もられて亡くなったはず……）

　ひとつの群むれがひとつの過去、その場面。それが少しずつあちこちで集まり、ぼそぼそと話し合っている。

　まるで流れるように過ぎ去っていく群れのあいだを抜け、右手の熱を心の支えに、フェルは闇の中で懸けん命めいに這はい、泳ぎ、駆け、歩いた。

（あれ？　わたし、ここに来たことがある？　誰かに手を引かれて、歩いたような……）

　──〝この子は、もはやユナイア王の子ではない。彼女が己の本当の身分を知らされぬ限り、完全に異界の記き憶おくを取り戻さぬ限り。邪よこしまなる者、お前はこの子に手出しはできん〟

　不意に、すぐそばで聞こえた呟きに、思わずフェルは視線を向けた。

　深く外がい套とうをかぶった影だ。袷あわせから突き出た枯れ木のような指が、丸い石を摘まんでいる。彼がまるで灯火のようにかざしているその石を、先ほどフェルは見たばかりだった。

（あ……。あれ、楔石？）

　形はおぼろげで、色すらついていないはずなのに、なぜかすぐに解わかってしまう。

　影はフェルの前を横切り、一度するりと搔かき消える。かと思うと、別の方向から、幼おさな子ごのような小さな影を抱きかかえて現れた。

　──〝ああ、名もなき孤こ児じとなられて……。なればこそ、せめて……貴女あなた様には、義ぎに篤あつく万ばん難なんを退しりぞける、神話の英雄の名を……〟

　よく知った懐なつかしい声。昔、暖だん炉ろのそばで聖詩篇を詠よんでくれた。もうひとつの、若い男の声は。

　──〝健すこやかであれ、私の……〟

　──〝頼んだぞダグザ。私の、娘を。習いに背そむいた私には、いずれ然しかるべき報むくいがあるだろう。だが、禍わざわいはすべて私が持って逝ゆく〟

（誰？）

　なぜだろう、聞き覚えなどないはずなのに、懐なつかしい。歩みを止めそうになる。

　──〝ああ。ゴール。あなたの子よ〟

　すぐそばにあった、髪の長い女性らしき影が呟く。濁にごっているが、今度の声はつい最近聞いたような？

　その時だ。

「!?」

　ざわ、と周囲の闇がうねった。

　景色のそこかしこで、ぎょろりと無数の眼が開く。こちらには気づいていないようだが、闇の一部があからさまに意図を持って蠢うごめき始めた。

　影は、探しものをするように這はい回る。目的なんて、明らかだ。

（やばい、見つかる……!?）

「こっちよ」

　不意に、ふわりと背後で長い黒髪が揺れた。

（黒髪？　……さっきはそんなもの視えなかったのに、どうして……）

　すぐ後ろに、淡く燐りん光こうを発しながら、はっきりと色と姿を宿して闇に浮かび上がる人物がいる。驚いて振り向いたフェルの目に映ったのは──




「こんにちはお嫁さん。あら、こんなところまでお使いなんて。どうしたの？」

「り、リグレインさま!?」




　どえらいものに見つかってしまった。

　一瞬、衝動的に戻ろうか迷った。

　前門の妖精王、後門のお義か母あさまである。どちらがましかといえば、対抗手段が思いつく分リグレインのような気もするが、どっちみち妖精王にフェルの存在を知らされたら一巻の終わりだ。

「あ、ちょっとお手洗い」

　無意識に踵きびすを返そうとしたフェルの肩を、リグレインはがっしり摑んで引き止める。

「離してくださいお義母さま。淑しゆく女じよの危機です」

「いやだ、お嫁さんったら。ここはそんな感覚切り離された空間よ？　まあ、怯おびえてしまって可か愛わいいこと。ふふ。あらあら、待って？　どこに行くの？　やみくもに逃げても、捕まっちゃうわよ」

　足首まで届く、波打つ漆しつ黒こくの髪を背にゆったりと流し、ひと房ふさ結ゆわえて真しん紅くの椿つばきを飾る。純じゆん白ぱくの衣装に小柄な身を包み、ぬくもりを感じさせない人形じみた真っ白な肌に、一点花か弁べんのような緋ひ色いろの唇。どう見ても二は十た歳ちそこそこの容姿。

　他の影とは違い、明めい瞭りように輪りん郭かくや色を持つエルラント皇帝第だい三さん妃ひリグレインから、フェルは警けい戒かいして距離を取る。

「どうして貴女がこんなところに」

「本当は私、姫巫女さんだからよ」

「はい？」

「むかしむかしの話よ。妖精王と語らい、聖詩篇をもって時には闘たたかう。境界を守るのは、私の役目のはずだったの。だから、こんな抜け道も知ってるわ」

　いらっしゃい、と。

　微笑ほほえんで、彼女はフェルの手を引いた。

　どうする、と息を詰める。妖精王の目玉は相変わらず動き回ってフェルを捜しているが、リグレインと話していても、こちらに気づく様子はない。

（下へ手たに騒いだら、それでバレちゃうかもしれないし……）

　ためらうフェルに、リグレインはすっと翡ひ翠すい色いろの目を細めた。

「さぞ疑わしいでしょうけれど、その迷いは無駄そのもの。私、今あなたをどうにかするつもりなら、とっくにそうしているわ」

「……でも、助けてくださる理由がありません」

「あるの。できたの。そうね、あなたと、あの子たちに借りがね」

「借り？」

（あの子たちって、クロウさまやパーシヴァルさまのこと？）

　首を傾げるフェルに、リグレインはくすりと笑った。

「少しね。あなたたちのおかげで、ふっきれたから」

「……はあ」

（ぜんぜん信用ならないけど、そういうハッキリ信用できないところは信用していいというか。どうしよう）

　迷ったのは一瞬だ。

　ええい、ままよ！　とフェルは決める。ついていこう。

（なんとなく大丈夫そうな気が、は、……八割方気のせいの可能性っぽい気が……しなくもないけどするし！　うん、何言ってんだか分かんなくなってきたぞ）

　残る懸け念ねんは。

（……旦那さま。すみません）

　自分を介かいして、リグレインの存在は彼に伝わっているだろうか。

　なんとなく背はい徳とく感かんがあって、右手のぬくもりを握りしめる。強く握り返され、少しだけほっとした。

（そうだ。旦那さまといえば）

「お義母さま」

　ふと思い出すことがあり、フェルはリグレインに呼びかける。

「ひとつ、お伝えしたいことがあります。貴女はきっとご存じないでしょうから」

「なあに？」

「貴女の最初のお子さま……旦那さまのお姉さまのことで」

　ウーベルに奪われた赤ん坊のことだ。即座に察さつしたのか、リグレインはふと表情を消した。

「……それが？」

「ティカルにお墓があります。陛下を憚はばかって、離り宮きゆうのお近くには葬ほうむれなかったとお聞きしました。今は、パーシヴァルさまのものと並んで墓ぼ標ひようがあります」

　目を瞠って黙り込むリグレインに、フェルは続けた。

「旦那さまが、作ったものです。……あのかたからあなたに告げるはずがないので、お伝えしたかった」

　そう、と。

　リグレインは小さな声で返した。フェルもそれ以上は何も言わなかった。




　周囲で集っていた影の群れは、いつの間にか視えなくなった。ざわめきも遠ざかる。

（どこに向かっているんだろう）

　やがてたどり着いたのは、星ほし屑くずたちが集まって川のようになった場所だ。その中央に、水晶と氷が凝こごって築かれた格こう子しがある。

「ほら、着いたわ」

　リグレインは微笑んで、そちらのほうを指差した。

「着いたって……ここはどこですか？」

「あの子を……お願いね。私は、ここから先には行けない」

「え？」

「それができる力も……資格も、ないもの」

　言うが早いか、リグレインの姿はするりと闇に溶け消える。一人残されたフェルは途と方ほうに暮くれた。好きにしろも何も、そもそもここがどこなのか。

（今さら信じるも何もないけど。それにしてもこの柵っぽいの、なんだろう。牢ろう屋や……？）

　必死にそちらに手足を動かして近づいてみる。この空間は、まるで水の中で動いているようにひどく身体が重いのだ。

　もがきながら進み、岸に泳ぎ着いた気分で、必死に空あいた左手で格子に取り縋すがる。

　そっと内側を覗のぞき込むと、中にいる人影にも、リグレイン同様はっきりと色があった。

「え」

　そこにいたのは、──亜麻色の髪と、南の海の色の瞳を持つ青年。

（ぎゃあっ、妖精王!?　……ううん、違うかも）

　ひどく憔しよう悴すいして、目の下にははっきりと隈くまが浮き出ている。何より、どうにも普段と様子が違う。ひと言で言うなら、とても『人間らしい』気がするのだ。

（これはひょっとしなくても、『妖精王』じゃなくて──）

「パーシヴァルさま!?」

「……シレイネ姫？」

　慌てて格子に額をくっつけるように身を乗り出したフェルに、牢中の人物は息を吞んで身をもたげた。

（やっぱり！　間違いない）

「ご無事だったんですね！」

「うん。死んでるけどね」

「そうでしたねそうですけども！　って、そういう一般常識は今はいいんです」

　常識といえば、彼とはほぼ初対面だが挨あい拶さつもしていない。いや、それどころではないのだが。本当に何を言っているのか分からなくなってきた。

「怪我はない？　だいたいあなた……どうしてこんなところにいるんだ。早く戻りなよ。妖精王に捕まったらどうするの」

　ぐったりと座り込んだ彼の肌は青白く、目も落ちくぼんでいる。まるで死に病のような様よう相そうなのに、彼は険しい顔で、真っ先にフェルの心配をしてくれた。

「まだ戻れないんです。今、妖精王の撒まき散らした呪毒で、お城がひどいことに……そうだ、パーシヴァルさまはご存じないですか!?　あの毒の呪いが、どうやって解けるのか」

「……おれにも、かけられた呪言の中身は分からない。方法があるとすれば、力のもとになっている妖精王が消しよう滅めつするか、王自ら呪いを解くかのどっちかだ」

「そう、ですか……」

　なるほど。やはり、妖精王を直接どうにかするしかないらしい。

（ま、まあ、それこそが問題だけど。やることがはっきりしたからには、あとは手早くこの不ぶ気き味み空間からおさらばするだけよ！）

「えっと、シレイネ姫？　……何してるの」

「これ、壊れないかなと思って」

　冷たい光の柵を、片手でがたがた揺らすフェルに、パールは「そんなのどうでもいい」と首を振った。

「おれはもう救われない。死んだ人間のことなんて気にしてどうするの」

「まったく死後の想像がつかない場合と、亡くなってなお酷い目に遭っているのが明らかな場合はまた別かなと思うのですが」

「そういう意味じゃないよ。おれのことなんんか放っておけばいい」

　わずかに苛いら立だち交じりの声で、パールはフェルの言葉を遮った。

「止めるなら今しかない。このままじゃ、呪毒で苦しむ人たちの絶ぜつ望ぼうを喰らって、あいつは望む力を得てしまう。ここであなたが捕まったら、本当におしまいなんだ！」
















　それから、「ごめん」とひと言謝り、一瞬目を伏せて逡しゆん巡じゆんする様子を見せる。

（パーシヴァル殿下。なんだか、聞いてた話とちょっと様子が違う……）

　太陽のように明るく、朗ほがらかな第四皇子。話す人間の心を晴らしてしまう、不思議な魅み力りよくの持ち主。

　クロウも、ジルフォードもユアンもヨミも、みんな口を揃そろえて彼をそう評ひようしていた。

（でも、今の彼は……）

　面おも持もちは暗く、目はうつろで、奥底にほの暗い焰ほのおが視える。

　──まるで、ウーベルを憎にくむリグレインや、リグレインを憎むクロウと同じ。

『クルヴァッハは、呪いのかかった牢ろう獄ごくだった』

　不意に、カイズの証言を思い出す。

（あの言葉の、本当の意味を訊きたいけど……ってそうだよ！）

「パーシヴァルさま！　ここに、あなたの日記帳があるんです。それで、あなたを妖精王から引き離せるかもって！　そしてすみません、白はく状じようすると日記ちょっと読んじゃいました。あっでも恥ずかしいことは書いてらっしゃらなかったんで安心して……」

「……その方法って、誰が突き止めたの？」

「ヨミさまです。ユアンさまやジルフォードさまも、あなたに会いたがっています」

「……そっか」

　彼の瞳にあたたかい光が宿る。その様子に、フェルはほっとしたが。

「はい！　クロウさまも、もちろんすごく心配して……」

「せっかくだけど。そんなもの、捨てて……燃やしてしまえばいい。おれは、救いなんていらないよ」

　その瞬間、不意に表情を凍こおらせ、きっぱりとパールは首を振った。

「はい!?　何言うんですか!?　だって、現にここに可能性が……」

「違う。おれが、望むのは、そんなことじゃない」

　ひと言ひと言、区切るように。彼は告げる。

「いいかい、よく聞いて。本来であれば、いざという時、妖精王は宿主のおれの魂だけ砕いてあわいに逃げ込むことだってできる。そんなことになったら、同じことの繰り返しだ。……でも、今はそうじゃない」

「えっ？」

「……あいつがおれを喰らったのと同じで、おれもあいつを搦からめ捕とって、蝕むしばみ返してやったんだ。気づかれないよう少しずつね。やっと、ここまできた。今ならおれごと殺せば、妖精王はあちらに帰るんじゃない。消滅するんだ」

　だから、自分を救うことなんて考えなくていい。

「視えないけど、兄上もすぐそばにいるんだよね。おれでも、妖精王でもいいよ。モルドレッドの剣で斬きれば、何もかもすべて解決する」

「そんな……できるわけないじゃないですか!?」

「できるできないの問題じゃないよ。あなたがたが気に病む必要もない。それがおれにとって唯一の救いだ。……お願いだ、シレイネ姫。いいや、……フェルディア、さん」

「！」

　妖精王を通じて知ったのだろう、真しんの名を呼ばれ、フェルは一瞬、呼吸が詰まる。

「早く兄上のそばに戻って。それから、伝えて欲しい。ためらわないで、って……」




「バッカじゃないですか」




　──思ったより冷えた声が出た。

「!?」

　気け圧おされたようにパールが口をつぐむ。最近、こういう迫力を出せるところは本当に仮初かりそめの夫に似てきたのかもしれない。ありがたくもない実感とともに、フェルは努つとめて静かに告げる。

「よく分かりました。ええ、もう、本当。心の底から理解いたしました。あなたたち、兄弟そろって！　人の気持ちも考えない、自じ己こ犠ぎ牲せい大好きな巨大馬ば鹿かですね!?」

「え、ちょっと。フェルディアさん？」

「一緒に殺せ、ですって？　あー寒い寒い、うすら寒くて反へ吐どが出ます。そんなことして喜ぶのは、あなたのちっぽけな自じ尊そん心しんだけです。絶っ対、助けるんだから！」

（ほんと……なんで!?　悔くやしい）

　潤うるむ視界に堪たえ、フェルは唇くちびるを嚙かんで、力任せに格子を揺さぶる。どんなことだって試したい気分だった。ヨミの教えてくれた手順を実行するすべを懸けん命めいに考える。

「そうだ、未み練れん！　何か、生前に思い残したことはないですか!?　指折り数えた特売を買い逃のがしたとか、食べ損そこねた夕飯に肉が出るはずだったとか、ほんのりいやらしい本を寝台の下に隠しっぱなしだとか！」

「もう、いいよ」

　光の柵を握りしめて白くなった拳こぶしに、そっと冷たい手が添えられる。驚いたフェルに淡く苦笑し、パールはゆるゆると首を振った。

「ここで、……会えてよかった。思った通りだ。あなたなら、この呪いを断ち切れる」

（呪い……？　って、それは……

　虚きよを突かれたフェルに、ふわり、とパールはいっそう瞳を和なごませる。明るい南の海のようなその色は、あたたかく穏おだやかで、まさに話に聞いたとおりのもので──

　だが、その瞬間。

「シレイネ姫。まずい……逃げて！」

「……え」

「おれは、あなたをここに誘おびき寄せるための餌えさにされたらしい。あいつが来てしまう」

　彼の言葉が終わるよりも早く、周囲の星空が歪む。驚いてぐるりと見回すと、いつの間にか、あの黒い影たちが再び集つどってきているではないか。

（噓……しかもちゃんとこっちを見てる!?）

　背せ筋すじが凍りついたが、慌てて心を鎮しずめる。クロウの手を握りしめ、カイズの詠唱を道しるべに、必死にフェルは戻ろうとした。

（はやく、逃げないと……！）

　牢の中のパールが、格子を摑んで何かこちらに向かって叫んでいる。

　何を言っているんだろう。

（後ろを見ろ？）

　──あ。

　ダメだ、と思った時には、背中から身体が沈んでいた。
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（……ぴくりとも動かないが。大丈夫なのか、フェル）

『知識』の聖詩篇を詠うカイズの声を聴きながら、目を閉じて立つフェルの小さな手を握っていたクロウは、背の低い彼女のつむじをずっと見下ろしていた。まるで立ったまま眠るように、俯うつむきがちなその顔は、身長差のせいでまったく窺えない。

　ただ、自分の手の中にすっぽり包み込んだぬくもりから、彼女の無事を知るばかりだ。

「……っ……！」

　ふと、フェルは大きく身体を引きつらせた。

　同時に、ぎゅっと強く握り返される。

「フェル……？」

　急にびくりと身体を震わせたと思った瞬間、面おもてを伏せて黙り込んでしまった彼女を、クロウは訝いぶかしむ。

「気分がすぐれないなら──!?」

　問いかけながら肩に置こうとした手が空振った。一瞬、起こったことが理解できず思考が止まる。

　彼女の足元の床石が奇き怪かいに澱よどみ、その下で何か黒いものが滲にじみ、蠢うごめいている。なんだと疑問に思う間もなく、すぐさま、闇色の腕と化した無数の影が這い出してきた。

（妖精王の──!?）

　あわいから追われてきたのか！

　どろりとした黒い沼に浮かぶ無数の目玉。それらはクロウを見、周囲を睥へい睨げいして、一斉ににいっと三日月形に笑う。

「避よけろ!!」

　とっさのことで、カイズ、キリヤは間に合わない。

　黒い腕は彼らを勢いよく薙ぎ払う。弾はじき飛ばされたガウェイン、ケイも床土に叩きつけられ、呻いて伏せる。

　クロウが皆の元に行こうとする前に、影のひとつがフェルの全身に絡からみついた。いつの間にか背後の空間は歪み、獲え物ものを吞み込もうとぱっくりと口を開けている。彼女は茫ぼう洋ようと目を見開いたまま、動く様子もない。

　──間に合わない。

「フェル！」

　クロウが彼女を抱きしめるのと、フェルの足が床を離れたのは同時。

　踏みとどまる暇もなかった。

　気づけばクロウは、フェル諸もろ共ともに、暗闇の奥に吞み込まれていた。
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「おれもいつか会ってみたいな、シレイネ姫に」

　──妙みような夢を見ている。

（あれ？　たしか、妖よう精せい王おうの頭の中を覗のぞきにいって……パーシヴァルさまと話してたはずなのに。どうしてこんなところにいるんだっけ……？）

　薄うす灰はい色いろがかった朧おぼろな景色を眺ながめながら、フェルはぼんやりと突っ立っていた。

　すぐ目の前にいるのは、今より少し幼おさない顔立ちのクロウだ。「そんなにいいものじゃなかった。咽の喉どに詰まって死ぬかと思ったんだぞ」と彼が笑ったので、彼らが生前に交かわした会話だろうか。

（ん？　これも、昔の場面……？　というか、わたしの立ち位置は何？　っていうかシレイネさまと話していて『咽喉に詰まって』死にかけたって何が!?　いやいや、じゃなくて、それは今どうでもよくて！）

　どうも、距離感といい立ち位置といい、今度は自分は『パール』の記き憶おくを追つい体たい験けんをしているようだ。口が動き、意い図としない台詞せりふを勝手に紡つむぐ。

「今よりもユナイアとの関係がよくなったらさ、おれもいつか会えるかな、シレイネ姫に」

「それはずいぶん遠い夢だぞ、パール」

　仮かり初そめの夫は、フェルが知っている笑顔とはまた違う、穏おだやかな表情をしていた。幼おさないころから互いに親しんできたがゆえの気の置けない者同士の体ていで、彼らは楽しげに談笑している。

（……あれ。胸が痛い）

　微笑ほほえましいはずなのだが、ずき、とあばらの内を刺す疼うずきにフェルは顔をしかめた。

　表情は笑っていても、不思議と心が重い。

「それじゃおれ、明日からの準備しなきゃだから。兄上は午後からカヴィバエリ都と事じと会食だっけ？　たぶん、それまでに出ちゃうと思うし、次に会うのは、兄上がティカルに追いかけてきたときかな」

　その言葉で、これが、『彼』とクロウが最後に交わした会話なのだと悟さとる。

　扉に手をかけた瞬間、後ろの兄が呼び止めた。

「パール」

　南なん東とう部ぶ総そう督とくであった、パーシヴァル＝エルラント。

「助かってる。クルヴァッハ南東部の平和は、お前が誠実に首しゆ長ちようたちに対応してくれたおかげだよ」

「どうしたの、急に」

「いや、なんとなくかな」

　苦笑して、クロウは肩を竦すくめた。

「さっきお前が言っていた、ユナイアとの関係改善も、そのうち夢じゃなくなるかもな。だが……あまり根こんを詰めすぎないように、気をつけてくれ」

「うん、分かってる。ありがと。じゃあ、またね」

「ああ」

　笑顔でちらりと心配症な兄を顧かえりみ、ひらひら手を振って返す。

　ばたん、と後ろ手に扉を閉めてから、『彼』はその扉にもたれかかった。

「……助けてなんかいないよ」

　ぽつり。

「兄上。おれがあなたに、何か与えられた試しなんて、ないよ」

　三年前、誰にも聞かれることがなかった言葉。ゆっくりと目を閉じ、深いため息交まじりに、彼は呟つぶやいた。

「シレイネ姫。きみは」

　どんな人かな、と彼は呟く。

「……会ってみたい。ユナイアの姫、きみなら」

　──兄上に、世界を見せてくれるかもしれない。

　それは昔、フェルもジルフォードから聞いた台詞だ。

　急に、ぎりぎりと、いっそう胸の痛みが増す。心臓に錐きりを打ち込まれるようだ。慌てて押さえようとしたが、パールの身体からだに入っているのでうまくいかない。

（あ、そっか。これ、胸が痛いのはわたしじゃなくて）

　こパのー人ルだ、と。

　──謎なぞが解とけた途と端たん、まるで奔ほん流りゆうのように、彼の心が流れ込んでくる。

　気の狂くるった母、無関心な父、縁遠く様子を窺うかがう得体の知れない宮きゆう廷ていの貴き族ぞくたち。そこから逃のがれたクロウがクルヴァッハに築いたのは、エルラントという大国を支える『黒こく龍りゆう領りよう』ではない。美しく優しく、そこだけで完結した箱はこ庭にわだ。

　──〝パール。お前が無事なら構わない〟

　──〝たった二人の同母兄弟きようだいなんだ〟

　毒を盛もられても、殺されかけても、クロウはパールのためになんでもない顔をしていたのだ。守りたい。守らなければ。弟を守るのは自分しかいないから、と。そんな想いで手を差し伸べてくれた。

「おれじゃ駄目なんだ。もう、手遅れだから」

（手遅れ？　ってどういう意味なんだろう。彼自身のことだったら、呪じゆ毒どくにやられたのは、もう少しあとの話じゃなかった？　よく分からない）

　まるで彼の死までを追うように、パールの記憶は、なおも甦よみがえってくる。

　ユナイアとエルラントを直通で繫つなぐ大商路の建設という、怪あやしげな東方商人の構想にひどく興味が湧いたのは、あの姫のいる隣国との友好を築きたかったからだ。

　自分には、目的があった。そのためにどうしても、『彼女』に会いたかった。

　同母弟おとうとを毒母から守ること以外にほぼ関心を示さない兄が、面白い姫君に会ったと、ユナイアから帰国するなり開口一番教えてくれたのだ。

　あんなに楽しそうに誰かのことを語るあのひとを生まれて初めて見た。だから、ひょっとしたら──。

「あなたなら、兄上の『呪い』を……」

　ふっと、脳のう裏りに日記帳の形が浮かんだ。装そう丁ていは変わってしまっているが。

　──あの日記の、片かた隅すみの走り書き。消しておけばよかったかもと、『彼』は心の中で微かすかに思ったようだった。

（呪い……それ、『兄の箱庭は、呪いのかかった檻だ』って言葉と繫つながりが……？）

　本当は、パールの想いがどこにあるのか。もう少しで、何かが摑つかめる気がする。

　そう思った瞬間、景色が次し第だいにおぼろげになり始めた。

（待って）

　虫食いに消えていく視界の中で、足は自然に回かい廊ろうを進み、〝自室〟の扉に指を伸ばす。

　三階にある花嫁の部屋ではない。今はタペストリの裏で、かすかな『壁の染み』と化したはずの、あの部屋だ。

　だが、なぜか消されたはずの樫かしの扉が、たしかにそこにある。

　銀の取っ手に手をかけ、ぐっと押し下げた──と。

　そう思った瞬間。
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　ふっと意識が浮ふ上じようする

「フェル！　聴こえるか!?」

　ぱちぱちと頰に軽い衝しよう撃げきを覚え、顔をしかめながらフェルはゆっくりと瞼まぶたを上げた。

「？　クロウさま？　痛っ」

　彼に支えられ、床に倒れ込んでいるのだと分かった途端、こめかみが鋭するどく痛む。肩に手を添えられ、なんとか身を起こしながら、きょろきょろとフェルはあたりを見回した。

「大丈夫か？」

「は、はい。あの、一体何が。というかここは誰でしょう。わたしはどこ」

「頭のほうは無事におかしいようで何よりだ」

「あなたも相変わらず毒どく舌ぜつで何よりです。あの、わたし、どうしたんでしょう」

「妖よう精せい王おうの影が突然現れて、引きずり込まれた」

　息をするように投げかけられる軽かる口くちを受け流しているうちに落ち着いてきたので、改めて周囲を確認してみる。深ふか緑みどり色いろのビロードを張った金の猫脚の長なが椅い子すに、いくつもの絵画。あたりには、雑ざつ多たに置かれた文ぶん献けんや資料類が見える。

（旦だん那なさまの執しつ務む室しつに似てるけどちょっと違う）

　よく見れば、不思議な銀製品や、色とりどりの刺し繡しゆうを施ほどこした厚手の布などが積まれている。野宿に便利そうな幕や、異国の言葉交じりで注ちゆう釈しやくを書き込んだ地図。

「ここって」

「……パールの部屋だな」

　クロウの言葉に、フェルは目をしばたたいた。

「えっ。塗ぬり込められたはずの？」

「それだけじゃない。焼き捨てられた調度や書類も全部ある」

　とりあえず、生前のパールの室と同じ造りになっており、処分された品もある『失われた部屋』だということだ。

「妖精王の意図だろう。扉は開かない。どう脱だつ出しゆつしたものか考えていたところだ」

「なんでそんなところ……」

　顔をしかめかけて、フェルははっと我に返る。

「そうだ。日記帳！」

「日記って……パールのか？　この状況で何をいきなり」

　訝いぶかるクロウの前で、フェルは懐ふところからパールの日記帳を取り出した。

（記憶だと、たしか）

　血みどろのはずの日記も、染みひとつなくなっている。装そう丁ていまで明るいニスの塗ぬられた真新しい革に変わり、固まっていたはずの頁ページも難なんなく開くことができた。

（あった……さっき、パーシヴァルさまの追体験で見たところ）

　そこに綴つづられるのは、簡かん潔けつな一文だ。

『汝なんじ、その昼が陽光の祝福と共にあるように』

「なんだ……聖詩篇？」

　走り書きに眉まゆをひそめるクロウの隣で、フェルはその続きを思い起こす。

「はい。たしか、カイズ猊げい下かも言ってたでしょう。パーシヴァルさまは、ご自分の思いを日記にって……それが、『知識』の三大詩トリスケリオンの末まつ端たん枝し節せつだったんです」

　人生には必ず岐き路ろがある。だが、進むべき道が見えない時は、まだ選ぶ時ではない。クロウが妖精王をパールごと殺そうとした時、フェルの脳のう裏りによぎった文言もその一部。恩師の影響だとかで、『人の迷いに関する枝し節せつ』と並んで特にガウェインの気に入りであり、フェルはよく教えてもらっていたのだ。

「なんというか……ずいぶん、前向きな内容だな。『知識』の聖詩篇は、あわいの性質を強く持つんだろう？　邪じや心しんや悲ひ哀あいを好んで喰らう妖精を酔よわせる歌とは思えないが」

　ごく自然なクロウの感想に、フェルは頷く。昔の自分も、同じ感想を持ったものだ。

「はい。この末端枝節はちょっと特とく殊しゆで……本来、『増大』にあった歌を『知識』に移植してきたっていわれてるんです」

（けど、そっか。この詩、なんだ。……パーシヴァルさまが、選んだのは……）

　それは『知識』の中にあって『知識』ではない。数ある聖詩篇の中で、ひときわ明るい輝きを放ちながらも、どこか孤こ独どくの切なさ、異端の翳かげりをも併あわせ持つ一節。

（この続きはたしか、『汝、その夜が月光の安あん息そくと共にあるように。汝、その今が蒼そう穹きゆうの希望と共にあるように』……あとは）

　前ぜん途と峻しゆん険けん、来こし方かたは迷い路みちなれど、留まる可べからず。

（先生が言ってた。この詩が好きなのは、……前に進む決心がつかない時に、そっと背中を押してくれるようだからだって）

「この詩し篇へんがどうしたんだ」

「ええと、話せば長いことながら。妖精王の意識に入った時、パーシヴァルさまと会えたんです。捕まっているようでした」

「！」

「でも、なんとか会話することができて」

　搔いつまんで事情を説明しながら、フェルは少し迷う。

（でも、綴られているのがこの聖句なら。パーシヴァルさまの言う『呪い』って……）

　そこまで話した時だ。




「こんにちは。お目覚めかな」




　すぐ後ろで声が聞こえ、フェルとクロウは同時に振り向いた。

「残念、こっちだよ」

「こっちこっち」

「ほら、どこ見てるの？」

　今度は、すぐ右から。そちらを向けば、上から、下から。

「なんてね。実は、部屋全体が『おれ』だから、どこを向いても同じだったりして」

　くすくす、きゃらきゃら。

『パール』の声に、金属的な、聞いたこともないような不可思議な声こわ色いろが交じり、嘲あざ笑わらう。いくつもの音が雑ざつ多たに交じり合い、奇き怪かいな不ふ協きよう和わ音おんを奏かなでた。

「あなたもついてきちゃったんだねえ、兄上。本当はお嫁さんだけでよかったんだけど」

「……妖精王。どういうつもりだ」

「どうもこうもね。邪魔だなあ。あなたの剣、近寄れない。とても邪魔だなあ……」

　部屋のあちこちに、空間を斜ななめにぱっくりと割いていくつも口が顕あらわれ、げらげら笑う。響き渡る哄こう笑しように、フェルは拳こぶしを握り固めた。

「けど、せっかくだから、兄上にも愉たのしんでいってもらおう。面白い見世物があるから」

「妖精王。パーシヴァルさまはどうしたの」

「パーシヴァルって。そこにいる、消えかけの残り滓かすのこと？」

　ほら。

　声につられて前を向くと、正面の壁に、何か大きなものが〝掛かって〟いるのが目に入る。藍あい色いろの衣装に身を包み、両腕を引き伸ばされて磔はりつけにされ、ぐったりとうなだれたそれは──

（！　え……）

「!?　パール！」

　呼びかけに答える様子はない。だらりと力の抜けきったパールの手には黒い影が絡からみつき、半なかば宙に浮いた足もやはり拘束されている。

「待ってろ、今──っ!?」

　色を失くしたクロウが踏み出そうとした瞬間、視えない壁にぶつかってしまう。

　透とう明めいな硝子ガラス板いたを挟んだように、どうあがいてもそちらに近寄れない。すぐさまフェルも続いたが、結果は同様だった。

　苛いら立だって透明の壁を拳こぶしで殴なぐりつけ、舌打ちするクロウに、妖精王の声だけが語りかける。

「きみたちに今見えているのは、本物の『パール』の残ざん滓しを搔き集めて元の姿を取らせたものだよ」

「意識は残ってるけど、彼はもうすっかりおれの一部だしね。この部屋もおれの腹の中みたいなものだ」

　幾いく重えにも重なって聴こえる『パール』に似せた声はやがて、しゃがれた老ろう婆ばのそれに変わる。かと思えば、若い女になり、性別も知れない幼よう児じになり、壮そう年ねん期きの男性になり、虫の羽音に似た声とも呼べない雑ざつ音おんになる。

「『クロウ兄上』、あなたが余計なことをしなければ、こんなことまでせずにすんだのになあ。……挙あげ句くの果てに、おれの花嫁に手を出した……」

「ひどいひどい。ひどいなあ。だから、大切なものを傷きずつけられるのを一番厭いとうあなたが、最も苦しむやり方で。おれが仕返ししたって、仕方ない。ないよねえ」

　ぼそぼそと、ため息のような嘆なげきは、やがて、「どうして」と切なさを帯おびる。

「フェルディア。おれの可か愛わいい、最後のお嫁さん。おれも現世うつしよの身体を得たから、あの忌いま々いましい預言者ウアテスの制約の鎖くさりなんて引き千ち切ぎって、きみを手に入れるはずだったのに……」

「きみがいないと、とてもとても困るんだよ。どうして逃げるの」

　音量の上下を不規則に繰り返すざわめきに、フェルは表情を険しくする。

「……逆に、どうして逃げないと思うんですか。第一、あなたの妻になった覚えもなる気もありませんし」

　警けい戒かいを怠おこたらず、低く告げると、途端に声はどっと笑いさざめいた。

「あはっ。そうだね。正しいね」

「でも、案外、あと少しなんじゃない？　ねぇ、記憶、かなり、取り戻してるんじゃない？」

　確かに、部屋全体が妖精王なのだという言葉に偽いつわりはなさそうだ。あちらこちらから、一いつ斉せいに声が問いかけてくる。

「ねえ、分かったんじゃないの。きみが本当は、何者なのか……」

（……分かった？　って……）

　先ほど、あわいの中で見た、妖精王の記憶がふっと脳のう裏りに過よぎる。外套をかぶった影が抱いていた子供。聞き覚えのある、老人の声。

　──〝彼女が本来の身分を知らぬ限り……〟

「何の話ですか」

　思考の奥で次第に姿を現し始めていた真実を、フェルは力ずくで搔き消した。

「わたしは、ベルファスティスの清せい貧ひん孤こ児じ院いんで育ったフェルディア。ガウェイン院長先生の初めの養やしない子ご。それ以外の何者でもありません」

　きっぱりとはねつけるフェルに、声は、一瞬ぴたりと沈黙した。

「……強ごう情じようだね。残念だなあ。でも、もうひと押しなんだよねえ」

「たとえば、きみが自ら望んでおれのところに来てくれたら。きみはもう、おれのものだ」

　まるでゆらゆらと誘うように、周囲の壁といい床といい、黒い染みのような影が這はいまわる。

「おいでよ、お嫁さん。舞台は整えたんだよ。気が乗らないなら、手伝ってあげる」

「さあ、手始めに──この余計な残り滓を、消してしまおうね」

　それを、皮切りに。

　──パールの手足を捕らえていた影が、一いつ斉せいに膨ふくれ上がり、その身体を締め上げた。

　目を瞠みはり、息を塊かたまりで吐き出した彼の肩や腹に、鋭するどい牙きばが喰らいつく。足元に血だまりができ、指先から壊え死しが広がり腕を青黒く染めていく。

「パール!?」

　荒い呼吸を繰り返し、歯を食いしばって悲鳴を耐える同母弟おとうとの姿に、クロウが透明の壁を『モルドレッドの剣』で斬りつけた。しかし、耳障りな音が響いただけで、壁はびくともしない。

（こんなに近い。手を伸ばせば届きそうなのに！）

「パール、パール!!　くそっ……妖精王、やめろ!!」

「苦しい？　かわいそう？」

「やめさせたいなら──」

　ふふ、きゃらきゃら、あはは。

　肌を裂さく鈍にぶい音と、不気味な笑い声が部屋に響き渡る。ぼこぼこと床が泡あわ立だち、そこかしこが口になって赤い舌を覗かせた。

「その剣を手放して、花嫁を渡せ」

「そうしたら、おまえの弟は、助けてあげるよ」

「ねぇ、花嫁さん。見捨てるの？　この『パール』を見捨てるの？　ねぇねぇ……」

　その声に呼こ応おうするように、うなだれて気を失っていたらしい『パール』は、やがてのろのろと顔を上げた。

「クロウ兄上……？」

　かろうじて薄目を開き、掠かすれ声ごえを漏もらす彼に、自らも壁を叩きながら、フェルは「すぐ助けに行きます、だから！」と叫んだ。

「……フェルディアさん、も」

　聞こえるか聞こえないか、ぎりぎりの声音の呟きに、フェルは必死に耳を傾ける。だが、彼が口にしたのは、救いを求めるのとはまったく真逆の言葉だった。

「おれはいい、から。……妖精王を、殺して。それで、終わるから……」

「パーシヴァルさま！　どうして」

　思わず叫ぶフェルに、彼は小さく首を振った。

「苦、しい。今度こそ、終わらせて」

　──〝気に病む必要もない。それがおれにとって唯一の救いだ〟

　先ほど聞いたばかりの言葉が耳に甦よみがえる。

（駄目だ……パーシヴァルさま自身がちゃんと望まないとどうにもならない！　この人の本心はどこ。だって、心の底から妖精王と無む理り心しん中じゆうしたいわけじゃないよね!?）

　その、希望の在あり処かはどこだ。たとえば彼が、生前強く願ったことは。

　──〝おれじゃ駄目なんだ。もう、手遅れだから〟

　垣かい間ま見てしまった記憶の中の、パールの心に想いを馳はせる。

（あの詩に託たくしたのなら、クルヴァッハにかかった呪いって）

　解き放ってほしい相手は。呪いに縛られているのは、パール自身を指すのではなく。




「あなたは、本当は、──クロウさまの隣に、立ちたかったんじゃないですか」




　透明な壁に向かって、フェルは声を張り上げた。幾度となく壁を斬りつけ、力ずくで壊そうとしていたクロウが、それを聞いてはっと動きを止める。

　自分はもう手遅れだ、という言葉は。

　兄に守られたまま、依い存ぞんするしかない。そんな不ふ甲が斐いなさの裏返し。

「本当は、その背に隠れて庇われるだけじゃない。隣に並んで、同じ高さで世界を見て、戦うことができたらって、ずっとずっと、思ってらしたんじゃないですか!?」

　痛いほど自分にもわかる。

　結局のところ、クロウに助けられる。彼は強く賢かしこく、なんでもできるし、大切なもののために動くことを苦にもしないからだ。

　その箱庭は居い心地ごこちがよく、一度囚われれば抜け出すことができない。でも、囚われるのは自分だけではない。

　箱庭を守るために、自分でもそうと気づかぬうちに、黒い龍はいつまでもそこに縛りつけられたまま。

「……もういやだ。兄上の、枷かせになりたくない」

　声音と同時に、フェルの心にも、彼の気持ちが流れ込んでくる。

　呪われた子。あなたは決して幸せになれない。そう言い続けられて育ったクロウは、いつの間にか自分を必要としてくれる同母弟を守ることにすべてを費ついやすようになった。

　──箱庭を守る黒こく龍りゆう。

　親しい者にそう揶や揄ゆされるゆえんをつくったのは、パールだ。生前はゆっくりと、その死をもって立ちどころに、美しい辺境は黒龍を捕らえる檻おりと化した。

　だからこそ、妖精王に取り込まれてなお、兄がこれ以上さいなまれることのないよう己を憎んでくれればいいと望んだ。

　ただ、自由であってほしい。せめて迷わずとどめが刺せるように、悩まずにいられるように。だから、残った力で妖精王の意識に干かん渉しようして、少しずつその思考を歪ゆがめて。

　──〝ユナイアの姫。あなたはいつか、兄上と同じ高さで、肩を並べて世界を見てくれる？〟

　母親の呪じゆ縛ばくと、得られぬものの代わりに護ろうとした同母弟という鎖くさりから、解き放ってくれるだろうか。

　それで最さい期ごに役立てるなら、と。

「あの場所で、兄上のそばで、おれはすごく幸せだったんだ。……だから、苦しい。あなたは、いつまでも過去に囚われて、いないでよ」

　ぽたぽたと、透明な滴しずくがその瞳から零こぼれる。

「クルヴァッハを、あなたを捕らえる檻にしないで」

　絞り出すような同母弟の訴うつたえに、クロウは呆然とパールを見つめて立ち尽くす。

　彼は一度謝罪の形に唇を開きかけ、すぐに閉じた。

「……違う」

　低く呟き、クロウはパールに呼びかけた。

「囚われているわけじゃない。──お前のことは忘れられなくても、俺はもう、墓守じゃないから」

　恩おん讐しゆうを断ち切り、墓守ではない道を、示してもらえたから、と。

　日記帳を抱かかえるフェルの肩に手を添そえ、クロウは続けた。

「だから、もう苦しまなくていい。全部、分かってるから──俺の手を取ってくれ。一緒に進もう、パール！」

　その瞬間、濁にごっていたパールの瞳に、わずかに意思の光が戻った。

「本、当に……？」

　微かに聞こえた台詞に、フェルは頷いた。

（そうだ、『知識』の聖詩篇……今なら！）

　ここは『妖精王の腹の中』。こんな場所で力を使うのは自殺行為だとしても、そんなことは頭から消し飛んでいた。

「──汝、その昼が陽光の祝福と共にあるように」

「フェル!?　よせ！」

　考える間もなく声を張り上げるフェルの腕を、驚いたようにクロウが摑む。

　しかし、すぐに思い直したらしい。モルドレッドの剣を鞘さやから払うと、フェルに寄せ来る妖精王の影たちを、次々に斬きり刻きざむ。

「汝、その夜が月光の安息と共にあるように。汝、その今が蒼穹の希望と共にあるように」

　瞳に力を込め、フェルは詠い上げる。

　影の攻勢は緩まない。とうとう踏みしめた床にも影が蠢き、足首に絡みついてきた。ぬるりとした感触に吐き気がするが、恐怖をねじ伏せ、なおも声を張り上げる。

「前途峻険、来し方は迷い路なれど、留まる可べからず」

　あわいを司つかさどる『知識』に属するとはいえ、妖精の特に嫌う『増大』の気をも帯びる聖詩篇の響きに、妖精王はわずらわしそうに身じろぎした。同時に、ぱきぱきと、壁が微かな音を立てる。

　フェルの指先が触れたところから、部屋の風景に細かなひびが入り、見る間に蜘く蛛もの巣のように広がって──

「過ぎ去りし影に囚われず進め。影は汝の滞とどこおるを好まず。前方の暗さに怯まず歩め。闇は汝の恐るるを望まず。足許の汚泥を厭いとうことなかれ。ぬかるみは汝を試すためにある！」




　ばきん。




　首まで妖精王の影が絡みつくと同時に、目の前に立ちはだかっていた透明な壁は、粉々に砕け散った。

　力を使うフェルに気を取られているのか、壁の崩壊に動揺したか、妖精王の気配が薄れる。影の拘束も緩んだらしい。パールが、のろのろと腕を掲かかげて手を伸ばした。

（届けっ……!!）

　もがくように前へ。考える前に日記帳を差し出し、──刹せつ那な。

　パールの指先が日記帳に触れた瞬間、黒い影が弾け飛び、彼の身体は縛いましめから解き放たれてクロウとフェルの腕の中に倒れ込んできた。

「パーシヴァルさま！」

　日記帳を胸に激しく咳せき込むパールを、とっさにフェルは抱き留めた。

（パーシヴァルさまの意識、……はがせた……!?）

　これで、彼は妖精王ごと消えずにすむ──そう、安あん堵どしたのも一瞬。

『なに、するの』

『返してよ。返せ。返せ返せ返せ返せかえせかえせ』

『それを、かえせ!!』

　もろともに床に転がると同時に、一度は散った妖精王の影が急激に膨ばう張ちようし、パールをフェルごと吞み込もうと襲いかかってくる。

（や、ばい……！）

　ぐったりと力を失ったパールを全身で庇って息を詰めた瞬間、取り巻いていた影を、クロウが剣で薙ぎ払う。なおも四方から殺到する異形の群れを、彼は次々と打ち倒した。フェルはひたすら、パールを抱きかかえて身を縮める。

（きりがない!!）

　このままでは、やがて体力が尽つきる。すぐにフェルの懸け念ねんどおり、影のひとつがクロウの腕に取りついた。

「クロウさま!!」

　振り払う間もなく、無む造ぞう作さに壁に叩きつけられ、クロウは身を折って激しく咳せき込んだ。

『あいつ、死んだ？』

『剣はどう？　花嫁がいる？　これで、やっと、力が!!』

　するすると影が忍しのび寄ってきて、パールを守ったままフェルは息を吞む。

（どうしたら……!?　この黒いの、踏んでどうにかできるもの!?）

「……影のほとんどは、とかげの尻尾しつぽと同じだ。本体を、斬らなきゃ」

　不意に、か細い呟きが耳じ朶だを打つ。荒い呼吸を繰り返していたパールの目が、いつの間にか開いている。

（そうか、部屋全体が妖精王みたいなものだって言ってた。それじゃ、本体って）

　はっと思い出したのは、先ほどの妖精王の台詞だ。

　──〝剣が邪魔で、花嫁に近寄れない〟

（それじゃ、妖精王自身は、今わたしのすぐ近くに……）

「そこか！」

　考えることは同じだったらしい。立ち上がったクロウが、阻はばもうとする影の群れを斬り払いながら駆け戻ると、刃やいばを最もフェルのそばに近づいていた影に突き立てた。

　そのまま、刃を真横に薙なげば、耳を覆おおうほどの絶ぜつ叫きようがとどろく。反はん撃げきのように闇の異形が一いつ閃せんし、クロウの肩や腕に喰らいついた。鋭い牙きばが黒衣を貫つらぬくが、彼は意にも介さずに刃を振るう。肉が裂さけ血が噴き出し、それでも手を緩ゆるめない。フェルのほうが蒼あおくなった。

（クロウさま。腕が、このままじゃ）

『……フレアメルの末まつ裔えい。どうして、そんなに必死なの？』

　ふと、掠かすれた妖精王の声が、クロウに問いかける。

『ここでおれを殺しても。無駄なのに』

『そもそも、人間同士の愚おろかな争あらそいが、おれを、ここに招いたんだよ。ここでおれが消えても、次の妖精王が生まれるだけ。どうせすぐ、同じことの繰り返し……』

　輪りん唱しようのように声が重なって歌い、げらげらと哄こう笑しようが部屋全体を揺さぶった。

「……っ」

　歯を食いしばるクロウの首に取りつきながら、影に浮いたいくつもの口が嗤わらった。

『愚おろか。愚かだねえ。おれのエルラントは欲よく望ぼうのまま、いつかきっと、次のおれを呼び寄せる。また会える。また、会おうねえ。大好きだよ、愚かな人の子。楽しみだねえ』

「世よ迷まい言ごとはそれだけか」

　締め上げられながらも剣を振りかぶり、クロウは怒ど鳴なり返す。

「たしかに、人は愚かだ。だが、お前の思いどおりになるほど馬ば鹿かでもない。お前のエルラントは終わったんだ。これからは、俺たちで国を創つくる。──せいぜい楽しみにしていろ。戦いくさを待つ間に、餓が死ししてしまえ……！」

　突き放す言葉に、無数の口は気圧されたように閉じる。

『どうして？　人の子。どうして、拒絶するの？　さみ、しい、なぁ』

　不満そうなその声に、フェルはふと思いついた。

（……妖精王の、狙いは……）

　パールの魂と骸むくろにしがみついたまま、ワルプルギスまで留まること。あちら側もこちら側もない世界を創り、ただ「ここにいたい」、呪いのようなその執しゆう着ちやくの逆さまは。




「消えなさい。妖精王、──そこにいることは許さない！」




　フェルの命令に妖精王の影が動きを止めるのと、クロウの剣が横ざまにそれを薙ぎ払うのは同時だった。

　──鼓膜をつんざき、絶叫が轟とどろく。

　あらゆる人の声、鳥ちよう獣じゆうの悲鳴を混ぜたようなその断だん末まつ魔まは、クロウがもう一度剣で壁を斬り払うと、みるみるうちに弱まっていく。

「やった……!?」

　ぱたぱたと床に落ちて染み込み、消えていく影の向こうで、不意に視界が揺らいだ。

（あ。景色が……）

　部屋の壁が過か熱ねつした瀝れき青せいのようにどろりと溶けたことで、フェルは目を瞠みはる。

「我が君、ご無事ですか!?」

「フェルディアちゃん！　どこ!?」

　溶けた壁の向こうに、ケイやガウェイン、カイズやキリヤの姿がある。彼らからはこちらが見えていないようだ。親しんだ緑の毒樹や広く切られた窓が目に入った。

　あちら側は、黒龍城の聖堂だ。

（あと、ちょっと……！）

　力いっぱいそちらに向けて手を伸ばした途端、偽いつわりの部屋をなぞる空間から、勢いよく身体が吐き出された。




　三人で、もつれるように聖堂の床土に倒れ込む。

　頭から花壇の飾り石に突っ込みそうになったが、クロウが抱えて庇ってくれたので、なんとか脳のう天てんをかち割らずにすんだ。

「いった……」

「大丈夫なのん!?　怪我はないわね!?」

「ん？　我が君と奥方さまとあと一人……っていうか、ぎゃあそれ妖精王ですか……!?」

　ガウェインとともに駆け寄ってきたケイが、フェルの腕の中で呻いている人物に気づくなり鋼こう絲しを構えたので、慌てて「じゃなくて」と返す。

「パーシヴァルさまご本人です。ほら、妖精王の支配から、なんとか助けられたんです！　怪け我がをされているから、すぐ、手当てを……」

　明るく宣言した瞬間、ぱきりと不ふ穏おんな音を耳が拾う。

（パーシヴァルさま、消えていってる……？）

　だらりと力の抜けたパールの指先が、少しずつ透明になっていくのを、フェルは呆然と見守った。

「なんで……」

　せっかく妖精王を追い払ったのに。

　どうにかしないと──、言葉を失うフェルの肩に、カイズがとんと手を置いた。

「摂せつ理りだ。黒龍公夫人」

「……摂理、って」

「亡くなった人間は生き返らない。……分かっていたことであろう。彼が本当の意味で、帰還するということは決してないのだ」

（噓……そんなの）

　思わずクロウを見る。

　彼はすぐそばに膝をつき、表情を失った顔で、じっと消えていく弟に向き合っていた。

「どうにかならないんですか！」

　だって、せっかく助かったのに。ユアンもヨミも、ジルフォードも、まだ彼に会っていないのに。

「ごめん、ね」

　うっすらと目を開き、いつの間にか、パールはこちらを見ていた。

（お願い、待って。せめて、ご兄弟にひと目だけでも……）

　とっさに引き留めそうになるフェルに、ゆるゆるとパールは首を振る。

「いいんだ」

「でも！」

「みんなに、伝えて。きっと、……また会える。だから今は」

　向こう側が透けて見えるほど色が薄れてしまった指で、彼はフェルの目許に触れた。

「……その瞳の、呪いを、消していくよ」

「パーシヴァルさま」

「もうすぐおれは『こちら』から消えるから、呪毒も、じきに全部抜けるはず……」

　そうすれば、獣にされてしまった人たちも、元に戻る。

　指さされるまま窓を見ると、クルヴァッハの上空をびっしりと覆っていた巨大な化け物の群れが、少しずつ色を薄めていくところだった。




「パール。逝いくのか」




　ぽつり、と。押し殺したクロウの呟きに、パールは苦笑して目を細めた。

「そうだね。やっと……」
















　やっと『死ぬ』ことができるのだと、続けるのかと思われたが、彼は意外な続きを口にした。

「やっと、呪い、解けたんだね。兄上」

「……ああ」

「もう、前、向いて歩けるんだね」

　よかった、と。

「ありがとう」

　震える唇で笑みを刻み、彼は吐息のように告げ、瞼まぶたを閉じた。

　おれは、あなたに護られて、もう十分に幸せを貰もらった。だから。

　──これからは。望むように生きて。あなたと同じ目線で隣に立つ『彼女』と。

　その姿はなおも薄れ続け、次第に光の粒つぶと化して、宙にほどけていく。

　どうか。

「幸せに、なって」

　か細い声は、ほとんど掠れてしまっているはずなのに、なぜか明めい瞭りように鼓こ膜まくを打った。

「どこにいても、何になろうとも。……おれは、あなたを、あなたがたを祝福し続ける」

　最後の言葉とともに、パールの姿は、輝く砂となって砕くだけ散った。
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　──要したのはわずか一いつ刻ときだ。

　果たしてパールの予言どおり、呪じゆ毒どくに冒おかされて苦しんでいた人々は、噓うそのように次々と回復していった。

　それだけではない。城外で、じっと機を窺うかがっていた化け物たちも、操あやつり糸いとの切れた人形のようにばたばたと倒れていく。奇き怪かいに作り替えられていた身体からだが溶け、元の人間の姿を取り戻していく不ふ可か思し議ぎな光景を、フェルは城じよう壁へきの上から見守っていた。

　やがて、市街の一部で上がっていた火の手も、被害が大きくなる前に消し止められたと報告が届いたところで、思わずフェルは大きく安あん堵どの息をつく。

（空を覆おおっていた変な『鯨くじら』たちも、すっかりいない。……とりあえず、呪毒の件と、妖よう精せい王おうのことは、どうにか片がついたんだよね？）

　ワルプルギスの夜、一週間前。期限ぎりぎりだったが、こちらを餌えさ場ばにするべく、あわいから化け物たちが襲しゆう来らいしてくる悪夢は退しりぞけられたわけだ。また、フェルにも、妙な映像や意識が頭に流れ込んでくる様子はもうない。「妖精王が消えると同時に、共有すべき感覚がなくなったからだろう」とは、カイズの言だ。

　今まで各地で起きた呪毒の影響も、少しずつ抜けていく。呪じゆ毒どくに冒おかされ発はつ狂きようしていた第二皇おう子じイグレックも、間もなく正気に戻るだろう。妖精王の分身であるキリヤも運命を共にするかと思われたが、別に実体を持つため、どうにか消えずに残るらしい。

（クロウさまは）

　それから、ちらりと隣に立つ黒衣の青年の様子を窺ってみる。その横顔は静かで、けれど決して悲ひ壮そうではなかった。

（……よかった。本当に）

　最大の危機は脱したと思っていい、のだろう。

（あと、残る難関は）

　ごくりと唾つばを吞のむ。

「皇こう帝てい陛へい下か、どうなさると思いますか」

　意を決して、フェルは彼に問いかけてみた。群ぐん青じようの一いつ対ついが訝いぶかしげな色を浮かべるので、「あ、いえ、だって！」と慌あわててフェルは手を振る。

「あの怖い呪毒のせいで、だいぶ目もく算さんが狂ってしまいましたし……万一、少数民族の防衛線を突破されていたらどうしようかと」

「時間を取られたし、まあ考えられないことではないな。というか実際、割とそこまで到達しているようだ」

　なんでもないように、ほら、とクロウは筒つつ状じようの物見鏡を手渡して遠くを指さした。

　羊飼い手伝いの日ひ雇やといやら鳥打ちの仕事やらで鍛きたえたフェルの目は、はるか彼方かなたに上がる土つち煙けむりをしっかり捉とらえる。

「あああれ皇帝軍ですかやっぱり!?」

　これはやばい。盛せい大だいにフェルはうろたえた。怪しい呪毒など使わなくても、皇帝軍との戦力差は、もともと数倍規き模ぼなのだ。黒こく龍りゆう城じようを囲まれてしまえば、ひとたまりもない。

（うわーん、せっかく目もつ下かの危き機きを脱したのにー!?　まさかの新たな絶体絶命!?）

「おい。うつろなまなざしでぶつぶつ末まつ期ごの聖せい詩し篇へんを唱となえるな、縁えん起ぎでもない。言っておくが、父上の兵はここまで来ないぞ」

「は？」

「あの呪毒の獣けものが危なくて、迂う闊かつに近づけないのはあちらもご同様だったわけだな。そうこうするうちに……さっき報しらせの鳩はとが来た」

　彼が手に持っている手紙らしきものに捺おされた印いんを見て、フェルは目を瞠みはる。……龍を描いた紋もん章しようが、三種。

　ぽかんとしたフェルに、クロウはにやりと片かた頰ほおを上げた。久しぶりに見た、実に彼らしいゲスな表情だった。

「攻めに転じる機ができたのは、こちらも同じということだ」
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（……遅い）

　新たに仕掛けた呪毒のその後はまだ耳に届かず、予告もなく現れた天空を覆う化け物についても、ぷっつりと報告が途と切ぎれたまま続きがない。

　キカラを望む黒龍領内に張った自陣の天てん幕まくで、妖精王からの接触を待つウーベルは、嫌いやな報せを受け取っていた。

　──白はく龍りゆう公こうの反乱だ。

　同時に紫し龍りゆう公こうも長ちよう兄けいに与くみし、挙きよ兵へいしたという。

　おまけに、黄おう龍りゆう公こうヨミまで紫龍公の庇ひ護ご下かに入り、白龍公に従うことを明言した。今は、皇帝の息のかかった黄龍軍が勝手に動くことのないよう牽けん制せいしているという。

　他にも、新帝ジルフォードを支持する親教会派の貴族たちを中心に、各地で反ウーベルの嵐が吹き荒れているそうだ。

（そうか。ジルフォード。お前はいつか、この父の寝首を搔かきに来るだろうとは思っていたが。……まあ、兵を挙げるなら今しかなかろうよ）

　彼らにかけた呪のろいが解けたことを受け、密ひそかに手を回しておいたはずだが、無事に刺し客かくから逃のがれてくれたらしい。優秀で何よりだ。

　ジルフォードは、クロウがあらかじめ気き脈みやくを通じていた親教会派をまとめ上げ、またたく間に皇こう宮ぐうを制圧してしまった。さらには、無む駄だな戦いくさを起こそうとしていたウーベルの暴ぼう挙きよを世に知らしめると「正義は我にあり」とその廃はい位いを宣言したのだ。

（確実にクロヴィスに加担するだろうあやつらを放置したのは、なかなか手痛い失策だな）

　苦笑が漏もれた。指先で積み木を崩くずすように、一気に戦せん況きようは不利に傾かたむいている。

　白龍軍と紫龍軍、そして地方の親教会派貴族の兵を合わせれば、その数は──ゆうに己おのれのそれを凌りよう駕がする。クロウの率ひきいる黒龍軍との挟はさみ撃ちに遭あえば、敗走するしかない。

　頭の痛いことこの上ない。挽ばん回かいできないとは思わぬが、このあとの処理を思えばため息が出るはずなのに──

（妙な気分だ。不快では、ないな）

　血の繫つながった子供たちに、雁がん首くび揃そろえて裏切られ、たまらなく忌いま々いましいはずなのに。

（ジルフォードやクロヴィスはともかく……ユアンや、まさかヨミまでとはな。あの野の兎うさぎのように震ふるえるばかりの臆おく病びよう者ものたちが、この父に刃は向むかってくる日がこようとは）

　不思議な高こう揚ようがある。

　自分の知らないところで成長していく彼らの姿が、悪くはないと、感じてしまう。否いな、もっとはっきり、快こころよいとも。

（まるで）

　我わが子の成長を喜ぶ、ただの──父親のような。

　そんな言葉が浮かび、今度こそウーベルは苦にが々にがしい気持ちになった。

　そうした『当たり前』らしい感情は、もともと持ち合わせないか、失なくしたと思っていた。もしくは、まとめて捨ててきたと。

　たとえばそう、リグレインに執しゆう着ちやくし、その魂たましいを地に落とすために生きようと願った時にでも。

（敗やぶれてはじめて、人の心を知り、息子むすこを誇りに思うとは）

　あの化け物の王がそばを離れてからというもの、妙に心が明めい澄ちようだ。いつ以来だろう。こんな晴れやかな気持ちは。

　己おのれの天命に律りち義ぎなジルフォード。血を誇るあまり尊大なイグレック。

　聡そう明めいで慈じ悲ひ深ぶかいクロヴィス。闇やみを抱かかえてなお明るさを失わないパーシヴァル。生き真ま面じ目めで努力を惜おしまないユアン。卑ひ屈くつで臆病だが知識に貪どん欲よくなヨミ。

　何心なくただ父と子であったが、少しでもいい。話をしてみたかったかもしれない。

（などと、今さらだな。長く時が経ちすぎた。……『彼女』を手に入れることはできないと、とっくの昔に分かっていたはずだったのに）

　心の靄もやが晴れるとともに、リグレインへの偏へん執しゆうが、少しずつ薄れつつある。

　謝罪はする気がない。反省もしない。己の所業は、死ぬまで自みずからの責で、そして余よはエルラントの皇帝なのだから。

　感傷はつまらない。失われた時は、惜しもうが嘆なげこうが、二度と戻ってこないのだ。

（さて。どう巻き返すか。まず陣をたたみ、夜や陰いんに乗じようじてタラ領まで撤てつ退たいしたら、反教会派の城に入ってすぐさま反はん撃げきを──）

「陛下、至し急きゆうお耳に入れたいことがあると申す者が」

　か細い声が、天てん幕まくの外から聴こえ、思考は遮さえぎられた。

「どうした」

　自ら垂たれ幕をはね上げ、外に出たウーベルの眼がん前ぜんに立つのは。

（侍じ従じゆうがいない……？　いや）

　目許まですっぽりと外がい套とうで覆われた姿は、顔を隠かくしている妖精王のものだ。

「今頃なんだ。遅かったでは──」

「あなたを待っていたの」

　不意に言葉を遮られ、彼は口をつぐんだ。

　この、声。

「……お前は」

　何か言う前に、外套の人物の構えた刃物が、月光を鈍にぶく照り返すのを視界に納める。相手をねじ伏せるのはたやすかったが、同時に、一陣の風に頭ず巾きんが外れた。

「っ、！」

　現れた顔に、動きが止まる。

　臓ぞう腑ふを灼しやく熱ねつの痛みが襲おそった。

　深々と突き立ったそれを確認し、続いて己の腹を刺した人物の顔を、もう一度見て。

「……遅かったではないか」

　今さらだ。誰も彼も、本当に。

　いつかこうなることを、心のどこかで望んでいたのかもしれない。

　その執着が薄れ、他に眼を向けようと思い立った途と端たん、こうして潰ついえたはずの願いが叶うとは。

　なんとも、この生は不条理だ。

（だから、面おも白しろい）

　淡あわく微笑ほほえんだまま、ゆっくりとくずおれる長身の男を、血ちに濡ぬれた剝むき身の短剣を握にぎりしめ、翡ひ翠すいの双そう眸ぼうが見下ろしていた。
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『万ばん事じ抜かりなく。ただ、少し様子がおかしい』

　準備が整うなり、ともに皇帝軍に挟撃を仕掛けてくれたジルフォードやユアン陣じん営えいからの鳩はとを受け取ったクロウは、違い和わ感かんに目を細めた。

（まだ油断はできない。父上に、タラ領あたりまで引き返されると厄やつ介かいだ。あそこは後方部隊として反教会派の遊ゆう軍ぐんが控ひかえている……）

　もともと、呪毒による奇き襲しゆうがなければ行くはずだった方向に、着実に駒こまは進んでいる。追撃のやりようさえ過あやまたなければ、勝利は確実に手にできるはず。

　だが。

　──肝かん心じんの、ウーベルの陣に放った物見から、いつまでも報せが来ない。一気に片をつけるには、すぐにでも状況を摑つかみたいのに。

「あの、クロ……じゃない、旦だん那なさま！」

　城壁付近を歩いていたところで、後ろから妻に声をかけられる。少し懐なつかしいほうの呼び方なのは、取り決めどおり周囲の兵の目を気にしているのだろう。

「どうした？　『シレイネ』」

「ええと……パーシヴァルさまの一件のあと、お伝えしそびれたことがありましたので」

「？」

「わたくしが一人で妖精王の脳内巡りをしていたあいだのことは、旦那さまはご存知ないのですわよね」

　少しためらいがちに、フェルはぽつぽつとその間にあったことを話してくれた。

「母上に会った？」

「はい。それで、パーシヴァルさまのところに案内していただけたんです。なんでも、わたしとあなたのおかげで『吹っきれたことがある』とおっしゃって……」

　どういう意味だったんでしょう、と首を傾かしげるフェルから目を逸そらし、クロウは口許に手を当てる。

（母上が吹っ切るというと、父上とのことか？　だが、たかが一時の感傷で『吹っ切る』なんてことができるほど、生なま易やさしい関係じゃないはずだが）

　否いな。──母は、皇宮の独どつ居きよ室しつを抜け出しているのだ。

　嫌な予感がする。ざわつく胸きよう中ちゆうを宥なだめる間もなく、立て続けにケイが駆けつけてきた。

「我わが君。ご報告しにくいのですが……」

　なんとも歯切れの悪い調子で、ケイは「いいえ、といっても我が軍によくない事態が出しゆつ来たいしたわけではないんです」と断った。

「むしろ、逆と申しますか……どうも、お父上の本陣の様子が妙です。斥せつ候こうの報告では、紅こう龍りゆう師し団だん兵へいが一人残らず、眠っていると」

「なんだと？」

「どういうことですか？」

　クロウは、すぐそばで聴き耳を立てていたフェルと、顔を見合わせた。




　ケイや黒龍師団の精せい鋭えいを護ご衛えいに連れ、クロウが敵陣へ乗り込めば、累るい々るいと倒れる紅龍師団兵の軍服の上に、行き場をなくした青い光の残ざん滓しがちらついていた。

「これ、シレイネさまが使っていたのと同じ……『ゆかずの現うつつ』の蝶ちようです」

　危険は少ないと判断し、「連れて行ってください」と願い出てくれたフェルもともなってくれている。

「妖精王の気配は感じませんし。もう弱っているみたいですけど……どうしてこんなところに？」

　祝福は消えたが、もともと『夕暮れの子』として有していた視力は残っているらしい。ひらひらと翅はねをはためかせて宙を舞まう、儚はかなげな蝶たちを眼で追いながら、フェルが戸と惑まどいがちに呟つぶやく。視みえるようになっているクロウも、頷いて眉まゆをひそめた。

（『ゆかずの現』が使われたなら、いよいよ間違いなさそうだな）

　負ふ傷しよう者しやがいるわけでもないのに、屍しかばねのように折り重なって人が倒れている光景は、やはり不吉だ。

「わわ、我が君、大変です！」

　ケイの叫び声に、はっとクロウは振り向いた。

「……奥の天てん幕まくに、……へ、陛下と思おぼしきかたが」

（思しきかた？）

　らしくもなく、ケイの顔面は蒼そう白はくだ。強まる胸むな騒さわぎに駆られるように、案内されるまま現場に駆けつけたクロウは、視界を埋うめる一面の真しん紅くに瞠どう目もくする。

「旦那さま？　どうされたんですか」

　訝いぶかしげなフェルの声が、一瞬耳から遠ざかる。

　そこにあったのは──あまりにも、酸さん鼻びを極める光景だったのだ。

「見るな！」

「え……」

　後ろから続こうとしたフェルの眼まなこをとっさに覆い、抱かかえるように外に連れ出す。「何があったんですか」と目を白黒させるフェルに決して入ってこないよう言い含め、中に戻る。

　何度見ても変わらない。




　──倒れているのは、首のないウーベルの骸むくろだった。




　白しろ貂てんの毛皮を染め上げ、ローブの地色など遠く及ばないほど鮮あざやかに、敷しき布をしとどに濡ぬらすその色。凶きよう器きは鉈なたか斧おのだろう、執しつ拗ようなほど刃やいばを振り下ろして落としたらしい切り口はずたずたで、物もの凄すさまじい。

「まだ温かい。そんなに時間は経っておりません。しかし、一体誰がこんな……」

「……妖精王がいなくなった今、呪毒を使える人間なんて限られているだろう」

　常じよう軌きを逸いつした猟りよう奇きさに、さすがに袖そで口ぐちで口くち許もとを覆うケイに、クロウは周囲を見回しつつ、声こわ音ねだけは静かに答える。

（……父上）

　たしかに、敵対はした。どちらかが命を落とす展開を覚かく悟ごしてもいた。だが、こんな想定外な形で訪れた実父の死に、少なからず動どう揺ようしているのが自分でも分かる。頭が回らず、悪い夢の中にいるようだった。

（どれだけ恨うらみが深ければこんなことができるのかなんて、決まっている）

　やがて、天幕の片かた隅すみに、なすりつけるように紅あかい文字が殴なぐり書かれているのを見つけ、直感が正しかったことを悟さとる。




『おいで。終わらせましょう。呪われた子』




「これは……」

　絶ぜつ句くするケイの隣で、クロウは父の屍の傍かたわらに、まるで道しるべのように点々と落とされた血けつ痕こんを見つける。

　天幕の向こうへ誘いざなうその先に、──おそらく、あの人物がいるのだろう。

「行こう」

　たぶん、これが──『彼女』と対たい峙じする最後になる。

　予感とともに、クロウは家か令れいを連れて外に出た。
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「もう。待ちくたびれてしまったわ。ふふっ、どこで道草していたの？」

　黒龍兵に囲まれても、その黒くろ髪かみの貴き婦ふ人じんは微動だにしなかった。優美に裾すそを引く純白の衣い装しように身を包み、ただ、にっこりと笑みを深めただけだ。

　吹き上げる風になびく長い黒髪が、ゆらゆらと生き物のように動く。飾られた真紅の椿つばきが目に鮮やかだ。

　森を抜けた先、冬至ユールの頃、フェルが馬車で連れ去られた付近の谷川の上で、彼女は待っていた。

　渓けい流りゆうへとまっすぐに切り立つ断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上に突き出た、大きな岩の上に腰こし掛かけ、彼女はぱたぱたとつまらなさそうに裸足はだしの足を振っている。その胸に、宝物のように抱かれたものを見て、思わずクロウは顔をしかめた。

（父上の首……）

「やはり、貴女あなたでしたか。母上」

　彼女──リグレインは微笑んだまま、こくりと頷いた。

　亜あ麻ま色いろの髪は赤黒く汚れて固まっていたが、閉じられた瞼まぶたは、安らかで、眠るような表情だ。──あの酷ひどい死にざまからは想像もつかないような。

　どうしてあんなことを、だとか。一体どうやって、とか、呪毒は他にも所持しているのか、とか。

　訊きかなければならないことは山とあったが、最初に飛び出たのはこんな言葉だった。

「殺して気がすむなら、どうしてもっと早くそうなさらなかったんです」

　あまりに人でなしの台詞だと、自じ嘲ちようが漏れる。だが、ただ何事もなく、普通に、当たり前の応おう酬しゆうをするには、父とも母とも、親子のあいだにある確かく執しつは深すぎた。

「パールを殺すことも、妻に手を出す必要もなかった。妖精王に加か担たんすることだって……それだけで簡単にすむなら、なぜ何もかも壊こわそうとしたんだ……！」

「ねえクロウ。あなた、お嫁よめさんはどうしたの」

　声を低め、睨ねめつけるクロウのまなざしも受け流し、まるで何も聴こえなかったように、リグレインは小首を傾かしげた。

「会えると思っていたのに。あなたの可か愛わいい、お嫁さん」

　手て慰なぐさみに生首を指先で玩もてあそびながら、彼女は唇くちびるを尖とがらせる。

　異様な光景に、第だい三さん妃ひを囲い込む精鋭の兵たちも声を失い、戸惑っているようだった。ひとまずリグレインは、なんの武器も持っていないようだ。呪毒を使う様子もない。

（どういうつもりだ……）

　答えないクロウに、焦じれたようにリグレインは続けた。

「私がいるって分かっていたから？　……巻き込んではいけないと思った？　病やめる時も健すこやかなる時も、お互いを信じて、一緒に乗り越えるのが夫婦だと思っていたわ」

「ええ。信じているから、彼女には残ってもらった」

　──〝お供したいです、ものすごく。心配だから。でも、あなたがどうしても、自分で決着をつけたいと思っているのなら、お気持ちはとても分かるので〟

　先ほど妻と交かわした短い会話を思い出しながら、クロウは慎しん重ちように答えた。

「何が起こっても、一緒に乗り越えていきたいとは思う。それでもこれだけは。貴女とのことだけは、……俺が自分で終わらせなければいけないと、思いました」

「……そう」

　素す敵てきね、とリグレインは呟いた。その翡翠色の瞳ひとみは、笑ってはいなかった。
















「お嫁さんは信じてくれたのね、あなたのことを。そう。私にも昔、そんな風に思える人がいたわ……。このひとに、奪とられてしまったけれど」

　腕うでの中のウーベルの首をひと撫なでし、リグレインは語る。

　愛する故こ郷きようを奪われ、愛する人を殺されて、その人とのあいだに生まれた子供までも。

「ずっと、この人が憎にくかったの」

　殺してやりたい以上に──ただそれだけでは生ぬるい。彼が持っている国も、血ち筋すじも、すべてを破壊してやりたかった。

「かつて私がされたように……思いつく限り一番苦しい、おぞましいやり方で、何もかも奪ってしまいたかった。あの人によく似たあなたも……慟どう哭こくが、見たかったの」

　それが、先ほどの問いに対する答えだと、一拍遅れてクロウは気づく。この母が何もかも諸もろ共ともに滅ぼそうとした理由がそうなら、今さら大たい願がんを諦あきらめた背景は。

「でもね、もういいの。もう、気がすんだの。あなたとお嫁さんを見ていたら、全部どうでもよくなっちゃったわ」

「……」

「だから──」

　歯を食いしばる息子に小さく笑った後、ふと真顔に戻り、リグレインは真っ直ぐに彼を見み据すえた。

「クロウ。私、あなたが大だい嫌きらい」

　唐とう突とつな罵ば倒とうに、クロウは瞠目した。

「刃の鋭するどさと氷の冷たさを持つ、父親によく似たその瞳の青が嫌い。そのくせに、私からたしかに生まれたのだと思い知らされる、その髪の漆しつ黒こくが嫌い。その高さまで、無事に生き延のびて育ってしまった背せ丈たけが嫌い。小こ賢ざかしく回る智ち慧えが嫌い」

「……」

　沈ちん黙もくしたまま母から目を離さないクロウに、彼女は立ち上がって向き合うと、けらけらと笑った。

「とっくに絶望していてもおかしくないくせに、希望も気高さも失わない魂が嫌い。この男の血を引くくせに、私の大切なあの人を、思い出させる、優しさが嫌い」

「母上──？」

「そう。おなかを痛めた子供が憎い。私は最低な母親なの」

　四方から吹きつける風に眉まゆをひそめ、背後の断崖絶壁を横目で見下ろしてから、リグレインは片手で髪を搔かき上げる。

　血ち糊のりのついた指が、その頰からこめかみに紅い線を引き、奇怪な化け粧しようのように映はえた。

「嫌って憎んで、嘲あざけって、命が果はてても改かい悛しゆんなぞしない」

　だから、クロウ。

　おまえは、お生きなさいね。

「私は、受けるべき報むくいを選んで、おのずから受ける。それだけよ。おまえがこの先、思い出す必要もないことだわ」

　それがどういう意味か、斟しん酌しやくする前に。

　彼女は、ひときわあでやかに微笑んだ。磁じ器きにも似て血の通わぬほど真っ白な肌はだに、鮮やかな緋色の唇が三日月を形作る。翡翠色の瞳は、いつか見た濁にごりが噓うそのように消え失せていた。

　大切そうに抱いていたウーベルの首を、彼女は無む造ぞう作さに谷底に放り投げる。胸許には、大輪の薔ば薇らの模も様ようにも似た血けつ痕こんが残された。

　裸足の踵かかとが一歩後ずさり、白い衣ころもの裾が風に煽あおられた。波打つ黒髪が流れ、風に遊びながら頰に絡みつく。

「だから──安心して、私を恨うらめばいいの」

「何を、……母上？」

「娘とパールの、お墓はかをつくってくれてありがとう。でも、私のはいらないわ」

　訝しんだのは、その台詞ではない。

　母の顔立ちが、先ほどまでと異ことなって見えたからだ。

　異様なほど幼おさない、まだ二は十た歳ちそこそこにしか見えなかった美しい顔が、少しずつ老おい、肌はくすみ、頰の回りや目許に皺しわが寄っていく。

　──と。

（！　蝶ちよう、が……？）

　ひらり、ひらり。彼女の身体から、白く輝く揚あげ羽は蝶ちようが次々に飛び出ていく。きっと妖精王の力だったのだろう。蝶たちは大気に触れた途端、硝子ガラスのように砕くだけ散ってしまう。

　三十、四十と歳を重ね、まるで止まっていた時を取り戻そうとするように、見る間にリグレインの姿が変わっていく。

「クロウ。あなたは……賢かしこくて、……芯しんのある子に。少し意い地じ悪わるで、根っから優しくて、それで」

　どんな逆風に曝さらされても、どんな困こん難なんが立ちはだかっても、打うち克かち歩いていけるくらい。

「強い子に、なったわね」

　その声は、老ろう婆ばのようにしゃがれ。だが、聞いたことがないほど、穏おだやかで優しかった。

「母、上……？」

　歪ゆがめられていた摂せつ理りが、元の形を取り戻す反はん動どうだろうか。外見が本来の年ねん齢れいまで追いついても、変容は止まらない。

　五十、六十、七十……。白いものが交じるだけだった黒髪は見る間に純銀に輝き、果ては抜け落ち、皺は深まり、肌はしなびて骨ほねに張りつき、腰は曲がり──

「ゴール。私も、今、……あなたのところに」

　誰かの名を、干ひからびた唇で呼んで。──その瞬しゆん間かん。

　八十、九十。なおも老い続け、姿を変えながら、彼女の足は崖の縁ふちへと進む。瑞みず々みずしかった顔は、眼がん球きゆうどころか、もはや皮ひ膚ふすらない。いくばくかの長い白髪しらがを絡からませたばかりの、乾いたしゃれこうべ──

　するり、と空気に溶けるように、その身体が宙ちゆうに舞う。固唾かたずを吞み、異様な光景を見守る誰もが、声を上げるいとまもなかった。

「母上!!」

　駆け寄ったクロウの手は届かなかった。

　雪色の衣装が風に広がり、真っ白な花が散る──その向こうに。

　幻まぼろしを、見た気がした。鳶とび色いろの髪と金茶の瞳を持ち、腕を広げて彼女を迎むかえ入れる、穏やかな顔をした青年の。

　断崖絶壁の下は、激流が待ち受けている。

　覗のぞき込んだ谷底には、彼女の髪を彩いろどっていた紅い椿の花だけが浮き、やがてすぐに水に吞まれて見えなくなった。
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「白はく龍りゆう公こう……じゃない。ジルフォード陛下の授じゆ剣けん式しき、立夏ベルテイナの祭り明けになるようですね」

　とん、とん。

　静かな執しつ務む室しつに、書類を整える音が響ひびく。この部屋で落ち着いて仕事をするのも久しぶりだ。ケイの声を聞きながら、クロウはふと手を止める。

「こちらも後片付けが忙いそがしい。列席はするが、あまりゆっくりはできないな」

　とはいいつつ、荒あれた国の立て直しをあれこれ手伝わされることは、予想の範はん囲い内ないだ。黒こく龍りゆう領りよう主しゆと兼けん任にんで、いずれ宰さい相しようもこなしてほしいとは、先に兄から打だ診しんされていた。断っても断らなくてもたぶん捉つかまる。

（何が『愚ぐ弟ていその二は、せっかく無む駄だに頭でっかちなんだからキリキリ働いてでかすぎる脳のうみそを消費したまえ！』だ。面倒な……まあ、仕方ないが）

　妖よう精せい王おうを挟はさんだ確かく執しつも消えたので、これからエルラントとユナイアの二国はまったく新しい関係を築きずいていくことになる。式典には、セタンタ王も招しよう待たいすると聞いていた。

「向こうも、そりゃあばったばただと思いますよ？　即そく位いより先に、前ぜん陛へい下かの葬そう儀ぎも済まさなければならないですし……ま、あのかたのことだから、しれっと万ばん端たん整えて臨のぞまれるんでしょうけども。ああ、ちなみに授剣の儀ぎを司し式しきするのは、カイズ猊げい下かだそうです」

「だろうな。兄上には、『式典中は服を着ろ』と鳩はとを飛ばしておいてくれ」

「……冗じよう談だんですよね？　笑うところでいいですね？」

　意外と本気で心配しているが、言わないでおく。あの兄のことだから、羽は目めを外はずすべきか否いなかの時と場所はしっかりわきまえているはずだ。……そう思いたい。

「ですが。ウーベル前陛下、基本はなんだかんだ名君でしたからね。この国、どうなるでしょうねえ」

「しばらくは民の不安を払ふつ拭しよくするのに苦労するだろうな」

（今思えば、ユナイアと友好関係が結べたのは、泣きっ面つらを蜂はちに刺さされずにすんでよかったという意味でも幸さいわいだった……）

　頰ほおづえをついてぼんやり考え事をしているクロウに、「で！　でっ！　ですよ我わが君きみ」といきなり机の向こうからケイが身を乗り出してきた。

「明後日あさつてにはお待ちかねのワルプルギスです」

「……そうだな」

「奥方さまと、公然とキャッキャウフフできる夜が来るわけですが。あ、ちなみにね？　そんなドッキドキワックワクのあるじのためにね？　いい商品仕入れたんですよ。牡か蠣きの煮に汁じると幻まぼろしのキノコの煎せんじ汁じるを濃のう縮しゆくして、東方由ゆ来らいの怪あやしげなる香こう草そう諸もろ々もろを雑まぜた、その名も『たたせてみせます、男の面メン子ツ』！　ひと粒飲めばあら不ふ思し議ぎ、そこから先は口に出せない至し福ふくの時！　今ならお値段なんと」

「殴なぐっていいか？」

「嫌いやです。冗談ですよ。ちょっ、刺さすのも駄だ目めです羽根ペン構えないで！　割と至し近きん距離ですから当たるやつですからコレ！」

　不気味な緑色の瓶びんを慌あわてて懐ふところに戻す家か令れいを横目に、羽根ペンを台に置きながらクロウは深いため息をつく。

「話がないなら出ていけ」

「あるある、ありますよ。……いいんですね？　って確認です」

　奇き妙みような返しに、クロウは片かた眉まゆを上げてケイを見る。彼はいつの間にか、薄い唇くちびるに不思議な笑えみを刷はいていた。

「この問いをするのは、三度目になりますね」

「……」

「あなたは、奥方さまを、どうされたいんですか？　いいえ、どう、なさいますか」

　一度目は、冬至ユールの。二度めは、立春インボルクの頃に。

　同じ問いを、家令は投げてきた。それをまた、戻れない期限の立夏ベルテイナを前にして繰り返す。

「なりゆきで結婚しちゃうんで？　あのかた、このままじゃ『シレイネ姫』のまんまですけど」

「さてな」

　この男に本心を明かす気はなかった。もともとそういう関係だ。

「ワルプルギスになれば分かる」

　話は終わり、と無言で示すクロウに、珍めずらしくケイは肩かたを竦すくめて首を振った。

「まあ、どうなさるおつもりかは、根ね掘ほり葉は掘ほりは訊ききませんけど。あ、訊いていいなら訊きますけどね」

「断る」

「言うと思った。そこで、内緒ばかりで何も教えてくれないあるじにやさぐれつつ、自分めからほんの座ざ興きように小こ噺ばなしをひとつ。いえね、うちの家族に関してですが。母親が同じなのは女きょうだいばっかりでして、姉が二人と妹が二人いるんですよ」

　再び机に視線を戻していたクロウは、意外に思って顔を上げた。この家令が、自分の身の上話をするのは初めてだった。

（東方帝てい国こく、景けい王おう朝ちようの現皇王の庶しよ子しにして、密みつ偵てい方がたの長おさ。正直、話しようもないしな）

　興味が湧わいて、相手をすることにした。

「歳としは近いのか？　それはさぞ、楽しそうだな」

「上は近いですが、下は結構離れてますね。楽しい？　ですか、うーん。むっちゃくちゃ姦かしましいのはたしかですねえ。もう、上下を姉し妹まいに挟はさまれた男とか、悲ひ劇げきですよ。ほぼ下げ僕ぼくにして玩がん具ぐ決定。母もなかなか明めい朗ろう闊かつ達たつなお人柄なもんで、食事時とかぴーちくぱーちくスズメのさえずりの如ごとしでうるさいのなんの」

「なるほど。……お前の舌がどうしてそんなに滑なめらかなのか、理解した気がする」

　如じよ才さいないのは幼おさない頃から鍛きたえられたたまものらしい。うるさいと言いながら、家族を語るケイの藤ふじ色いろの瞳ひとみはどこか優しかった。

「母君や姉妹たちは健在なのか？」

「さあ？」

　何気ない問いに、なぜか首を傾かしげられ、クロウは訝いぶかしむ。答えはすぐに続いた。

「母はもうずっと前にこの世の人ではありません。姉たちは数年ほど前、一人は極ごつ寒かんの地の部族のところに、もう一人は南方砂さ漠ばくの賊ぞくを手て懐なずける代わりに、珍めずらかな輸ゆ出しゆつ品ひんとして売られていきました。生死は存じません」

「……」

　母は身分の低い流る民みんの踊おどり子。その姫君など、体ていのいい道具にしか見られないのだと、ケイはなんでもないように付け加えた。

「うちの親父どのは実力主義ですしねえ。なにせこっちは後ろ盾だて皆かい無むなんです。妹二人も、放っておけばほかの兄きよう弟だいたちの手で商品として売り捌さばかれてしまう。彼女たちの自由は、意地でも地位を上げて、奪い取るしかないわけです」

（だから、こいつは……大商路の功こう績せきが欲しかったのか）

　ケイが商路にこだわる理由を初めて知った。内容よりも、どうして話してくれたのかということに戸と惑まどいつつ、「……そうか」とクロウは返した。

「パーシヴァル殿でん下かをどこか近く感じていたのは、あのかたも、自分と同じ種類の人間だったからかもですね。血に、生き方を邪じや魔まされる」

　父の血を継つがない、母の不義の子だったパール。商路の件で意気投合したのはたしかだが、そうでなくともケイはパールを損得抜きで気に入っていたのだとは、あとになって知ったこと。

　クロウは言葉もなく、家令の告白を聞いていた。

「まあねえ。あなたがたと自分めじゃ、生おい立ちも年ねん齢れいも立場も違いますし。そもそも国が違うんじゃ比ひ較かくになりませんけどね。でも、身分違いの恋は、不幸しか生まないと。そう思っていた頃が、ございました」

「今は違うのか？」

「不幸になるかどうかは、本人たちの努力次し第だいかもしれないなあと、考え始めたところです」

「……お前」

「……パーシヴァル殿下に、最後、お会いできてよかったですね。これで、あなた様が囚とらわれるべきものはもう何もない」

　あなたは自由だ。箱庭は、開かれた。

「だから、あなた様が今後の人生に付き合わせる相手には。せいぜい、しっかりケジメはつけてってほしいものですね」

　最後にちゃっちゃと結論をつけると、「以上、おしゃべり家令のたわごとでございましたよ」とケイは勝手に話を終わらせてしまう。

　ひらひら手を振って、若草色の上着が翻ひるがえり、扉とびらの向こうに消える。やはり、足音はしなかった。

　誰だれもいなくなった部屋で、クロウは椅い子すの背もたれに体重を預ける。少し身体からだを伸ばし、天てん井じようを見上げた。

　──言われずとも。

「……おしゃべりじゃなくて、おせっかいだな。正確には」

　やがてぽつりと零こぼした文もん句くは、思いがけず笑い含みの声になった。
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（あっちを増やしたらこっちで足が出る……。こんがらがってきた。どうしよっかなあ）

　ぱち、ぱちん。

　楡にれの木き枠わくに象ぞう牙げの玉をはめたそろばんを指先で弾はじきながら、フェルは手元の書類を矯ためつ眇すがめつする。

　ウーベルの死を受けて、目が回るほど忙いそがしくなった夫に詰め寄り、「さては、また休んでませんね!?　喰くう！　寝る！　大事！」と、半なかば強ごう奪だつするように黒龍城の帳簿を借りて手伝っていたフェルは、厄やつ介かいな計算に頭を悩なやませていた。

（お、いけそう。もうちょっとで一区切り……）

　ぱちん、ぱちん。

　自室のテーブルに紙を広げ、がりがりと羽根ペンで挑いどむように仕事をやっつけていたところ、ちょうどいい頃合いを見み計はからったかのように客人がある。

「シレイ……誰もいないからいいか。フェルディアちゃーん！　忙しい？」

「あれ？　ガウェイン先生。ご用ですか？　今休きゆう憩けいを入れようと思っていたところです」

　フェルはぱっと顔を明るくする。扉を開けて入ってきたのは、鮮あざやかな紅あかの髪かみを持つ、誰よりも親しい養い親だ。

　侍じ女じよを呼びつけるのもいまだに気が引けるので、いそいそ自分で茶の支した度くをしようとするフェルに、「あ、お気き遣づかいは無用よん」とガウェインは笑った。

「ちょっとだけお話ししたかったのねん。あなたと。今後のことで」

「今後のこと？」

「明後日あさつて、ワルプルギスだから」

「……」

　長椅子で、テーブルを挟はさんで向かい合わせに座る。正面にある、真剣な色を宿す琥こ珀はく色いろに、フェルも表情を改めた。

「わたしも、先生とお話ししたいと思ってました。その件について、クロヴィス殿でん下かには、明日ちょっとだけお時間を割さいていただく予定なんです」

「フェルディアちゃん。……あいつとは、離り婚こん、するの？」

　その言葉に、フェルは答えず困ったように曖あい昧まいに笑えんだ。

「……もともと、そういうお約束でしたから」

「でも！」

　思わずといった風に、ガウェインが身を乗り出した。

「あなたは、それでいいの」

「……いいって、いうのは？」

「だってあなた、あいつのことが」

　それ以上、どう言ったものか思案しているのか、ガウェインは軽く顔をしかめる。

　間もなく、再び口を開いた時、彼は少し緊張しているようだった。

「アタシがよく言ってたの覚えてる？　『誰か素す敵てきな人がさーっと現れて、あなたの旦だん那なさまになってくれたらいいのにぃ』って」

「支し度たく金きんと結けつ婚こん税ぜいがかかるから論外っていつも返してましたね」

「ええそうねん。あ、あなたって子は……いや、そういう普段のやりとりはいいのよ」

　大きく息を吸って。

　まるで、万の大軍に単身で斬きり込んでいくような、張り詰めた面おも持もちで、彼は重々しく口を開いた。




「そのことね。アタシ、クロウだったら許せるわよ」




「──え」

「もう、大事な大事なうちの娘むすめを嫁よめにくれてやるんだと思うと、憎にくらしさとか幸せになりやがれコノヤローな気持ちとか景気づけとかで、衝しよう動どう的てきに腕うでとか頰ほお骨ぼねとか鼻の軟なん骨こつとかアバラとか頸けい椎ついとか、ポキッてやっちゃいそうなんだけど」

「頸椎はやめてください。あ、いえ、やっぱ全ぜん般ぱん的てきに折らないでください」

「善ぜん処しよするわね。でも、あいつなら。……あなたを任せてもいいかもって、思ってるわよ」

「先生……」

　実際こうして口に出してくれるまで、相当、頭を抱かかえて悩んでくれたのだろう。らしくもない憔しよう悴すいぶりから窺うかがえる。

（最初は、印いん象しよう最悪だったのになあ。あ、でもそれはわたしもか）

　ガウェインがクロウのことを認めているのは知っていたが、まさかこんな風に背を押してもらえると思っていなかったフェルは、嬉うれしくて、少し楽しくもなって。

「ふふっ。あははっ」

　気づけば、ころころと笑っていた。

「フェルディアちゃん！　笑わないでってば。冗談じゃなくて、アタシ結構本気でね!?」

「はい。ありがとうございます。知ってます」

　まなじりに滲にじんだ涙を拭ぬぐい、真まっ赤かになった先生の顔を見る。「もう！　そんな娘に育てた覚えはありません！」とぷんぷん怒ったふりをする彼に、なおも笑いながらも「すみません」と謝っておいた。

「それで、フェルディアちゃん？　結論は……」

「それは──」

　どう、言ったものか。

　今度はフェルが思案を巡めぐらせる番だ。

　いろいろ考えて、自分の気持ちを、いちばん素す直なおに伝えられる言葉を探す。

「……ここに、クルヴァッハに来て、いろんなことがありました」

　訥とつ々とつとしたフェルの話に、ガウェインは、じっと耳を傾かたむけてくれている。

「信じられないような不思議な経験や、すごく怖い思いもしたけど、それ以上にたくさんの素敵な出会いがありました」

　隙すき間ま好ずきで、ちょっと奥が読めないけれど、今はちゃんと信頼を寄せているケイ。

　頼りになるお姉さんのようで、いちばん気の置けない親友になってくれたラナ。

　底抜けにひょうきんで奇き想そう天てん外がいだが、実はちゃんと弟思いなジルフォード。生き真ま面じ目めで常識人で、ここぞという時に勇気を振り絞しぼって一緒に戦ってくれたユアン。想いを秘めて、信じる道を歩むことを教えてくれたミゼルカ。気き遣づかい屋のキリヤ。情に篤あついヨミ。他にも、たくさんの人々と。

「何より、血も涙もないって触ふれ込みの『毒どく龍りゆう公こう』に身代わりで嫁とついで、あのかたのいろんな面を知ることができた」

　召めし使つかい姿すがたで直じかに悪あく態たいをついてやったり、一緒に食事をしたり、時間も忘れて話したり。花嫁姿では、膝ひざ枕まくらや競きよう争そうで、離婚を賭かけて変な勝負に明け暮れたり。喧けん嘩かはたくさんした。むしろ、喧嘩ばかりだった気もする。

　厳きびしい面は、たしかにある人だ。毒物好きなのも本当だ。とても意地悪だ。それ以上に不器用な人だ。辛い過去を、たくさん押し殺して生きてきた人だ。

　優しい人だ。あたたかい人だ。強く、誠実な人だ。他にも、彼の『人間らしい』いいところを、数えきれないくらい知っている。

　生なま身みの彼を、誰よりも──好きだと、思う。

「でも、そういう、彼について知ることができた全部……ここにきて、経験できたすべてが。わたしが『身代わりだったから』なんです」

　ド庶しよ民みんと皇おう子じさま。おまけに敵対国同士の。

　何がどうあっても、交まじわることのなかったはずの人生。それがたまたま、何かの奇き跡せきで、ほんのひと時の幸せな夢を得た。

「今のわたしのすべては、『身み代がわり』の幻。……お借りした名前も、そこで得たすべての出会いも。持つべき人にこそ、お返ししなければなりません」

　シレイネ＝アリステル＝ユナイア。

　必ず離婚して名前を返してねと言った、大切な恩おん人じんでもある、あのかたに。

「それが答えです」

「フェルディアちゃん……」

　きっぱりと告つげる養い子の顔を、ガウェインは、しばらく切なげに見つめていたが。

「しょうがない子ねえ。でも、あなたらしい答えだわ」

　ふっと、息を吐き出した。

「そういう頑がん固こなとこ。誰に似ちゃったのかしらね」

「……う、先生ですよ」

　頰を膨ふくらませるフェルの隣に、立ち上がってぼすんと腰を下ろすと、ガウェインは緋ひ銀ぎんの髪を大きな手でわしゃわしゃ撫なでてくれた。

「どんな道を選ぶのでも、応援するわ。アタシは、あなたの親ですもの」

「先生……」

　──この人が、己おのが身を削けずって育ててくれたから。今の自分がある。

（わたしが胸むねを張って誇れるのは、ド庶民で貧びん乏ぼうで安売り好きで、でも、働くことを何よりも歓よろこびとする『わたし』だ）

　だからせめて、自身に正直でありたい。その生きざまを貫つらぬけるように。

　髪を梳すく、あたたかな掌てのひらの感かん触しよくに、フェルはそっと瞼まぶたを閉じた。
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　翌よく朝あさのことだ。──父母を同時に亡なくし、弟をもう一度見送って。少なからず気落ちしているだろう彼を励はげます意図も兼かねて、フェルはこう言って誘ってみたのだった。

「クロウさま。アーモンドの花を見ましょう」

「フェル？」

「約束したじゃないですか。いろいろ片付いたら、一緒にクルヴァッハのアーモンドを見ましょうねって」

　儚はかなく美しい薄桃色の花が咲き乱れる、春そのものを象しよう徴ちようするような樹だ。

「あなたも鈴すず蘭らんが好きだとおっしゃっていたから」

　クルヴァッハの気候だと、夏の始まりを告げる鈴蘭とアーモンドは、本来、若じやつ干かん花期がずれる。だが──常にあたたかく保たれた聖せい堂どうならば、どちらも一緒に楽しめると思ったのだ。

「……聖堂」

　その提案に、クロウはしばらく何事か思案していたが、やがて「いいだろう」と頷いた。

「俺からもお前に話しておきたいことがある」

「話しておきたいこと？」

　首を傾げたフェルだが、それは自分も同じだ──と気を引きしめた。

（ずっと決めてたんだ。全部が終わったら、彼に……）

　そう。

　何もかもが解決したら、心のうちのすべてを明かすのだと、そう。




　その日の、昼下がり。

「……お前と落ち着いて話すのは久しぶりだな」

　石いし畳だたみを踏み、木こ漏もれ日びを透すかし見るクロウに、その後ろを歩きながら、フェルは曖昧に微笑ほほえんだ。

「そうですね、ずっと忙しかったですもんね」

　春が、終わりを告げようとしている。

　聖堂では、やはり、鈴蘭が盛さかりを迎えていた。真っ白な花の群ぐん生せいを見つめながら、フェルは不思議な心地ここちを味わう。

「お時間くださって、ありがとうございます。クロウさま」

「いや。……アーモンドは、俺も見たかったから」

　彼は苦笑してかぶりを振った。

　アイアンレースのベンチに並んで座ると、急に緊張してきた。

「あの。あなたのお話って？」

「？　……ああ」

　アーモンドが綺き麗れいだな、と。

　硝ガラ子ス窓まどの向こうで、はらはらと花はな弁びらを風に散らす薄桃色を眺ながめ上げ、クロウはぽつりと呟つぶやいた。

「それだけ？」

「花見に誘ったのはお前だろう」

　くすっと笑われて、「まあそれはそうなんですが」とフェルは黙だまる。

（あ、でも──）

　足元で咲き乱れる、真っ白い鈴蘭の釣つり鐘がね。誰かの幸福を願う花の群むれ。

　聖堂の内と外、同じ一枚絵の中には、満開のアーモンドがある。儚はかないのに力強い、咲き乱れるというより、たわわに実ると表現したほうがいいように、命の限りを惜おしげもなく尽くして。甘やかに香り立つ。

「きれい……」

　気づけば、フェルも呟いていた。

（不思議）

　こんなに穏おだやかな気持ちで、彼とここに並んで座る日が来るなんて。

　途と端たんに、今までのことが、まなうらに、うたかたみたいに浮かんでは消えて。

　──この半年。

　彼といがみ合ったり、協力したり。

　大だい嫌きらいだったはずのこの人に、いつの間にか、どうしようもないほど恋をした。

　恋を、──したのだ。

「……お前と、こんな風に話せる日が来るとは思っていなかった。本当の名前が呼べるようになるとも」

　ふと。

　クロウが、まるで自分の気持ちと同じことを呟いたので、フェルは驚いて彼のほうを見た。

　彼は、じっとアーモンドを見つめたまま。その横顔は、どこまでも静かで。

「ずっと、いろいろなことを秘密にしていて悪かった。……お前には、不実をたくさんしただろう」

　クロウの言葉に、「それは、わたしもですから」とフェルは告げた。

「そもそも、騙だますためにお嫁に来たわけですし」

「最初から噓うそだらけだったな、俺たちは」

「はい」

　まったくです、と。

　苦笑して頷くフェルに自分も笑い、「だが」とクロウは続けた。

「とはいえ……思い出しても。ここでお前に話したことに限れば、お前に、噓いつわりを告げたことはないな」

「え？」

「結婚の誓ちかいも、全部。お前自身に宛あてての真実の気持ちだった」

「はい？」

　え、だの、はい、だの。

　さっきからまともに言葉が出ない。からころカラ回る頭を振り、フェルはクロウの顔を呆ぼう然ぜんと見た。

「だ、だって、わたしは身代わりだってご存じのはずじゃ……」

「身代わりだというのは、五年前から知っていると言っただろう？」

「五年前？　それ前にもおっしゃってましたけど、どういう──」

　一時的な停てい戦せん協定のため、彼が特使としてベルファスティスを訪おとずれたことは、皇こう宮ぐうで春分節オースターラの儀ぎ礼れいの準備中に聞いた。もっとも、そこから先はなぜかはぐらかされてしまい、教えてもらえなかった。

「その歓迎の席で、俺は、おかしな姫君に会った」

「おかしな姫君？」

「ああ。夕ゆう暮ぐれの瞳と、緋ひ銀ぎんの髪。年の頃は十二歳くらいだったか。それこそ姿形は花のように美しいのに──」

（のに？）

　途中までは普通にシレイネさまの話だと思って「あのかたのどこが妙なの」と首をひねりつつ聞いていたフェルは、途中からのくだりで青ざめた。

「鬼き女じよの形ぎよう相そうで、ドレスのスカートに饗きよう応おうの骨付き肉を放り込んでいた」

「エ」

「さらに芸が細かいことに、ドレスの下に籠かごを隠し持っていて、そこに次々肉を入れていくんだ。小さな手で鷲わし摑づかみ、こう、わさわさと」

「……」

　思考が音を立てて停止する。

（まさか、それは、もしかしなくても）

　シレイネさま、──ではない。

（イヤ待って。たしかに、あの頃は何度もシレイネさまのごっこ遊びにお付き合いして、晩ばん餐さん会かいに代理で出ていた気は！　する！　イヤでもだからって！）

　だらだらと、背中を伝う冷や汗が止まらない。

「おまけに、気になって声をかけた俺の口に、咽の喉どを突き破らんばかりの勢いで骨付き肉を突っ込ん──」

「あーっ!!」

　かちり、と。

　完全に符ふ合ごうした記憶に、フェルは大声を上げた。

「まさかあなた、あああの時の!?　『仔こ羊ひつじのあばら肉を人の手からはたき落して偉えらそうな顔していた罰ばち当あたりなお兄さん』!?」

「その呼び名、見事に最低な部分だけ搔き集めてあるな」

「すみませんっ！　あれクロウさまだったんですか!?　えぇえ!?」

「いつぞやかは無理やり口に骨付き肉を突っ込む攻こう撃げきをどうも。おかげさまで、『毒かどうかは食ってから判断したらいい』習慣をものにできた」

　にやりと意地悪く笑う仮かり初そめの夫に、フェルは真まっ青さおののち真っ赤になった。

「も、申し訳ございませんでしたっ……！　あなたとは全然思わなくて！　というか知りようもございませんけども！」

　恥はじで死ねるとはこのことだ。

「まさかクロウさまがいくらしつこくてネチっこいご気き性しようとはいえ、そんな昔のことまでジトジト根に持っているとはつゆ知らず！」

「おい。お前本当、反省してないだろう」

　ふにーっと頰を引っ張られ、フェルは涙目になった。痛くはないが、衝しよう撃げきが強すぎる。

「い、一連、なかったことに……」

「しない」

「ですよね！」

　がっくりうなだれるフェルに、「俺の五年越しの片想いを勝手に無に帰きすなよ」とクロウが呆あきれている。

　しかし、最後に「？」とフェルは顔を上げた。

「五年越しの……なんておっしゃいました？」

「片かた恋こいだよ」

「誰が誰に」

「俺がお前に。言わせるな」

「……はいぃ!?」

　その瞬しゆん間かん、フェルの頭は完全凍とう結けつした。




　──「あの時の笑顔が忘れられなかった」と、クロウは懐なつかしそうに教えてくれた。

「明るくて、裏表がなくて。心から離れなかったんだ。もう一度会うのが楽しみだった……ずっと」

　次に、『シレイネ』と見まみえた時は、それが再会だと信じて疑わず、別人のように変わったのだと失望した。

「でも、お前はそのままだった。……というと、少し違うかな。俺の想像よりずっと、本当のお前は」

　眩まぶしくて、明るくて、あたたかくて。

　引き寄せられるように、自然と惹ひかれていった。

「アンダードレス一枚で敵中を突とつ破ぱして、駆かけつけてくれた時も」

「う……」

「召使姿で、『あいつ絶対痛い目遭あわせる！』と俺の悪わる口ぐち三ざん昧まいで息巻いていた時も、かな。料理をしてくれた時、一緒になんでもない話題で笑った時も」

　この半年。彼女のそばで過ごした、すべての瞬間の中で。

　力強くて──そう。

　欠かけていた三日月が、満たされるような。陽光のようだと思った。

「好きだよ。フェル、お前が」

　フェルの頰を、指の背でそっとなぞり、クロウは静かに想いを明らかにする。




「五年前から変わらず、……違うな。五年前よりも、ずっと。俺が焦こがれてきたのはシレイネじゃない。今も昔も、お前だけだ、フェル」




「！」

「もし、『大嫌い』ではなくなったなら。残りの人生を、このまま俺にくれないか。これからも、そばにいてほしい。ここで、──俺の妻として」

（噓……）

　突然の告白に、頭が真っ白になる。

　過去の自分の所しよ業ぎようなんて、とにかく消えてなくなりたいほどひどいのに、そんなものまで全部ひっくるめて、──彼が受け容いれて、好きだと言ってくれたこと。

「初めて、幸せに、……なりたいと思ったんだ。それは、──お前とが、いい」

　息が、胸が詰まった。

（わたしも）

　意地悪で、優しくて。

　暗くらい過去を抱かかえてなお、前に進もうとする強さもすべて。彼と過ごした一瞬一瞬が、愛いとおしくてたまらないほどに。

　あなたが。あなたのことが。

　ぽろ、と。

　声に出せない言葉の代わりに、まなじりから透とう明めいなしずくが落ちた。

「フェル……？」

　声もなくぽろぽろと涙をこぼすフェルの肩かたに、動どう揺ようしたのか、クロウが手を添えてくれる。

「わたしも、です」

「……？」




「あなたが好き。ぜんぶ大好き。大嫌いなんかじゃ、ありません。好き、好き、好き──」




「フェル」

「好き、だから……っ」
















（ああもう、なんで！　大事な時に、声がつっかえて何も言えないの……！）

　もう、駄だ目めだ。

　本当の気持ちを告げようとは決めていた。でも、いざその時になった途端に、せきを切った心が、止められない。

　何度言っても足りなくて、壊れたように「大好き」と繰り返すフェルの腕を、クロウが強く引いた。

「もう、いい」

「え……」

　唇くちびるに、冷たく柔やわらかなものが押しつけられる。力の抜けた身体からだを抱きしめ、彼は深くくちづけてきた。驚いた拍ひよう子しに新たな涙が、頰を伝い、唇に流れる。

　幸せで、甘くて、嬉しくて──少しだけしょっぱい味の、キス。

　やがて、身を離した彼の群ぐん青じようの瞳は、これ以上ないくらい呆然としていて。

「フェル。……本当、に？」

　上がった息を整え、いまだ恍こう惚こつが醒さめないまま、こく、とフェルは頷いた。

「……でも」

　決めていたことだ。想いを告げたら、きちんとけじめをつけなくては、と。

　自分も彼が好きで、生しよう涯がいの夫は彼だけと神に誓ちかった。

　でも、──それはできない。

「……わたしはやっぱり、シレイネさまへのご恩があります。ガウェイン先生にも誓いました。必ず、ベルファスティスに帰りますって」

　──〝約束してね。必ず離婚して、わたくしに名前をかえして〟

　シレイネさま。あのかたを幽ゆう霊れいになど、させられない。

　ここには、離婚できたら、一いつ攫かく千せん金きんの夢を抱いだいてやってきた。

　でも、もらったのは、もっと大切な、かけがえのないもの。

　あとは自分にできるのは、この大切なものを胸に抱いたまま、静かに過ごしていくことだけ。

「あなたが好きです。このままそばにというお気持ちは、わたしの一生の宝もの。でも。……妻にはなれない」

　どうか。




「このままわたしを離り縁えんしてください……」




　深く頭を下げるフェルを、クロウはしばらく、じっと黙ったまま見つめていた。
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　誰だれよりも焦こがれ続けた、大切な女性に。一生を懸かけて、護まもりたいと思ったひとに。

（好きだから別れてください、か）

　告白と同時に離り婚こんを切り出された。

　じっとこちらを見上げる、涙に濡ぬれた夕ゆう暮ぐれ色を、クロウは言葉もなく見つめ返した。

「……そうか」

　やがて自分の発した声は、暗くらくも、明るくもない。ただ静せい謐ひつで。他人のそれのように遠く思いながら、クロウは淡あわく笑えんだ。思わずといったように、フェルが息を吞のむ。

（答えは、最初から知ってた）

　何を驚いているんだ、お前から言い出したくせに、と。苦笑してやりたかった。

（分かっていた。責任感が強くて、義ぎ理り堅がたくて、情に篤あつくて……自みずからの本分を忘れない。俺が選んだのは、そういう女だから）

　仕方ないな、と。諦あきらめの言葉のはずなのに、どこか清すが々すがしさがあって。

「お前なら、そう言うと思ったよ」

「クロウさま？」

　引き寄せたフェルの瞼まぶたに、そっと口づける。

「クロウさ──」

　宿命の時だ。いつかは必ず、手放さなければならなかった。それが、こんなに遅くなってしまったけれど。




「……受け容いれよう。俺は、神誓ゲツシユを解除しお前を離り縁えんする、シレイネ」




　──それは、エルラントで暮らす大多数の人々にとっては、ずっと続いてきた騒そう乱らんの日々に比くらべて、あまりにも密ひそやかで、瑣さ末まつな出来事だった。

　柳やなぎの月の、最後から二番目の日、その晩ばん。

　白い結婚の期限の終わり、ワルプルギスを目前に──クロヴィス＝クルヴァッハ＝エルラントと、シレイネ＝アリステル＝ユナイアの、正式な離婚の成立が公表された。


Ｆｉｎ．
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　お久しぶりですの皆さまもはじめましての皆さまも、『（仮）かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう　～最さい終しゆう決けつ戦せんはついに離り婚こん!?～』をお手にとっていただきありがとうございます。夕ゆう鷺さぎかのうでございます。

　過去を引きずらない質たちの（仮）花嫁と、五年前のひと目ぼれを未み練れんがましく引きずった挙あげ句く相手には忘れられていた不ふ遇ぐうの旦だん那なさまのファンタジーラブコメであるこの物語も、ついに大詰めとなりました。ある意味、一番「そこで終わるのかよ！」なところで切れている気もしますが、あと一冊だけ続きます。

　ところで先日、さる事情で中南米に行って参りました。楽しく、感動的で、そしてうっかり何度か死にかける旅でした。

　タクシーで三車線の道路に四車線目（いや、五だったかも）をこしらえて疾しつ走そうしたり、ガソリンスタンドを高速で突っ切ってショートカットするのを初めて経験しました。しかし、目的地に急いで届けてあげようという気き遣づかいが伝わるので、怖くてもありがたいものです。バスでもタクシーでも基本的にシートベルトが壊れているなんてご愛あい敬きようです。

　……中南米、おすすめですよ！　また行きたいです。

　さてはて、そろそろお世話になった皆様に御礼を申し上げたく。イラストの山やま下したナナオ様！　今回も美び麗れい極きわまりない表紙イラスト、かっこよすぎて目が釘くぎ付づけになりました。個人的に、挿絵一枚目の見下しガウェイン先生が大好きです。そして、恒こう例れいのカバー裏が！

こんなところでもすっかりド庶しよ民みんフェルの奇き行こうに慣れつつある旦那さまが楽しいです。

　そして、素敵な漫まん画がを最後まで描き切ってくださったコミカライズの兔うさぎろうと様。かっこいいフェルと可か愛わいいクロウ（※逆も然しかり）とキャラ立ちしまくったイケゲスメンなイグレック兄さん等々に鼻の下が伸び続ける、幸せな１年間でした。

　今回も過去最大級にご迷惑をおかけした担当Ｉ様、心配かけ過ぎてついに夢にまで見せてしまったようで本当にすみませんでした！　でも、そんな時でも「もしもの時はシリーズ完結してからにしてね」としっかり付け足して下さる気配り（？）はさすがでした。

　あたたかなご感想を送ってくださる皆様、本当にありがとうございます。お返事遅れていて申し訳ございません。気力や体力が枯こ渇かつした時、何度救われたか分かりません。

　校正様やデザイナー様はじめ関係者各位にも改めて感謝を。

　最後になりましたが、ここまでお読みいただいた皆さまに。不吉な離婚タイトルもついに十二冊目です。思い描いた物語を書き切る幸せを与えてくださって、本当にありがとうございます。次回、最終巻です。どうかお楽しみいただけますように。


もはや血液が栄養ドリンク製　夕鷺かのう拝































季節外れの立冬












　立冬サウインは、闇と焰ほのおと、魔女と死者たちの祝祭だ。

　一年で最も太陽の祝福の薄い日。かぼちゃをくりぬいて妖精や死霊をかたどったランタンに魔除けの赤い蠟ろう燭そくをとりつけ、樫樹の賢人ドルイドたちが配り歩く聖なる火を分けて貰うため、子供たちが街を練り歩く。

　ランタンを持った子供は妖精の化身であり、お菓子をあげて慰い撫ぶしなければ仕返しの悪戯いたずらをされてしまう──エルラントでもユナイアでも、そんな風習がある。




「暗闇は輝きへ、災禍は幸運へ、死は再生へ！　立冬を祝して!!　──さあ愚弟どもとその嫁よ、この偉大なお義に兄いさまに美味なる菓子を捧げるのだ」

　お決まりの掛け声は立冬節のものだが──あいにく季節は、もう立冬どころか立春を過ぎたところだ。

（あ、そっか、春だもんな、おかしなひとも出るよなあ……）

　フェルは現実逃避で考えた。『あたたかくなると、雑草の芽と一緒に変態も萌えいづるのよねえ……まめに駆除しないと』とは育ての親ガウェインの談だ。ただし、ここに萌え出てきた変態は、恐ろしいことに義理の兄である。おまけに大国の皇太子殿下だ。どうあっても逃げられない。

「とりあえず服を着て下さい、ジルフォードお義兄さま!?」

　──肌色だ。しかも、視線を下にしたところが肌色なのだ。

（考えたくない事態!!）

　上半身はきちんと服を着ているのに下半身は以下略な格好をして部屋に躍り込んできたジルフォードに、思わずフェルは半狂乱で突っ込んだ。

「安心するがいい。はいているぞ！」

「そういう問題じゃありませんの！　その、裾の下がチラチラ、太腿とかもっと口にするのがアレなところまで見えそうで見えないのが、最っ強に嫌なんですのよ！」

「フハハハ、なにせ立冬と言えば世間様では、お菓子をくれなきゃ悪戯してもいいらしいからな！　まあ貰っても悪戯はするのだがな!!　さあさあ、近くに寄ってしまうぞ！　菓子もねだるぞ！　さあさあさあ!!」

（驚くほど、うざい！）

「大きなお友達ですねジルフォード兄上……。施しの菓子でしたら、厩舎の飼い葉桶に残飯が入ってますよ」

　庇うようにフェルの目を覆いがてら、クロウが冷静に、家令に「ケイ。荒縄と猿ぐつわ用の布と、人ひとり入れそうな大きさの衣装びつと、ありったけ漆しつ喰くいと重石をとってこい」と命じている。具体的用途が思い浮かぶのがとても恐ろしい。

「あのさ……兄貴たち、騒ぐのはいいんだけど、できれば別の部屋でやってもらっていいかな……」

「おい。この馬鹿と一緒にするなユアン」

　先日受けた腕の傷の静養のため、貴賓室の寝台に半身を起こしたユアンがそっと抗議する。これに対しては、ジルフォードとまとめられたクロウが不服そうに口を曲げていた。

「季節外れのかぼちゃも手に入れたし蠟燭もある。まずはかぼちゃの妖精ジヤツク・オー・ランタンを作ろうではないか！」

「しかし、なんで今さら立冬の祭なんだよジル兄貴。もう春だぜ。それどころか、次は春分じゃん……理解できねえ」

　一人ノリノリのジルフォードに、呆れかえったユアンがぼやくと、「よくぞ聞いてくれた！」とジルフォードは胸を張った。

「嫁がこのクルヴァッハにきたのは、たしか立冬だったのではないかね」

「？　はい、そうですわ」

「しかと祝ってから来たかね？」

「いいえ、お嫁入りの準備が忙しくて……」

（突貫身代わり花嫁修業の最中だったもんなあ）

　思い返しながら、フェルはむう、と唇に指先を当てる。

　たしかに立冬は、孤児院のみんなと一緒に毎年楽しみに祝っていた行事のひとつだ。今年は、そんなことを気にしている余裕はなかった──

（あ）

　そこで、ぴんときたフェルはジルフォードを振り返る。

　気づいてしまうと、じわじわと、温かいものが胸に満ちる。

「ひょっとして、お義兄さま。……わたくしが立冬の祭を楽しみ損ねたことをお気づかいくださって、一緒に楽しもうと企画して下さったのでは──」

「ワハハハ、必殺・照れ隠しの抱ほう擁よう!!　しかと喰らえ！」

　予想は最後まで口にする前に、ジルフォードが飛びついてきたため中断される。

　──というか彼は、上半身はよくても下半身は。

「キャー!?」

　気づいて絶叫したフェルが変態の毒牙にかかる前に、頼りになる旦那さまが異母兄の頭をはたき倒してくれた。

「兄上おすわり」

「あ痛っ！　ひどいことをするのだな愚弟その二は！　もういい標的変更だ、お兄様を癒やしておくれ愚弟その三よ！」

「ぎゃあこっち来んな！　ちょ、ホント無理だって!!　ぐえぇ」

　背後で上がる断だん末まつ魔まの絶叫を聞きながら、フェルは苦笑交じりに、自分と同じく呆れた表情で兄を見つめるクロウをちらりと見上げる。

「どうしましょう、旦那さま。せっかくのお義兄さまのお気づかいですもの。かぼちゃのお菓子、ご用意してまいりましょうか？」

「……菓子より胃薬が欲しい」

　言葉では毒づきながら、彼の声はどこか楽しそうだった。








著

夕鷺かのう

Kanoh Yusagi




（仮）花嫁シリーズも、とうとうクライマックス直前まで辿りつきました。

髪の毛バッサリな旦那さま、「前よりかっこいい」「前より可愛い」「若返った」「ずっと短髪で！」と周囲より好評頂いています。

あのロン毛、頑張って伸ばしたのに可哀そうなやつめ……。




HP：bath*rabbit

http://bathrabbit.web.fc2.com/










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




月２～３回８年通ってるラーメン店で先日、過去最高に美味しい出来の一杯を食べました。

長年通ってるからこそ楽しめる

「今日の一杯」

…ラーメンて面白いですね…！



















イラスト／山下ナナオ

デザイン／島田絵里子












(仮)かつこかり花はな嫁よめのやんごとなき事じ情じよう




～最さい終しゆう決けつ戦せんはついに離り婚こん!?～








夕ゆう鷺さぎかのう
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